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元フィアンセ現る




　月一で行われる医局秘書連絡会に出席した私は、会議を終えて医局に戻る途中の廊下で、ふと足を止めた。

　大きな窓の向こうが白んで見えるのが、なんとなく気になったせいだ。

　連絡会の会場になる大会議室は、医学部棟の最上階にある。そのため、少し離れた位置の理学部棟まで眺めることができる。

　理学部棟の中庭には、この東とう都と大だい学がくのキャンパスで唯一、桜の木が植えられている。

　三月下旬。東とう京きょうの開花宣言もとうに出されている今、まだ満開には早いけれど、綺麗に咲き誇っている桜がチラッと見えた。

　西日の落ちた午後五時三十分。東京の空は群ぐん青じょうに染まり始めている。

　薄紅色の桜が、理学部棟から漏れる明かりに照らされ、ちょっと幻想的で美しい。

　空が白んで見えたのは、光を受けた花びらが煙っていたからだ。

　私は連絡会資料を胸に抱きしめ、まるで導かれるように、ゆっくりと窓辺に足を運んだ。

　毎年この時期、桜が咲いているのを見ると、私はいつも、自分の名前の由来を思い出す。

　私、本ほん郷ごう雫しずくは三月三十一日生まれ。

　まさにこの桜の季節に生を受けた私に、両親は〝桜〟と名付けようとしたそうだ。

　それが〝雫〟になってしまったのは、一族きっての絶対的権力者である、祖父が命名したから。

　生まれた子供にとって、名前は自分で選べるものじゃない。物心ついた時、すでに〝雫〟と呼ばれていた私からしたら、正直〝桜〟でも〝雫〟でもどっちでもいいのだけど、まだ年端のいかない頃、名付けの理由を祖父に訊ねてみたことがある。

　すると、こんな答えが返ってきた。

『桜は日本の国花。象徴的な花だ。そんな高こう尚しょうな名前をつけて、名前負けと言われてはかわいそうだろう』

　そして、『女性たるもの控えめな印象を与える名が一番』と続けられた。

　当時の私は『なるほど、私のため』と素直に頷いたけれど、よくよく考えれば、名前負けすることを予言されたようなもの。

　ありがたいんだか腹立たしいんだか、どう捉えていいのかよくわからない。

　だけど、ひとつ年を重ねるごとに、確かに私は〝桜〟ではなく〝雫〟だと、頷けるようになった。

　私は、遠い桜から焦点を外し、窓ガラスに映る自分を見つめた。外が暗いせいで、私の姿かたちがわりとよくわかる。

　そこにいるのは、日本の象徴的な花の名が似合う華やかさや美しさの欠片かけらもない、地味で控えめ、静かな雨を連想させる女だ。

　今まで染めたことのない髪は、手入れだけはしているおかげで、一応そこそこの艶つやがある。もともと少し明るめの黒髪だから、見た感じそれほど重苦しくないのが救い。肩甲骨の下に届くくらいの長さで、仕事中はちょっと高い位置でひとつにまとめている。

　デスクワークをする時はノーフレームの眼鏡をかけるけど、今は外しているので裸眼。窓に映る私の顔の全体像は、それぞれのパーツにはっきりした特徴がないせいか、ぼんやりして見える。ひと言で言えば、美人とかかわいいとか以前に、あまり印象に残らない〝控えめ〟な顔立ち。

　まさに、祖父のつけた名前を体現している。それが、私だ。

　古くからの友人たちは、『もっとしっかりメイクすれば、ちょっとは際立つのに』と言ってくれるけれど、私は誕生日を迎えたら二十八歳になる。といっても、私は早生まれなので、同級生の中には、その数日後に二十九歳になる人だっている。

　つまり、もうすぐ二十代最後の年を迎える、アラサーだ。見た目なんか今さらどうでもいい。

　いや……それは今だからってことじゃない。もう遠い昔から、私は自分を磨くということをせずに生きてきた。

　遠い桜に想いを馳はせて、私はついボーッと目を細めてしまった。

　桜を見ると思い出すこと。それは名前の由来だけじゃない。

　この春という季節。まさに、私のほんの数日後に誕生日を迎えて、いち早く二十九歳になる同学年の幼なじみ、宝ほう生しょう祐ゆたかの存在だ。

　生まれがほぼ一年違うから、同学年といっても、同い年になるのはほんの数日だけ。日本の新年度が欧米諸国と同じように九月だったら、同い年という感覚すらなかったはずだ。

　だからこそ、私は、『私がもうちょっと遅く生まれてたらよかったのに』と昔から思い続けてきた。

　同学年じゃなかったら。私と祐の接点はもっともっと……確実に少なかったはずだ。

　そうしたら私だって、少しは――。

　つい記憶の波にのまれそうになって、私はハッとして顔を上げた。そして、すべて意識から追い払おうとして、一度強く頭を振る。

　気を取り直して窓から離れ、廊下を大きな歩幅で進む。真ん中辺りにある階段に折れ、小走りで下りた。

　あともう少しで今日の業務も終わり。デスクに戻って残った雑務を片付けて……今日の退社目標時刻、午後六時はクリアできそうだ。




　私はこの東都大学医学部心臓外科医局で、医局秘書として働いている。

　入職は一昨年の冬。まだやっと一年ちょっとというところだ。

　ここに来るまで、私は秘書どころか正社員としてまともな職務経験もなく、最初はかなり不安だった。もともと人見知りしやすい性格で、全員集まればたいそうな大所帯になる心臓外科医局というのも、相当なプレッシャーだった。

　けれど、そんな私を、医局のみんなはとても温かく迎えてくれた。

　そして、今も――。

「あ、お帰りなさ～い！　雫さん！」

　医学部棟の二階にある医局に戻り、一歩足を踏み入れた途端、明るく弾んだ声が私を迎えた。一瞬ドキッとしながら足を止め、すぐにヒラヒラ手を振っている彼女の姿を見つけて、私も顔を綻ほころばせる。

「ただいま、美み奈なちゃん」

　そう返事をすると、彼女はニコッと愛くるしい笑顔を向けてくれた。

　心臓外科医局の医療事務職に就く森もり居い美奈ちゃんは、私よりひとつ年下だけど、もうここで五年働いている大先輩だ。

　私が入職した時、前任の秘書さんがすでに退職していたため、それまでの間、美奈ちゃんが事務と秘書業務を兼任していたそうだ。

　兼任、と簡単に言っても、私が思う以上に大変だったんだろう。

『やっと新しい秘書さん来てくれた～！　嬉しい、嬉しいです！』

　絶対に即戦力にはなれない私を、そんな言葉と弾ける笑顔で歓迎してくれた。

　仕事を教えてくれたのも、私を医局のみんなに紹介してくれたのも、彼女だ。

　医局の古こ参さんメンバーでもある美奈ちゃんは、私と違って明るくて素直で、ムードメーカー的な存在。みんなにかわいがられるアイドルのような感じだ。

　その彼女が、デスクに戻る私に、ちょこちょこっとついてきた。

「あの、雫さん。今晩って、なにか予定あります？」

　連絡会の資料をデスクに置いた私に、彼女が窺うように訊ねてきた。

「え？」

　振り返って聞き返すと、美奈ちゃんがひょいっと肩を竦める。

「実は、四月から着任される新しい先生が、今教授にご挨拶に来てるんです」

　その説明を聞いて、私は医局の奥の重厚なドアに、なんとなく目を向けた。

　そこは、この心臓外科医局のボスである園その田だ教授の教授室だ。

「ちょうどいいから、この後都合がつく人を集めて、プチ歓迎会しようって、木き山やま先生が提案して」

「歓迎会……」

　美奈ちゃんの言葉を繰り返しながら、私は左手首の腕時計に無意識に視線を落とした。

　この医局の准教授、木山先生は、美奈ちゃん曰いわく〝腹黒〟だそうだけど、後輩のドクターや研修医の面倒見がいい人だ。突然、歓迎会を言い出すのも、彼なら頷ける。

　だけど木山先生に合わせるとしたら、開始は早くて七時といったところ。一次会だけ参加するにしても、そこから二、三時間と計算して……家に帰る頃には十時を回る。

　ほんのわずかな間逡しゅん巡じゅんして、『ごめんなさい』と断ろうとした時、教授室のドアが開いた。その音を聞いて、私も美奈ちゃんもほとんど反射的に顔を向けた。

　そこから、白衣を羽織った木山先生と園田教授が出てくる。

　私は気を引きしめて、後に続くブラックスーツの男性に目を遣った。

　彼が件くだんの新ドクターか。俯いていて顔はよく見えないけれど、パッと見た感じ、私と年齢が近そう。後期研修医課程を終えたばかりの助教という印象。

　そんな予想をしながら、長身でスタイルのいいその姿をぼんやりと眺めていたら、彼がふっと顔を上げた。そして、その視線が私の方に向けられ……。

「っ」

　小さく息をのんだ。そのまま、呼吸の仕方を忘れて、ヒクッと喉を鳴らしてしまう。

「お、本郷君。秘書連絡会は終わったのかな？」

　私に気付いた園田教授が、そう言ってニッコリ笑った。

　息を吸ったきり吐けずにいた私は、そのひと言を聞いて一度ゴクッと唾を飲んだ。

「は、はい」

　やっとの思いで、それだけを返す。

「本郷さんも、この後来れる？　歓迎会」

　木山先生にもそう続けられて、私は返事に窮きゅうしてしまった。

「本郷君？」

　口ごもった私に、園田教授が不思議そうな声で呼びかけてくる。それを耳にしながら、私は最後に出てきたドクターから目を離すことができなかった。

　私の視線に気付いたのか、教授が「ああ」と彼を振り返った。

「本郷君、紹介しよう。四月から、うちに来てもらうことになった、助教の宝生君だ」

　教授の紹介に導かれ、美奈ちゃんも彼に視線を向ける。彼女が私の隣で、「すごいイケメンですよねっ」と囁くのが聞こえた。

　私と美奈ちゃんの視線を浴びて、教授の紹介を受けた彼が、ニッと口角を上げて微笑んだ。

「本郷君には、宝生君のスケジューリングにも携わってもらうことになるから……」

　教授がそう続けるのを、私はほとんど右から左で聞いていた。

「四月から、よろしくお願いします。森居さん。……本郷さん」

　彼から名指しで挨拶されて、美奈ちゃんはピンと背筋を伸ばした後、深々と頭を下げた。

「こちらこそ、よろしくお願いします！」

　顔を上げた彼女が元気に挨拶するのを聞いて、彼はニコッと笑顔で返した。

　けれど……。

　私は、顔を強張らせたまま、喉に張りついた声を出すことができなかった。




　結局歓迎会を断るタイミングを逸して、私は美奈ちゃんと木山先生に引っ張られるがまま、大学近くの洋風ダイニングに連行されてしまった。

　大学の最寄駅と連結した商業ビルの五階。うちの医局の宴会では、わりと使用頻度の高いお店だ。

　急な招集に集まったのは、園田教授、数人の講師や助教などを含めて十人ほど。お店の隅に、長いテーブルをふたつ繋げた席が用意されていた。

　主役の彼は、教授や木山先生、他のドクターに囲まれてテーブルの真ん中にいる。私は美奈ちゃんと並んで、一番端っこに腰を落ち着けた。

　いつもこういった宴会では、私や美奈ちゃんがオーダーをとったりお会計したりするお世話係だから、私が隅っこにいても不思議はない。

　みんなに生ビールが行き渡ると、木山先生に指名された女性ドクターが、その場にいそいそと立ち上がった。

「えー、僭せん越えつではございますが、乾杯の音頭をとらせていただきます。宝生先生、心臓外科医局へようこそ！」

　女性ドクターは、挨拶の始めからずっと、主役の彼にチラチラと視線を送っている。よく見れば、他の女性ドクターたちは、もっと遠慮なく彼を見つめている。

　そんな視線を気にする様子もなく、主役の彼はふっと顔を上げた。そして、音頭のために立ち上がったドクターに目を向ける。

「ありがとうございます」

　爽やかに微笑みかけられた女性ドクターは、わかりやすく顔を赤く染めておどおどしながら、「か、かんぱーい！」と上擦った声をあげた。

　みんなが天井に突き上げるようにジョッキを掲げ、「かんぱ～い！」と呼応する。そして疎まばらな拍手が湧き上がった。

　早速、女性ドクターたちが身を乗り出し、我先にと自己紹介を始めるのを横目に、私の隣で美奈ちゃんがウキウキと独り言を漏らす。

「やっぱりカッコいいなあ～。目の保養。嬉しいな～」

　こっちに少し身を寄せてきながら、目線をテーブルの真ん中にいる主役に向ける彼女に、私はジョッキを両手で持って苦笑した。

「美奈ちゃん、そんなこと喜んでていいんですか？」

　ちょっとだけ意地悪も含めてそう言うと、彼女は「あ」と口を大きく開けて、慌てたように勢いよく首を横に振った。

「もちろん、浮気じゃないですよ!?　でも、同じ医局にイケメンがいてくれるの、嬉しいじゃないですか」

　美奈ちゃんがポッと頬を赤く染めて、ムキになって言い返してくる。

　私たちのやり取りが聞こえたのか、それとも美奈ちゃんの反応くらいお見通しなのか。彼女の向こう側の席から、木山先生がニヤニヤしながら顔を覗かせてきた。

「美奈ちゃん、目の保養だろうがなんだろうが、他の男に見惚れるようなら、大事な彼氏に言いつけるぞ」

　それを聞いて、美奈ちゃんがさらに慌てた。

「や、やめてくださ～い！　違う、違います！　見惚れたりしませんってば！」

　半泣き状態で言い訳する美奈ちゃんを、教授や他のドクターたちもドッと声をあげて笑った。話題についていけず、きょとんとした顔をするのは、主役の彼だけだ。

「森居さんの彼って、脳外科の准教授なのよ」

　彼の隣の席を陣取った女性ドクターが、身を寄せて説明しているのが、私の視界の端に映った。

「それ、この間、前首相の脳腫瘍摘出手術を執しっ刀とうされた、脳外のスーパードクターじゃないですか。……へえ……」

　美奈ちゃんの彼の名を聞いて、主役の彼は心底驚いたようにそう言った。

「しかも、かなりのイケメンですよね。俺なんか目の保養にしなくても、十分じゃないですか」

　からかうように口角を上げて笑われて、美奈ちゃんも真っ赤な顔で肩を竦める。

「も～……みんな、わざわざ言いふらさなくても……」

　そうは言うけど、ふたりが恋人同士というのは、学内では周知の事実だ。

　美奈ちゃんの彼は、頭脳明めい晰せきで学内一の秀才と呼ばれるドクターで、学長や院長、理事長からの信頼も厚い。おかげで、普通のドクターだと処分を恐れて院内恋愛は隠そうとするのに、ふたりの交際は清々しいほどオープン。美奈ちゃんは理事長との会食に彼と一緒に招待されるほどで、完全に公認カップルなのだ。

「美奈ちゃん。なにも今さら恥ずかしがらなくても」

　講師の先生にニヤニヤ笑って言われて、美奈ちゃんはぷくうっと頬を膨らませる。

「なにも知らない宝生先生にまで、言わなくたって……」

「隠してたって、すぐに知られるよ。ラブラブだもんね、美奈ちゃん」

　木山先生がちょっと芝居じみた口調でそう言うと、再びみんなが笑い転げる。

　私も、ふたりが付き合い始めた頃のことを思い出しながら、口元を隠してクスクス笑った。

　彼の話をしている時、美奈ちゃんは二倍増しでかわいらしくなる。もともと素直でかわいいけれど、これはもちろん恋する女の子の特権的なものだと私にもわかる。

　ふたりはとっても仲がいいし、一緒にいるのを見ると、羨ましくなってしまう。そういう時だけは、私も恋がしたいなあ、なんて思うこともあったりする。

　そんなことを考えていたら、なんとなく視線を感じた。なにげなく目線を横に向けて、私は慌てて大きく顔を背ける。

　ドキッと跳ね上がってしまった胸を宥なだめるように、無意識に手を当てる。

　みんな、話題の中心の美奈ちゃんを見てると思ってたのに、あろうことか主役の彼と目が合ってしまった。

　どうして私なんかを見てるの……。

　もう一度横を向いてまた視線がぶつかるのを恐れて、私はしばらく目を伏せていた。




　小一時間ほど経つと、いつもノリのいい心臓外科医局のドクターたちは、大変な盛り上がりを見せていた。それを横目に、私はお手洗いに中座する。

　あの調子なら、しばらく私が戻らなくても、気付かれることはない。気分が悪いのかと心配されることもないだろう。

　そう考えて、私は一度お店の外に出た。誰の邪魔にもならない場所を探して、ちょっと奥まで進む。

　非常階段の踊り場で、スマホを取り出し、アプリを起動させた。

　壁に寄りかかって操作していると、カツカツと革靴の踵かかとを鳴らす足音が聞こえてくる。特に気にせず画面に指を走らせていたら、足音が大きくなってくるのに気付いた。

　どうやら、こっちに近付いてくるみたい。

　まさにそう思った時、スマホに落としていた視界に、少し尖った黒い靴の爪先が映り込んだ。目の前で止まったそれに驚いて、私はハッと顔を上げた。

　そして。

「ひっ……！」

　反射的に声をあげ、胸元でスマホを握りしめる。

「ひって……。随分と失礼な驚き方してくれるな」

　店内のテーブルで、みんなに囲まれて楽しそうにしていた主役の彼……宝生祐が、ムッと口をへの字に曲げ、私を見下ろしている。

　身長百六十センチで、一応五センチのヒールを履いている私からでも、彼の顔の位置は悠々十五センチは高い。その高さから見下ろされると、なかなか威圧感がある。

「す、すみません」

　確かに、バケモノでも見たような声を出してしまった自覚はあるから、私は慌てて謝罪した。

　けれど、彼……祐はさっきまで振りまいていた笑みを完全に押し沈め、なんとも言えず不機嫌な表情で私を見下ろしてくる。

「しかも、さっきからずっと無視してくれて。四月から同じ医局員、同僚になるのに、あんまりな態度じゃないか？　幼なじみなのにさ」

　彼はこれ見よがしな溜め息をついて、さらに一歩私に踏み込んでくる。踊り場の壁に阻まれ、それ以上動けない私の顔の横にトンと手をつくと、わざとらしく背を屈め、顔を覗き込んできた。

「無視ってわけじゃ。……遅くなりましたが、よろしくお願いします」

　私は彼の視線から逃げるように、首を捻って顔を横に向けた。

　頭上から、まだ不服そうに「取ってつけたように言うなよ」と愚痴るのが聞こえる。

「顔も見たくないほど俺が嫌いか。……冷たいねえ、婚約してた仲なのに」

　そこはかとなく嫌味が漂うその言葉には、一瞬ピクッと肩を震わせて反応してしまった。心臓が縮み上がる思いで、ごくりと喉を鳴らす。

　確かに、私と祐は生まれた時からの幼なじみだ。大学卒業後間もなく、家の事情で婚約したけど、彼の言うように〝婚約してた仲〟というほどの仲ではない。

　その婚約も、二年前に破は棄きした。それから顔を合わせることもなく、今日、本当に久しぶりに顔を見たのだ。当然ながら、『久しぶりです』と笑えるほど良好な関係であるわけがない。

　祐の顔を見ることができずに黙り込む私に、彼はチッと舌打ちをした。

　そんな仕草にも怯みながら、私はそっと上目遣いの視線を向ける。

　わかりやすいほど不機嫌を露あらわにした、その表情。自他共に認めるイケメン好きの美奈ちゃんが、目の保養と言うくらいだ。顔を歪めていても、祐は精せい悍かんな顔立ちをしている。

　男らしいちょっと太めの眉。くっきり二重のアーモンド形の目は、わずかに目尻が上がった切れ長だ。今、その目をグッと細めていて、眉間には二本の皺しわが刻まれている。

　通った鼻筋。薄く一文字の唇は、いつもは口角がやや上がっているけれど、今はへの字に結ばれている。

　研修医課程を終えて、あと数日で一人前のドクターとして羽ばたく彼は、最後に見た二年前より大人っぽく、なんとも言えず男らしくなっていた。

　綺麗で端整な顔を至近距離で見ているとドキドキしそうになるから、私はさっきよりも大きく顔を背けた。

「別に、嫌ってるわけでは……あなたの前で、どんな風に笑えばいいのか、わからないだけです」

　なんとか言い返さねば……と思って口にした言葉は、私の心情をそのまま表していると思えた。

　これからは同じ医局員、同僚。でも、どんな顔をして、どんな態度で接すればいいんだろう……？

　そんな私の困惑は、祐には伝わらない。

「相変わらず、腹立たしいくらいの敬語だな。なんの当てつけだ？　それ。昔はそんなんじゃなかったのに」

　彼は私の返事ではなく口調に機嫌を損ねた。そう言われてしまって、私も口を噤つぐむしかない。

　俯く私の頭上で、祐が小さな溜め息をつくのが聞こえた。

「なあ、雫。どうしてお前……」

「あの」

　祐を遮って顔を上げたのは、無意識だった。彼が『あ？』というように首を傾げるのを見て、私はスマホを握る手にさらに力を込めた。

「名前で呼ぶの、やめてください」

「え？」

「私も、ちゃんと〝宝生先生〟って呼びますから」

「……はあ？」

　祐が訝いぶかしそうに眉を寄せた。どうやら、本気で私が言う意味がわからない様子だ。

「あの……医局で呼ばれたりしたら、困ります。誰かに聞かれたら、なんてごまかせば……」

　目線をパンプスの爪先に彷徨さまよわせながら言い淀むと、祐がふんと鼻を鳴らした。

「幼なじみで元婚約者って言えばいいだろ」

「それは、困ります」

　不ふ遜そんな物言いの祐を、私は即座に遮った。

　さっきまで完全に腰が引けていた私の反逆に、今度は祐の方がわずかに身を引く。

「……知られたら、いづらくなります」

　目を伏せてそれだけ言うと、私は再び唇を結んだ。

　そんな私に、祐が再び溜め息をついた。

「大事なのは自分の居場所か。それを守るために、俺との関係も、自分が一方的に婚約解消したことも、知られたくないってこと？」

「…………」

「……どこまで勝手なんだよ」

　そうなじられて、私はグッと言葉に詰まった。

　言われっ放しは悔しいし、私にも私なりの言い分はあるけれど、この件に関しては祐の言う通りだから、黙るしかない。

　祐は苛立ちを隠しもせずに、私の目の前でガシガシと頭をかいた。

「お前のせいで、あれから俺がどれだけ面倒な思いさせられたと思ってるんだ」

　チッと小さな舌打ちが聞こえて、私はおずおずと顔を上げた。

　祐は壁についた手をギュッと握りしめ、さらに私の方に身を屈めてくる。

　ネクタイを緩め、シャツの第一ボタンを開けた祐の鎖骨が目の前に迫る。そこから漂ってくる男っぽさに心臓が跳ね上がりそうになり、私は慌てて目を逸らした。

「『宝生総合病院の跡取り息子は、華族の血を引く名家のご令嬢から一方的に婚約を破棄された』なあんて、週刊誌にも書かれたんだぞ。破談の原因を探る記者にまで追い回されて。いったい俺が、どれほど屈辱的な目に遭ったと思ってるんだ」

　そう言って、祐は忌いま々いましげにギリッと奥歯を鳴らした。

　私は首も肩を縮めて、ただ黙って目を伏せる。

　祐の家は、宝生総合病院という、都内でも有名な大病院を経営している。

　ひとりっ子の祐は、生まれた時から将来院長の座に就くことが決まっていたから、机上の勉強はもちろんのこと、英会話に社交マナー、ピアノや日舞に至るまで、幼い頃からあらゆる英才教育を受けてきた。そうやって身につけたすべてのものが、もともと非凡な彼の天性の能力を磨き上げ、それは揺るぎない自信に繋がっていった。

　実際なにをやらせても苦もなくスマートにこなすし、順位をつけられるものはいつも一番、悪くてもトップスリーには名を連ねた。

　家柄も育ちもよく、その上恵まれたこのルックス……。小さい頃から人に囲まれることに慣れているから、明るく社交的。

　そんな彼が苛立ちを露わにするくらいだから、きっとよほどの屈辱だったんだろう。

　それは本当に申し訳ないことをした。そう思うけど……。

「……私を疎うとんじていたのは、あなたの方じゃないですか」

　私は、彼を視界の端で意識しながら、小さな声で呟いた。

　自分の耳にも不明瞭なその声は、祐には聞き取れなかったようだ。彼が訝しげに首を傾げて、「あ？」と聞き返してくる。

　私は黙って首を横に振った。

「なんでもありません。あの……そろそろどいてください」

「おい」

「それから、ご迷惑おかけしたことについては、今さらですが償います。だから、仕事以外でこうやって話しかけたりしないでください」

　私は祐から目線を外したまま、早口でまくし立てた。

　彼は喉仏を上下させて唾を飲む。

「ちょっと待て。話しかけるなって……なんでそこまで」

　戸惑いを隠せない様子の祐に、私は無言で小さく頭を下げた。彼の顔を見もせず、腕を払い退けて、横を擦り抜ける。

「っ、おい、雫！」

　足を踏み出した私の背に、彼の声が浴びせられる。それを聞いて、駆け出そうとしていた足を止める。わずかに躊ちゅう躇ちょしてから、思い切って肩越しに彼を振り返った。

「お願いですから、私の平穏の邪魔だけはしないでください」

　切実な思いでお願いして、今度こそ駆け出した。

「おいっ……雫！」

　私が祐を全然歓迎していないことは伝わったようで、彼は呼びかけてはくるけど追ってはこない。

「邪魔って、なんだよっ……！」

　憤りも露わな言葉を耳にしながら、私はお店に駆け込んだ。




　祐が席に戻ってくる前に、私は一次会を途中でお暇いとました。

　そのおかげで、家に戻ってきた時、時計の針はまだ九時半を指したところだった。

　玄関に入った私を、住み込み家政婦の澄すみ子こさんが出迎えてくれる。

「お帰りなさい、雫さん」

　靴を脱ぎながら、「ただいま」とひと言返した。

　食事はいらない、と連絡してある。澄子さんも、私が廊下に上がるのを見て、「先に休ませてもらいますね」と自室に引き返していった。

　その背に「お休みなさい」と挨拶をして、私は螺ら旋せん階段に向かう。ここを上がってすぐの二階に私の部屋がある。

　私の家、本郷家は、旧華族の家柄で、世間的には名門と言われる家系だ。家系図を遡さかのぼっていけば、戦国時代の名武将の名前が出てくる。

　けれど、今のご時世、そんなものになんの価値もない。今この家にあるのは、昔から受け継がれてきた家名と、都心の一等地にいくつかある土地だけ。それでも、変なしがらみだけはついてくる……。

「はあっ」と声に出して溜め息をつきながら、私は自室のドアを開けた。

　十畳ほどの広さがある部屋には、昔から使っている学習机と、セミダブルの大きなベッド、書棚にテレビと、ごく一般的な家具類が置かれている。

　私はバッグを床に置き、そのまま倒れ込むようにしてベッドにダイブした。顔を枕に埋めて、お腹の底から大きく息を吐いてから、ゴロンと寝返り、天井を見上げる。

　白い天井をぼんやりと眺めていると、昨夜まではまったく浮かぶこともなかった祐の顔が、脳裏を過った。つい先ほどまで目の前で見ていたせいか、ギュッと目を閉じても、なかなか消えてくれない。抗いようもなく、焼きついてしまった。それがとても鬱うつ陶とうしくて、私は目の上で両手の指を組み合わせた。

「最悪……」

　思わず、そんな声が漏れてしまう。

「もう二度と会うことはないって思ってたのに……」

　そう。祐が言った通り、私と彼は以前確かに婚約していた。

　でもそれは、暴君だった私の祖父が、以前から深い繋がりのある祐の家に勝手に頼み込んで決めたもの。そこに、お互いの意思はなかった。

　祖父が亡くなった後、私たちの婚約は無意味だったから、私の父が当主になるのを待ち、破談にすることに成功した。

　あれから二年。私たちは近所に住んでいるのに顔を合わせることもなく、祐の方も、婚約を解消してせいせいしているものだと思っていた。

　だって彼は、私のことなんかこれっぽっちも好きじゃなかったんだから。

　私と祐は幼稚舎から大学まで一貫教育の名門私立校に通っていたせいで、ほとんど一緒に育ってきたようなものだ。実際、医大に進んだ祐と大学で別々になるまでは、私の学生時代、右を見ても左を見ても彼がいたといっても過言ではない。

　たくさんの人に囲まれ人垣の向こうにいる祐には、なかなか近付くことができなかったけれど、彼がそこにいるだけで、私の世界までいつもキラキラしていた。

　あの輝きに、魅せられていた。絶対に私の手が届く人ではないとわかっていたのに、憧れて憧れて……。

　私の思い出の中にはいつも祐がいて、私にとっては彼が初恋の人だった。

　まだまだ未熟だったけれど、淡くて優しい初めての恋心。でもそれは、無残にも粉々になって砕け散った――。

「……っ」

　思い出したくない記憶が蘇よみがえりそうになり、私は勢いよく身体を起こした。その途端、床に放り出したバッグから、小さなアラーム音が聞こえてきた。

「ん？」

　一瞬、こんな時間になんのアラーム？と考えて、すぐにハッと思い出す。

　私は反射的にベッドから飛び降りた。バッグの中を漁り、音を奏でるスマホを取り出す。画面に表示された時刻は、午後九時五十分。

「よ、よかった、アラーム設定しておいて……！」

　これが鳴らなかったら、きっと忘れていた。

　床にペタンと正座して、すぐにアプリを起動させる。

　数年前から私がハマっている恋愛ゲームだ。今のアラームは、ゲーム内で不定期に行われる、フィーバータイムの開始時間を設定しておいたもの。

　フィーバータイムというのは、コインを大量ゲットできるイベントだ。このコインがないと、ストーリーを進めていく上で、必要なアイテムが購入できないので、プレイも滞ってしまう。攻略対象のヒーローとの早期恋愛成就のためには、絶対に逃してはいけないイベントなのだ。

　今日は歓迎会に行くことになってしまったから諦めていたけど、よかった、間に合って……！

　ログインすると、ゲームのトップ画面が展開される。スマホの画面に映し出されるのは、それぞれ違うタイプのきらびやかなイケメン五人。真ん中に立っている王子様風のイケメンが、今私が攻略しているメインヒーローの翔しょう君だ。

　彼は私に向かって『おいで』とでもいうように、手を差し伸べてくれている。

　まさに彼に導かれるがまま、私はマイページにアクセスした。

　今、彼との恋は中盤に差しかかっている。ここが踏ん張りどころ。今後のためにも、このフィーバータイムを無駄にするわけにはいかない！

「そうよ。祐のことなんかでくよくよしてる場合じゃなかった！」

　自分を鼓こ舞ぶして立ち上がると、スマホはベッドの上に置いて、私は急いで部屋着に着替えた。それから再びベッドに戻り、その上でペタンと横座りする。

　スマホの画面上では、早速翔君が私に甘いセリフを語りかけてくれている。

　セリフに合わせてコロコロ変わる表情を目で追っているだけでドキドキするし、時々出てくるカッコいいスチルイラストは、いつも私の胸のど真ん中を射貫いてくる。

「ああ……幸せ」

　ストーリーにのめり込み、私の顔は無意識のうちににやけてしまう。

　そして私は、キラキラの二次元恋愛の世界に、今夜もどっぷりと浸るのだった。










二次元恋愛事情




　祐への恋心を無残に砕き、私を二次元恋愛の世界に逃避させたきっかけとは。

　もう遠い昔、中学二年生の頃まで記憶を遡ることになる。

　ある春の日。放課後の教室。日直当番だった私は、最後の授業の後、先生に頼まれて、使った教材を片付けに行った。

　わりと時間がかかってしまい、教室に戻ってきたのは、掃除も終わり、クラスメイトの大半が帰宅した後。開けっ放しだった後方のドア口から見えた教室内に、クラスメイトの姿は疎らだった。

　私も早く日誌を書いて帰ろう。そう思いながら中に入ろうとすると、『はあ？　ふざけんな、バカ！』と、怒鳴る声が聞こえてきた。

　反射的にビクッと肩を竦ませ、私はドア口で立ち尽くす。

　廊下側一番後ろの席で、バスケ部の練習に行く準備をしていた祐が、友人に真っ赤な顔を向けているのが見えた。

　私はとっさに足を止めて、廊下の壁に張りつくようにして隠れた。

　いくら親しい部活仲間相手でも、祐が声を荒らげるなんて珍しい。だから、本気で怒ってるのがわかった。

　自分が怒鳴られたわけでもないのに、変な緊張感が湧いてきて、私はドキドキする胸を無意識に押さえていた。

『え～でもさあ。家族ぐるみで仲がいい幼なじみなんだろ？　普通、ちょっとは意識するもんじゃね？』

　その友人は祐の怒鳴り声に怯んだ様子もなく、冷やかすような口調で訊ねていた。

　壁に背を預けて聞いていた私は、はっきり名前を出されなくても、それが私のことだと勘づいてしまった。

　いったいなんの話をしてるんだろう？

　そんな好奇心が勝って、私はつい聞き耳を立ててしまった。

　だって、その頃、私はすでに祐を好きだと自覚していたから。

　小学生の頃までは、カッコよくてなんでもできる祐を、お兄さんみたいに慕っていた。祐は結構面倒見がよくて、面倒くさそうな顔をしながらも、邪険にするようなことはなかったから、私も無邪気にくっついて歩いていたものだ。

　だけど中学に進学してから、祐の方がどことなくよそよそしくなり、二年生に上がる頃には、わかりやすく避けられるようになった。

　嫌われるようなことをした覚えもなく、彼の態度はとても寂しかった。話がしたくて声をかけようと思っても、少し大人っぽくなった祐はカッコよすぎてドキドキしてしまう。彼を取り巻く女生徒たちも、学年内でも目立つ綺麗な子ばかりだった。

　そして私の外見といえば、彼に釣り合うわけがないほど、地味で平凡で……。

　小学生の頃はなんでもなかったのに、周りに友達がいる中では名前を呼ぶこともできなくて、ほんのちょっと目が合うだけでも、胸が跳び上がりそうになり、慌てて顔を背ける始末。

　そうなってしまったのは、私が祐に恋をしているから。彼の目に自分がどんな風に映るかを気にしすぎてしまうせいだと、もちろん気付いていた。

　祐は、友人に『しないよ』と素っ気なくひと言だけ返していた。それでも、友人は追及の手を緩めない。

『マジ？　だってさ、幼なじみって漫画とかでも絶対ネタになるじゃん。なあなあ……』

『だから、変な想像すんなよっ！』

　しつこく畳みかけられた祐が、声をあげて遮った。

『俺と雫なんて絶対にない。あんな地味でブスな女と、なんで俺が結婚だの恋愛だのしなきゃなんねーんだよっ』

　不愉快そうに吐き捨てる祐の声が、私の鼓膜をつんざく。

『ただの幼なじみってだけで、そういうの超迷惑なんだよ。勘弁しろよな。マジ虫むし酸ずが走るわ』

　続いた彼の言葉は、私の胸を真正面から深く抉えぐるように貫いた。小さくハッと息をのみ、そのまま呼吸をするのも忘れた。

『虫酸って。おいおい、そこまで言うか？　宝生』

　話を振った友人の方が、祐の辛しん辣らつな言い様に引き気味に笑った。

『でもまあ、確かにお前の相手として、本郷じゃ萌もえないな～』

　軽い笑い声の合間に、祐が『だろ？』と言うのが聞こえた。

　彼の友人はぶぶっと吹き出す。

『じゃあさ。お前モテるんだし、いっそ本気の彼女作っちゃえよ。なあ、どんな子がタイプなの？』

『え。……そうだなあ』

　祐が学年一かわいい子の名前を口にするのを聞いて、壁に寄りかかったまま、私は凍りついた。ズキッと激しく胸が痛み、かきむしるようにして胸元を握りしめた。

　それでも、ふたりがまだ話を続けながらドアに向かってくる気配を感じて、私は急いでその場から離れた。

　とにかく、この話を私が聞いていたことを知られたくなくて。

　傷ついて泣いている顔を、祐に見られたくなくて。




　あの後――。

　私は家に帰ってワンワン泣いた。

　声が嗄かれて、身体中の水分が枯こ渇かつするんじゃないかと思うくらい、涙を流した。

　泣きすぎてパンパンに腫れ上がった顔は、自分でも見たくないくらいブサイクで、鏡から目を背け続けた。

　そのうち、自分の顔を鏡に映すのも嫌になった。祐に『ブス』と言われた顔を人目に晒さらしたくなくて、学校では顔を俯けて、目を伏せてばかりいた。

　同じ学校で過ごした高校生までは、祐の視界に入らないように、コソコソと隠れる日々……。そのおかげで、幼なじみというだけで冷やかされることもなくなった。

　だけど私は、祐への初恋を無残に散らしただけでなく、人を好きになることにも臆病になってしまった。

　高校生、大学生になるにつれて、周りの友人にも彼ができて、恋愛にまつわるいろんなあれそれの話を耳にする機会が増えた。その頃には祐への失恋は吹っ切っていたし、私だって年相応に恋愛に憧れる気持ちはあった。みんなと同じように恋人が欲しいな、と思っていた時期もある。

　でも、どうしてもダメだった。男性に、素敵だなと心が動くことはあっても、その先、〝好き〟という気持ちには踏み出せない。

　私なんかが好きになっても、きっと迷惑に思われる。虫酸が走るほど不愉快な思いをさせるかもしれない。

　そんなことばかり考えて怯み、好きになる前に自分で線を引いてしまい、そこから先へ進むことに二の足を踏んでしまうのだ。

　そんな情けない自分に気付き、私は愕がく然ぜんとした。

　もうきっと、私はこの先一生恋なんかできないんだ――。

　こうして私は、十代にして恋愛を諦めた。漫画や小説、映画で、様々な恋愛模様を見るのは好きだったけど、〝自分〟が動いて恋をするのはどうしても怖かった。

　そんな私は、自分がヒロインになりきることができる恋愛ゲーム……二次元限定の恋に辿り着いた。

　作りもの、バーチャルでしかないとわかっていても、十分にドキドキできる。その上、お相手は誰も彼もが見目麗しいイケメン。時々意地悪されたりひどいことを言われたりしても、リアルの私が傷つくわけじゃない。もちろん、誰にも迷惑はかからない。

　それに、女性を楽しませるためのゲームだから、こっぴどく振られて終わりにはならない。私みたいな人間には、この絶対的な安心感が嬉しい。

　これこそ、私にできる最上級の恋愛の形。疑似体験でも、私はドキドキできればそれでいい！

　私が恋愛ゲームにどっぷりハマるのに、時間はかからなかった。きっとこれが私にとっての、運命的な出会いだとすら思っていた。

　ところが、ちょうどその頃、病に伏した祖父が、そんな私の行く末を憂い、悲壮ともいえる危機感を覚えていたようだ。私が、自分なりに幸せな大学生活を終えた途端、祖父は私と祐の婚約を強引に進めてしまったのだ。

　私の家と祐の家は、先祖代々から関係の深い名家同士だ。彼の実家が経営している宝生総合病院の土地は、何代か前の先祖が破格で譲ったものだというから、きっと私が思う以上に強く深い繋がりがあるんだろう。

　とはいえ、祐とはもうとっくに疎遠になっていたのに、まさに青天の霹へき靂れき。

　祖父の横暴さには慣れていたけど、よりにもよって、私がリアルから逃避するきっかけを作った張本人が相手だったのだから。

　もちろん私は、死に物狂いで抗議した。けれど、両親にも『おじいさんを安心させてあげて』とたしなめられ、その上、祐の方はすんなり受け入れたと聞いた。

『向こうは構わないと言ってくれてるのに、お前はなにが不満だ』

　ただただ、祐がなにを考えているのかわからず不可解だった。

　その時、私は大学を卒業していたけれど、医大生の祐はまだ五年生。彼の方からの申し出は、婚約は承諾するが、挙式と入籍は一人前のドクターになるまで待ってほしいということだけだったそうだ。

　ある意味、ただ約束をするだけ。実際に結婚に至るまでには、まだまだ猶ゆう予よがある。そう考えたら、私の抵抗の芽は削がれてしまった。

　祐が研修医課程を終える頃には、彼の気が変わって破談になっているかもしれない、と思ったのも、理由のひとつ。

　そして、私はほんのわずかに期待していた。

　中学生の時はあんなにひどいことを言った祐が、随分とあっさり、私を婚約者として受け入れた。私が恋愛に臆病になったのは祐のせいだけど、今までの人生で唯一好きになった人だ。

　お互い大人になったことだし、今なら違った気持ちで向き合えるかもしれない。諦め切っていたリアルな恋に踏み出す最後のチャンスなのかも。

　祐と婚約することで、人生の軌道修正ができるのなら――。

　私はそんな願いを胸に、祐との婚約に応じた。

　そして、結果……婚約を破棄して、今に至る。




　祐のプチ歓迎会から数日後。

　私が二十八歳の誕生日を迎えたその翌日、四月一日。新年度を迎え、祐が正式に心臓外科医局の助教に着任した。

　医局では臨時朝礼が行われ、園田教授から、全医局員に改めて祐が紹介された。

　仕立てのいいキリッとしたブラックスーツに、品のいいサックスブルーのネクタイ。ピンと背筋を伸ばした堂々たる立ち姿に、強気で爽やかな笑顔。

　悪く見れば生意気にも思われそうなものなのに、ドクターたちの目には頼もしいとでも映ったんだろう。先日のプチ歓迎会の時と同様、私の想像以上に簡単に、祐は医局員に馴染んでしまったようだ。

　教授から、〝宝生総合病院の跡取り〟という情報も伝えられ、若手の女性ドクターたちが祐に向ける視線には、あからさまな好奇心と好意が滲んでいた。

　小さな黄色い歓声があちこちで沸くのを聞いても、私は特段気にならないし、その方向に目を遣ろうとも思わない。だって私は、物心ついた頃から、祐がこうやって女性の心をくすぐる様を、日常的に見てきたから。

　といっても、大人になった今、職場でもこんな光景を見なきゃいけないのかと思うと、興味はなくても苦痛だった。

　祐の着任挨拶が終わって、みんなが温かい拍手をする。

　私の隣でも、美奈ちゃんが力いっぱい手を叩いていた。それにつられて、私も手を打ったけど、これじゃ祐を歓迎しているようだ、なんて卑屈なことを思ってしまった。

　祐が同じ医局の一員になるなんて、たまらなく嫌なのに……。

　新年度の初めから、私の気分はブルーを通り越して群青色。

　私は周りに気付かれないように、深く重い溜め息をついた。




　着任当日の午前中、祐は教授室で園田教授や木山先生からオリエンテーションを受けていた。時折、ドアの向こうから、明るく楽しそうな笑い声が聞こえてくる。

　重厚なドアの方につい目を遣りそうになりながら、私はひたすら平静を装い、いつも通り仕事に勤しんだ。

　お昼休憩は、美奈ちゃんと一緒に大学の学食に向かった。先に来ていた整形外科医局の医局秘書、早さ苗なえさんと合流して、三人でテーブルを囲む。

　早速美奈ちゃんが祐のことを話題に挙げると、早苗さんが羨ましそうに身を乗り出す。「超イケメンなんですよ～」とふたりが盛り上がるのを横目に、私は一心不乱に唐揚げ定食を食した。

　学食を出て医学部棟に戻ってくるまでの間も、美奈ちゃんと早苗さんは、祐をはじめ、新任ドクターたちの話に花を咲かせていた。

　校舎に入り、二階の階段を上り切ったところで、三階に向かう早苗さんと別れる。私はそのまま美奈ちゃんと並んで廊下を進み、心臓外科医局に戻った。

　普段、日中の医局は、みんな病院や大学の講義で出払っていて、美奈ちゃんと私のふたりしかいないことも多い。けれど、お昼のこの時間は、医局に戻ってくるドクターもいて、一日の中で一番医局が賑やかになる。

　医局の奥にある簡易休憩スペースで、祐が他のドクターたちとコンビニのおにぎりを食べているのが見えた。彼を囲むのは男女数人、みんな若手のドクターたちだ。

　話題はそれぞれの専門研究のようで、かなり白熱している様子。

「わ～。さすが宝生先生。もうみんなと仲良くなってる。すごい楽しそうですね～」

　美奈ちゃんは素直に感嘆していたけど、私には嫌になるほど見慣れた光景だ。

　祐はいつも、ああして男女関係なくたくさんの人の中心にいる。人を惹きつける天性のなにかを身につけているからだ。

　美奈ちゃんが自分のデスクに戻り、ドクターたちも時計を見ながら立ち上がった。午後の業務に就くために、ぞろぞろと医局から出ていく。

　ソファには、今日一日医局詰めの祐だけが残った。彼の病院勤務は、明日の午後からスケジューリングしてある。

　祐が両腕を天井に突き上げ、伸びをしながら立ち上がった。スーツの上から白衣を羽織るのを見て、私の胸は意味不明にドキッと跳ねた。

　自分の反応に戸惑い、慌てて顔を背けて、祐を視界から追いやる。

　美奈ちゃんに言わせると、ドクターの白衣姿は魅力二倍増しだとか。今まで他の先生を見てもそれほど意識しなかったけど、白衣マジックって確かにあるかもしれない。

　私はドクターの顔をする祐を知らない。もちろん、こうして白衣を羽織っている姿を見るのは初めてだ。祐の実家は病院経営をしているし、まだ彼に恋をしていた頃、想像くらいしたことはあるけど、実物の破壊力は半端ではない。

　一瞬不覚にも見惚れてしまい、私はハッと我に返った。

　いくら初めて見たからって。カッコいいと思ったからって、なにをしてるの、私は。

　今後は日常的に、祐の白衣姿を見ることになるのだ。祐の白衣に萌えてしまうくらいなら、ドクターキャラが出てくる恋愛ゲームでも始めて、耐たい性せいをつけておくべきかもしれない。家に帰ったら、早速アプリを検索してみよう……。

　私は心に固く誓って、業務を再開させるために、パソコンのロックを解除した。

　その時。

「本郷さん」

　背後から、トーンの低い声で名を呼ばれた。ただ声をかけられただけなのに、私は全身に警戒心を漲みなぎらせ、ピタリと手を止めてしまう。

「悪い。ちょっと頼みたいことがあるんだけど」

　呼びかけは背中からだったのに、次の声はすぐ近くから聞こえてくる。

「え？」

　焦って聞き返しながら顔を上げると、デスクの横に祐が立っていた。私は反射的に足で床を蹴り、彼から椅子ごと逃げてしまった。

　それを見て、祐がムッと顔をしかめる。

「……なに逃げてるんだよ」

　私の席は、美奈ちゃんとはちょっと離れている。彼女に背を向けて立つ祐は、あからさまに表情を歪め、不機嫌に声を潜めた。

　私は無駄に跳ね上がってしまった鼓動を抑えようとして、胸に片手を当てて彼から目を逸らした。

「逃げてるわけでは。いきなり近付いてこられて驚いたもので……」

　取り繕って言い訳をしながら、椅子のキャスターを転がして、逃げた分の半分くらい戻る。

「そばに寄るにも断りが必要なのかよ。旧華族家の〝お姫ひい様〟には」

　ふん、と鼻を鳴らして皮肉を言う祐に、私は肩を強張らせた。胸の前で腕組みをして仁王立ちする祐に怯みながらも、気を取り直して、こほんと咳払いをする。

「なにか、ご用でしょうか」

「キャンパス内、案内してほしい」

「っ、え？」

　さらりと告げられたその頼みに、私はギョッとして目を剥く。その反応が不愉快だったのか、祐が眉間の皺を深めた。

「言われた通り、ちゃんと名字で呼んだし、仕事を頼んでる。……だろ？」

「えっ、あ……！」

　祐は素っ気なく呟き、私の腕を乱暴に掴んだ。私はそのまま、引っ張り上げられてしまう。

「ちょっ、いきなりなにを……」

　美奈ちゃんに助けを求めようとして、祐の背中の向こうに目を遣った。けれど、彼の身体に阻まれて、美奈ちゃんの姿は私の視界に入らない。

　祐も私の目の向きに気付き、後方にいる美奈ちゃんを肩越しに見遣った。

「大人しく『はい』って言えば、離してやるよ」

　わずかに身を屈めて声を潜める祐から、私は顔を背けて逃げる。

「……私ではなく、美奈ちゃんに頼んでもらえませんか？」

　小声でボソッと返事をすると、祐の手にギリッと力がこもった。掴まれた腕が痛くて、私は片目を閉じて唇を噛む。

「なんでお前じゃいけないんだよ」

「案内なら、美奈ちゃんの方がキャンパス内に詳しいし、その方が……」

　私は祐の手を振りほどき、美奈ちゃんにお願いするために、彼の横を通り過ぎようとした。

　その途端。

　祐が後ろから羽交い締めにするように、私の口を大きな手で塞いだ。背中に祐の体温を感じて、ギョッとして大きく息をのむ。

「んっ、むむむっ……！」

　胸がドクッと、大きく跳び上がった音を立てる。

　彼の手を口から引き剥がそうとして、私は慌てて両手をかけた。それと同時に、祐が私の耳元にふっと唇を寄せる。

「俺はお前に頼んでるんだよ。断る気なら、バラすぞ」

　囁くように脅迫されて、私の身体はピキッと硬直した。

　肩越しに覗き込んでくる祐に目線を合わせ、何度もコクコクと頷いてみせる。

「じゃ、早く来い」

　祐は満足げにほくそ笑み、私から手を離してくれた。腰が抜けて椅子にドスンと座り込む私に踵きびすを返して、医局を横切り、ドアに向かっていく。途中、デスクで仕事をしていた美奈ちゃんに「森居さん」と声をかけた。

「ちょっと本郷さん借りる。二時間くらいで戻るから」

　白衣の裾を翻ひるがえす祐に、精悍な笑みを向けられた美奈ちゃんは、「は～い、どうぞごゆっくり～」と、明るく弾んだ声で返事をした。

　お願いだから、そんなに快く送り出さないで……。

　重い腰を嫌々上げながら、私は美奈ちゃんを恨みがましく見遣った。

　美奈ちゃん……見惚れたりしないって言ってたのに、ポッと頬赤くしてるし……。

　彼女を振り返って、祐の後を追う歩が鈍る。遅れをとる私を、祐がじろりと睨んだ。

「なにやってんだよ。ほら、急げ」

「……はい」

　頭の中には、さっきの『バラすぞ』が、グルグルととぐろを巻いて回っている。

　仕方ない、これは仕事。一応秘書としてのお仕事。

　とにかくそこに徹しなければ。

　そうはいっても、嫌なものは嫌で、祐への返事も深く沈んでいた。それでも廊下に踏み出した後は、私も腹をくくるしかなかった。




　国立の総合大学である東都大学のキャンパスは、都内でも随一の広さを誇る。

　その広大な敷地に、七つの学部の校舎が点在している。全部回っていたら丸一日はかかる。そもそも医学部助教の祐に、文学部や社会学部は無意味だ。

　必要なところだけ……と吟ぎん味みしても、結構な時間がかかってしまう。祐が美奈ちゃんに言い残したように、キャンパス内を二時間も一緒に歩きたくないけれど、実際本当にそのくらいの時間が必要だ。効率よく回るために、まず祐の希望を聞いた方がいい。

「あの……特に希望はありますか？　全部を案内すると大変ですので……」

　医学部棟から出た私は開口一番にそう訊ねた。

　外に出た途端、ほとんど真上から強い陽射しが降り注いでくる。

　思わず額の上に腕をかざす私の隣で、祐は空に向かって両手を突き上げ、気持ちよさそうに伸びをして「う～ん」と唸うなった。

「とりあえず、附属病院？」

　返ってきたのは、まあそうだろうと予想していた答え。だから私は一度頷いて、祐の前に立って歩き出そうとした。

　ところが、祐は迷う様子もなく病院まで続くレンガ畳の道に歩を進める。

「あ、あの？」

　あれ？と思ったけれど、通りに並ぶ木々の向こうに、附属病院の建物の高層階部分が覗いて見える。あれが病院だとわかっているからだと思えば、そんなに不思議に思うことでもない。

　そう考えて、私も祐の後に続いた。隣に並ぶのは躊躇して、彼の斜め後ろからついて歩く。

　そんな私を、祐がチラリと肩越しに振り返った。そして、肩を揺らしてくっと笑う。

「隣、来いよ。雫」

　白衣に突っ込んでいた手を出し、私の腕をぐいと引っ張る。

　予想もしていなかった彼の行動に虚きょを衝つかれ、私は一瞬足をもつれさせてしまった。

「きゃっ……」

　わずかに身体のバランスを崩し、祐の白衣の肩口に、トンと額をぶつけてしまう。祐は「おっと」と言いながら、もう片方の手を私の肩に回した。

　多分、とっさに抱き止めようとしてくれたのだろう。そうわかっていても、私の胸は大きな音を立てて跳ね上がり、そのまま強く拍動し始める。

「っ……!!」

　かあっと頬に血が上るのを感じて、私は慌てて祐の胸に両手を突っ張り、身体を離した。

「す、すみません」

　それには祐が小さな息を漏らして笑う。

「この陽気で、のぼせてんの？」

「え？　べ、別にそういうんじゃ」

　祐が強引に引っ張るから、よろけただけだ。そう言おうとする私を、彼が意地悪に遮る。

「それとも、俺相手に緊張してる？」

　からかうように訊ねてくる祐の手を、私は腕を振って払った。今度こそ祐の一歩前に出て、「してません」と素っ気なく答える。

　真っ赤になった顔を見られると、さらにからかわれそうな気がして、限界まで首を捻ってそっぽを向いた。

　そのまま、ひとり無言で、ドスドスとレンガ畳の道を先に進む。

「あ～、こら、待てって。もっとゆっくり歩こうぜ」

　ほんの数歩、弾むように駆けてきた祐が、私の肩をぐいと掴んだ。私は振り返りもせず、その手をパシッと払い退ける。

「悪い悪い。別にからかったわけじゃない」

　笑いを噛み殺しながら言われても、私は反応を返すこともできない。ただ黙々と歩を進めていると、半歩後ろで小さな溜め息が聞こえてきた。

「俺と雫、婚約してたのにな」

「だ、だからっ……！」

　シレッと名前を呼ぶのが耳に留まり、私は足を止めて祐を振り仰いだ。

　頬を染め、目に力を込めて睨みつける私に、祐は唇を引き結んで眉を寄せる。

「他に誰もいないよ。別にいいだろ、ふたりきりの時には名前で呼んでも」

「よくないです。どこに誰がいるか、わからないのに」

　飄ひょう々ひょうと呟く祐から目を逸らし、私はそっと辺りを窺った。

　まだ大学の新学期は始まっていない。附属病院に向かうこの通りに人ひと気けがないのを確認して、私はようやくホッと息をついた。

　それを見て、祐はひょいと肩を竦める。

「そんなに嫌か？　俺と婚約してたこと、医局員に知られるのは」

　繰り返し問われて、私は溜め息で答えてみせた。そして、口を噤んだまま、再び前に歩き出す。

「……まあ、結婚の約束してたってだけで、実態はなにもなかったもんな」

　私の後ろで立ち尽くしたまま、祐が独り言のように言うのが聞こえた。

　一瞬胸がきゅんと疼うずいた。その反応に戸惑い、胸元をギュッと握りしめる。

　そのまま、振り返ることなく、附属病院に急いだ。




　附属病院の職員通用口で、セキュリティの通過方法を教えてから、私はズンズンと廊下を突き進んだ。ここに来るまでの道では、特に知った顔を見かけなかったけれど、さすがに病院内ともなると、人目が気になる。

「ここが病院図書館です。蔵書という意味では大学図書館の方が揃ってますが、院内学会の議事録とかはここにあります。中は……入らなくてもいいですよね？」

　最初から素通りするつもりだとバレバレの態度で、ドアの前を通り過ぎる。背後で祐が無言で溜め息をつくのを聞きながら、病棟に上がるエレベーターに乗り込んだ。

　祐が続くのを待って、ドアを操作して四階のボタンを押す。

「二階には職員食堂があります。それで、ここが四階。循環器病棟です」

　ドアが両側に開くのを待ち、ボタンを押して、先に祐を送り出す。

　彼が私の横をスッと通るのを横目に、私も後から病棟のフロアに足を踏み出した。

　先に降りた祐が、軽く辺りを見回す仕草を見せる。

　さすがに、祐の職場になるこの病棟を、端折って説明するわけにはいかない。

「東都大学の附属病院は、フロアを東西ふたつに分けて、Ａ、Ｂ病棟と呼んでいます。四階の西側に当たる４Ｂ病棟が、循環器急性期病棟……宝生先生は、こちらに顔を出す機会が多くなるんじゃないかと……」

　一応もっともらしく説明をしながら、私はそっと辺りに視線を走らせる。

　この病棟は心臓外科医局のドクターたちにとって、ホームグラウンドのようなもの。視界の端を掠める白衣姿は、誰も彼もがうちの医局員だ。

　みんな、受け持ちの患者さんの病室を訪れるために、せかせかと足早に歩いていく。

　私の説明に黙って耳を傾けていた祐も、私と同じようにドクターたちの白衣の背を目で追っている。それを見て、私は左手首の腕時計に視線を落とした。

「この時間、病棟のナースさんたちはカンファレンスを行ってます。ドクターも、ご自分の担当患者さんのケースカンファの場合、時間の都合がつく限り参加しています。ご挨拶されていきますか？」

　明日の午後からの病院勤務の前に、挨拶回りの時間はゆっくり取ってスケジューリングしてある。だけど、せっかく来たことだし、今顔を出しておいても、失礼にはならない。

　そう思って、気を利かせて提案したつもりだった。

　なのに、祐は「いや」と首を横に振る。

「今日は病棟見学だけでいい」

「え？　でも」

　祐の社交性の高さは、私が知る人の中ではダントツだ。むしろ、私が言わなくても挨拶に行こうとすると思っていたのに。

　予想と違って戸惑う私の耳に、「あら？」と女の人の声が聞こえてきた。

「宝生君！　宝生先生じゃない？」

　声を弾ませ、ナースシューズをパタパタと鳴らして走ってくるのは、この病棟の看護係長さんだ。私はきょとんとしながら彼女に向き合い、会釈して挨拶をする。

　呼ばれた当人は口元を大きな手で覆い隠し、そっと私から目を逸らした。そして、声をかけてきた看護係長さんには、「お久しぶりです」とボソッとした声で返事をする。

「……え？」

　知り合い？と怪け訝げんな気分で、私は無意識に眉間に皺を寄せた。

　祐の横顔を食い入るようにジッと見つめる。

　私と祐の様子は気にせず、看護係長さんは楽しそうに彼に話しかけていた。

「研修医として心臓外科医局に来た時以来だから、どれくらいぶりかしら？　二年……三年くらい？」

　それを聞いて、私は大きく目を見開いた。

　研修医として来たってことは、私なんかよりずっと前に働いていたということだ。だったら、大学も病院も……私が案内しようとしている場所は、すべて知り尽くしているはず。

　訝しさが増し、祐を見つめる目に力を込める。

　顔を背けているくせに、私がどんな反応をしているかわかっているようで、祐はほんのわずかに沈黙した後、溜め息をついた。

「初期研修医の時だから、三年ですね。その節はお世話になりました」

　どうやら、ごまかすのは諦めたようだ。私からはそっぽを向いたまま、看護係長さんには丁寧な返事をする。

「そうそう。まだ専門悩んでた頃だったわよね～。でも、心臓外科に来てくれて嬉しいわ。園田教授も、喜んでるでしょ」

　祐と会話するのが嬉しいのか、看護係長さんはますます朗らかな声をあげた。

　祐は開き直った様子で、苦笑しながら「ありがたいことに」と答える。

　三年前に医局にいた……ってことは、若い助教や講師の先生だと入れ違いの人も多いけれど、少なくとも園田教授や木山先生、それに美奈ちゃんも祐を知ってたということ。

　なんでそういう空気に気付かなかったの、私……！

　いや、それより、こうしてキャンパスを案内する意味はまったくないと確信できた。

　どうしてこんな無意味なことを、と疑問が浮かんだ途端、ハッと思いつく。

　もしかして、この間私が『邪魔しないで』なんて言ったから、その腹いせとか……？

　自問自答した私は、ふたりに軽く黙礼してスッと足を引いた。無言のまま祐に踵を返し、エレベーターのボタンを押す。

　祐がそれに気付いて、私を振り返った。

「あ、おい……」

「先に医局に戻らせていただきます」

　呼びかけてくる祐をビシッと遮り、私はペコッと頭を下げた。ちょうど到着したエレベーターに向かって、大きく一歩踏み出す。

「本郷さ……」

「宝生先生、みんなナースステーションにいるから、顔出していってくださいな。先生に会えるの楽しみにしてたから、みんな喜ぶわよ～」

　看護係長さんに腕を引かれて、祐が一瞬気を取られた隙に、私はエレベーターに駆け込んだ。




　医学部棟に戻るために、レンガ畳の道を急ぎ足で歩く。

　さっき来た時と同じように、辺りに人気はなく静かだ。私の心を表しているかのような、刺々しい靴音が響くだけ。

　私は無駄に胸を張って、一心不乱に前に進んだ。お腹の底からせり上がってくる苛立ちを必死に抑えようとしたけれど、やっぱり顔がピクピクと引きつってしまう。

　なによ、なによ、なんなのよ。祐はなにを考えてるの。私の邪魔をしたいからって、仕事を口実に強引に連れ出すなんて、信じられない。

　頭の中では、祐への不信感が募る一方。嫌でも頬が膨らんでしまうのを自覚した時。

「おい、雫！」

　背後から、名前を呼ばれた。同時に、大きな足音がレンガ畳の道に響くのが聞こえる。わざわざ振り返って確認しなくても、誰かはわかる。

「雫、待てって！　雫！」

　無視してさっさと先に進みたいけれど、これだけ名前を連呼されるのを放ってはおけない。

「だから、名前で呼ばないでくださいと、何度……」

　足を止めて振り返りながら声をあげると、附属病院の方から、祐が白衣の裾をはためかせて、弾むように駆けてきた。

「誰もいないって言ってるだろ」

　ここまで走ってきたわりに、特に息を乱した様子もない。

　祐は私の前まで来て足を止めると、ふうっと息をついた。

「あのな。心臓外科の研修でここに来たこと、別に俺、隠してたわけじゃないぞ」

　私が突然キャンパス案内を放棄した理由ぐらい、祐はお見通しだ。

　サラサラの前髪を軽くかき上げ、きゅっと口を噤む。

「お前が覚えてないだけで、俺はちゃんと……」

「でも、私が気付いてないことを利用して、キャンパスを案内しろなんて言ってきたんでしょう？　仕事のふりして、卑怯です」

　私は祐が説明しようとするのを、ピシッと遮った。口ごもる祐にクルッと背を向け、再び歩き出そうとした私を、

「だから、待てって」

　彼が肘を引いて止める。

　振り払おうと腕を上げる私に、祐がわずかに声を荒らげた。

「悪かった。でも、話したいんだよ」

　肘を掴まれたまま振り仰ぐと、祐はムッとした表情で私を見下ろしていた。

「話し相手が欲しいのなら、やっぱり美奈ちゃんの方が適任でした」

　私は大きく腕を振って彼の手をほどきながら、素っ気なくそう言った。

　祐の切れ長の目が苦手だ。この目に見つめられると、心の奥底まで見透かされるような気がして、居心地が悪い。

　今も私は無意識に肩を縮めて、両肘を抱え込んでいた。

「森居さんと世間話がしたいんじゃねえ。……お前とじゃなきゃできない話に決まってるだろ」

　返された言葉に、私はふっと眉を寄せた。彼がなにを話したいのか、いち早く危機を察知して、心の古傷が疼く。

「……失礼します」

　目を逸らし、逃げ出そうとして一歩踏み出す。

「だから待てって言ってるだろ。いいから、こっち向け！」

　祐は苛立ちを隠すことなく声を張って、今度は私の肩をギュッと掴んだ。

　強引に歩を止められても、私は振り向けずに俯く。

「……雫」

　一度自分を落ち着かせるように溜め息をついてから、祐はちょっと低いトーンの声で私の名を呼んだ。私が立ち止まっているせいか、彼も肩から手を離してくれる。

「だから、名前……」

「〝本郷〟さん。俺、お前に逃げられるようなこと、なにかしたか？」

　強引な祐に反抗したくて、しつこく繰り返すと、彼はあっさりと遮り、どこか忌々しげに呟いた。

　私は口を噤んで肩越しに祐を見遣る。

「婚約解消されるようなことはおろか、嫌がることだってしなかったはずだ。それどころか、むちゃくちゃ待ってやった。……違うか？」

　腕組みをした祐が、探るように問いかけてくる。

　苦手な祐の瞳に晒され、まるで心を裸にされるみたいな覚束ない気分に駆られる。

　結局、祐の視線から逃げるように顔を背けた。

　そんな私に、彼は太く深い息を吐く。

「婚約したってのに、四年もの間、プラトニックを貫いてキスもセックスも……」

「そ、そういうことを、恥ずかしげもなくキャンパスで口にしないでください！」

　平然とデリカシーのない言葉を口にする祐を、今度は私が慌てて止めた。

　一度大きく息を吸ってから、思い切って回れ右をして、祐と正面から対峙する。

　顔を真っ赤にして睨みつけると、彼はピクリと眉尻を上げ、呆れたような溜め息をついた。

「じゃあ、プライベートで時間割けよ」

「今さら、私となにを話すことがあるんですか」

「お前……それ、本気で言ってんのか？」

　祐の声に険しさが増したのを感じて、私は目を伏せて俯いた。

　祐は私を見下ろしたまま、ガシガシと頭をかく。

「なあ。教えてくれよ。婚約したのに、なんで俺は、端から全部拒まれなきゃなんなかったんだ？」

　誰もいない、と言ってあんな言葉を口走っておきながら、祐はどこか辺りを憚はばかるように声を低めた。

　落ち着きを取り戻した静かな問いかけに、私はビクッと身体を強張らせる。

「お前がその気になるの待ってる間に、婚約解消されて逃げられるとか……わからねえんだよ……」

　祐は目を伏せると最後にチッと舌打ちをして、白衣のポケットに両手を突っ込んだ。

　彼が私をなじるのを聞きながら、きゅっと唇を噛んだ。

　私がなにか言うのを、祐が待っているのはわかる。

「……祐だって」

　とにかく早く医局に戻りたくて、なにを言っていいのか判断がつかないまま、私はそう呟いていた。

　自分にもくぐもって聞こえたから、もちろん祐の耳に届いたはずがない。

「え？」と聞き返してくる彼に、私は勢いよく頭を下げた。

「仕事、溜まっているので、先に戻ります」

　それだけ早口で言って、顔も見ずに駆け出す。

「あ、おいっ……！」

　すぐに祐の声が私を追ってくるけれど、足を止めることはできなかった。

　一度も振り返らない私を、祐もそれ以上追いかけてはこなかった。




　祐があの頃の私をなじるのは、半分くらいは仕方がないと思っている。

　今まで二次元でゲームのヒーローたちが私にくれた恋のときめきを、現実の世界で祐がくれる日が来るかもしれない――。

　想像力と妄想癖だけは誰にも負けないほど成長した私は、抵抗し切れない事情もあったものの、そうやってリアルなラブストーリーを期待して、祐との婚約を承諾した。

　久しぶりに会ったのは、両家揃っての顔合わせ。顔合わせといっても、昔から家族ぐるみの付き合いだった。一応セオリー通りに執り行ったものの、かなり〝今さら感〟が強く、お互いの両親との会話は至極和やかで順調だった。

　けれど、肝心の当人同士といったら……。

　疎遠になったまま、ほとんど自然消滅的に、十年近く離れていたのだ。婚約者としての再会は気まずいばかりで、会話はまったく弾まない。

　正式な婚約を交わした後も、医学部五年生の祐は病院実習に追われて忙しく、ふたりで会う機会はほとんどないまま。いつ会っても〝久しぶり〟と挨拶を交わし、空気は常にぎこちない。私は祐と目が合うのを避けて、いつも伏し目がちにしていた。

　それは、祐がずっと無口だったせいもある。そんな彼が、不思議でならなかった。

　私が知っている祐は明るく社交的で、いつも人の輪の中心にいた。当然ながら話し上手で聞き上手。話術に長たけた人だというのに、どうして私の前では黙ってばかりで、話題を振ろうとしないんだろう……？

　その答えは、高校時代の同窓会に出席した時、知ることができた。




　婚約して二カ月経った頃、都内のホテルの宴会場で行われた同窓会。祐は病院実習のために欠席で、私はちょっと遅れて出席した。

　着いてすぐにドリンクのグラスを受け取り、友人の姿を探していた私は、例の祐と同じバスケ部の同級生に、声をかけられてしまった。

　同じクラスだったことはあっても、親しく会話を交わしたことはなかった。呼び止められて、私は逃げ腰で挨拶だけ返した。

　彼の方は、大学を卒業して社会人になっても、祐と付き合いが続いているらしかった。祐が私と婚約したことを知っていて、早くもほろ酔いの状態で、『このたびは、おめでとう』と言ってくれた。

　ぎこちなくお礼を言ったものの、この人を見ると嫌な記憶がじわじわと滲み出てくる。私は軽く黙礼して会場の奥に進もうとした。

　なのに彼は、『いやあ～、驚いたよ』と、さらに話を続けてきた。

『本当に本郷と宝生が結婚とはなあ。宝生のヤツ、お前とは絶対ないって言ってたくせにさあ』

　きっと彼に悪気はなく、中学時代を懐かしんだだけだろう。でも私の脳裏には、あの日廊下で立ち聞きしてしまったふたりの会話が、リアルに蘇ってきた。

　浮かべた笑みが顔に張りつき、ピリピリと強張る。

　お酒が回って気が大きくなっていたんだと思う。彼は、『本郷、宝生と幼なじみでラッキーだったよな』とか、『大学卒業後、就職してないって聞いたけど、それも宝生と結婚するからだろ？　いいよなあ、働かずに済んで』など、結構グサッとくることを連発してくれたけれど、私の胸に突き刺さったのはそんな言葉ではない。

『やっぱり、昔から家同士が仲いいと、こういう話になるんだなあって思った。アイツ、本郷はこの歳になっても色気がなくて、女として見れない、ってボヤいてたけど。宝生が断れなかったのは、家の関係のせいなんだろ？』

　それを聞いた瞬間、目の前が真っ暗になり、私は笑みを凍りつかせた。

『いつまで経っても嫁のもらい手がなさそうな幼なじみを、ボランティアで引き受けてやったとでも思えば？って言ったら、そうするってさ。なんだかんだで、面倒見いいよな、宝生って』

　でもまあ、めでたいめでたい、と頷く彼から、なんと言って逃げ出したか覚えていないけれど、私は同窓会の途中で会場を後にした。

　言われたことを頭の中にぐるぐると巡らせて、帰路をぼんやり歩いていた時、祐からメッセージが着信した。

【実習終わった。同窓会、まだやってるようなら合流しようと思うんだけど。どんな感じ？】

　会っている時、会話はいつも途切れ途切れになるのに、ＳＮＳのやり取りで、字面だけならごく普通だ。

　私はそれに【まだやってます。私は途中でお暇しました】と返した。

　送信してほんのちょっとの間の後、祐が送ってきた返事は、【だったら、ふたりで食事行かないか？】だった。

　スマホを手に持ったままだったから、すぐに既読になってしまって、断る言い訳を考える間もなかった。

　婚約者からの誘いだ。あの時は義務としか考えられず、私は祐と合流した。

　だけどその時、どんなことを話したか、なにを食べたか、祐がどんな服装をしていたかも全然覚えていない。

　お酒を飲みながらの食事で、祐もいつもより会話を振ってくれたのかもしれない。だけど私は、上の空で相あい槌づちを打っていただけ。思考回路は同窓会会場を出てきた時からずっと寸断されていて、ひたすらお酒のグラスを傾け続けていた、そんな気がする。

　ズキズキと痛む胸と、ふわふわと感覚のない身体。そして、ずっと靄もやがかかったままの頭の中。そんな状態だったから、どうして祐とあんなところに行くことになったのか、今思い返してもまったくわからない。

　ハッと我に返った時、私は見慣れない部屋にいた。照明は点いているのに室内はどこか薄暗く、妙にムーディーな雰囲気。それほど広くない部屋にあるのは、私が横になっている大きなダブルベッドと簡易的なドレッサー、そして二脚のチェアとテーブルだけ。

　どこかホテルの一室……と察した。わけがわからず身体を起こし、バスローブ姿の自分に気付いた時、私はパニックに陥った。

　もちろん、来たことも部屋に入ったこともない。でもここって……もしかしなくてもラブホテルというものでは!?……と勘が働いたのは、恋愛ゲームのシチュエーションで、たまに室内の描写が出てくるおかげだ。

　どうして私がこんなところに!?と頭の中が真っ白になった時、どこかでドアが開く音がした。反射的に目を向けると、私と同じバスローブを身につけた祐が出てきた。

　ふうっと口をすぼめて息を吐き、濡れ髪をタオルでドライしながら、祐はゆっくり私の方に歩いてくる。

　お風呂上がりなのは、見ればわかる。そのせいか、わずかに頬が上気していて、やけに妖艶で色っぽくて……。

　信じられないくらい心臓が跳ね上がったかと思うと、それは激しい動揺に変化していった。

　私は無意識にバスローブの袷あわせをかき集め、ベッドサイドに立った祐の前で身を縮めて竦み上がった。頭の中には、『どうして』『どうしよう』『逃げなきゃ』って、そんな言葉がぐるぐる回るだけだった。

　けれど、祐は私の瞳に滲む怯えには気付かず、髪を拭っていたタオルで口を隠し、ふっと目元を和らげた。

『お前とこういうところに来るなんて、今まで想像もしたことなかったんだけどな』

　それを聞いた瞬間、祐のバスケ部の仲間が言った〝ボランティア〟という言葉が瞬時に蘇った。それに祐が『そうする』と同意したと聞いたことも。

　カラカラに渇いた喉に声が張りつき、私は祐になにも返事はできなかった。

　その後、祐がなにを言ったか、私がどう返事をしたか、まったく記憶にない。だけど私はそのまま、彼にベッドに組み敷かれた。

　祐がなにをしようとしているかは、瞬時に察した。私は引きつったように息をのむだけで、『あ！』のひと言も言えなかった。

　視界の大部分を祐の姿で埋め尽くされ、頭の中では激しい警けい鐘しょうが打ち鳴っていた。身体中、至るところで血管が脈動する音が、まるでマグマが沸き立つように聞こえて、ただただ恐怖ばかりが胸に広がっていった。

　私を好きでもないのに、〝ボランティア〟で触れようとする祐に、嫌悪感しか湧かなかった。

　私は、顔を近付けてくる祐を、震える声で拒んだ。

『嫌です。さ、触らないで』

　聞き取りにくかったのか、祐が『え？』と怪訝そうに聞き返してきた。

　はっきりと声に出して拒否を示した瞬間、私の胸には暗く重い失望が広がった。

　女として見られないとまで言ったくせに。私と婚約したのも、〝幼なじみとしての義務〟としか思ってないくせに。

　祐は私を好きではないし、私ももう彼にリアルな恋を願わない。

『私は絶対に、あなたのものにはなりません。身も、心も……!!』

　心の奥底で固めた決意を、感情のままに迸らせた時、私は少なからず晴れやかな気分だった。

　一度諦めたのだから、二度目を期待なんかしなきゃよかった。未練がましく縋すがったのが間違いだった。

　今度こそ、もう二度と恋を夢見たりしないと、心に誓うことができた。

　だけど……あの時、困惑したような表情で絶句した祐の姿は、今でも私の胸に焼きついていて、消えない。

　――消えない。










意地悪なファーストキス




　着任して一週間後には、祐は附属病院の循環器外来の診療に出るようになった。

　一週間に一度、午後の一枠。それ以外の時間も、病棟で回診したり、他のドクターが執刀するオペの第一助手に入ったりで、ほぼ一日中病院で過ごしている。

　大学の新学期も始まった。祐は、木山先生の講義をひとコマ引き継ぐことになっていて、オリエンテーションと履修登録が終わる四月末には、講義日程もスケジュールに入ってくる。そうなれば祐が医局で過ごす時間は、格段に減るはず。ほとんど顔を合わせずに済むだろう。

　とはいえ……。

　私はパソコンモニターに美奈ちゃんからのメールを開き、それはそれは深い溜め息をついた。

【心臓外科医局春の大歓迎会のお知らせ】

　この四月に医局員になったドクターや研修医は祐の他にも数人いて、その歓迎会を二週間後に開催すると書かれている。

　出たくないなあと思っても、私も医局の一員。そんな気分で欠席するのは、どう考えても失礼に当たる。

　私はマウスを動かし、【出席】の返信ボタンを押そうとして、一度ぼんやりとメールを眺めた。

　祐は、いつまで東都大学にいるんだろう――。

　いずれは宝生総合病院の院長になるんだから、教授の座を狙ってるわけではないだろうけど、一年、二年という短い期間じゃないのは確か。

　とすると、私がここで秘書を続ける限り、祐との接点はなくならないってことだ。

　医局秘書の私は、ドクターたちのスケジュール管理、論文や講義資料の作成補佐などが仕事。学会に出席する教授やドクターに同行して出張することもある。地方出張もあるのに、祐に同行しなきゃいけなくなったら――。

「それは……嫌だな」

　思わず本音がポロッと漏れて、私は慌てて大きく首を横に振った。

　仕事を嫌がっちゃいけない。いけないから……これは、私の方が医局を去ることを考えるべきなんだろうか。

　職場環境はとてもいいし、せっかく仕事にも慣れてきたところなのに。

　ゆらゆらと気持ちを揺らした私は、とりあえず今メールの返信をするのはやめた。デスクの上のメモに目を遣り、午前中、園田教授と木山先生から、文ぶん献けんを借りてくるよう頼まれていたことを思い出す。

　ちょうどいい。外に出て気分転換してこよう。

　美奈ちゃんが電話対応を終えるのを待って、大学図書館に行ってくることを告げると、すぐに「行ってらっしゃ～い」と明るい声が返ってくる。

　そうよね。美奈ちゃんは、いつもああやって明るい返事をしてくれる。

　それなのに、祐に連れ出された時は恨みがましく見てしまい、本当に申し訳ない。

　軽く自己嫌悪に沈みながら、文献のタイトルが書かれたメモとスマホを手に医局を出た。階段を駆け下り、医学部棟から外に踏み出すと、暖かな日射しが降ってきた。

　春爛らん漫まん。空気がとても清々しい。

　やっぱり、気分転換を図って正解だった。

　日光の眩しさに一瞬目を細めてから、レンガ畳の道をのんびり歩き出した。

　こういった頼まれごとで、キャンパス内を行き来することは結構ある。

　この広い敷地では、だいたいどこに行くにも五分から十分はかかる。雨の日とか、暑い真夏の真昼間とか、冬の寒い日とかは、結構大変だし億おっ劫くうになることもあるけれど、今日はポカポカお散歩日和。こういう日なら何度でも往復したくなる。

　もう少しで、お使いがてらのお散歩も厳しい季節が来るな、と思いながら、いつもよりゆっくり歩を進める。

　道の両端に咲いているたんぽぽを眺め、青い空にぽっかり浮かんだ白い雲を見上げた。時折頬をくすぐる柔らかいそよ風が心地よく、私の気分も少し上向いてくる。

　とりあえず……祐がいるから医局を辞めるとか、短絡的に考えるのはやめよう。

　恋をできない以上結婚も諦め、一生独りで生きていく覚悟をして、私は働き始めたのだ。この程度のことで、簡単に仕事を辞めるなんて考えてはいけない。

　自分にそう言い聞かせ、ギュッと手に力を込めた。そうしてスマホを握りしめていたことに気付き、私はその手を胸の高さに持ち上げた。

　思わず足を止めて、辺りを窺うように目を走らせる。わずかの間逡巡して、指をスライドさせて操作を始める。

　起動させたのは、もちろん恋愛ゲームのアプリだ。スマホのロックを解除する時は、一番にアプリを確認する。それが習慣になっているといっていい。

　今は業務時間内。ひとりで移動中とはいえ、スマホをいじるのは褒められたことじゃない。でも。

「……気分転換。今の私には、それが絶対的に必要なこと」

　変な開き直り方をして、私はそのまま歩き出した。

　歩きスマホもいけないとわかっているけど、ありがたいことに、見渡す先には人っこひとりいやしない。一応チラチラと前方を気にしながら、私は白昼堂々、ゲームの中の翔君との恋に胸を躍らせ始めた。

　昨夜は、翔君をデートに誘うのに成功したところで、一日分のストーリーが終わっていた。今日は、翔君と待ち合わせをするところから始まる。

　数分遅刻して、走ってきた様子の彼が、焦った表情で語りかけてくれる。

『ごめんね、雫。待たせちゃったかな』

　画面の中の翔君は、申し訳なさそうに眉をハの字にしている。

　それに対して私は『ううん、全然！　私も今来たところです』と、声に出しそうになるのをこらえて頭の中で返事をしたけど、ゲームの中の〝雫〟はちょっと拗ねたような言葉を返す。

『も～、遅い～。楽しみにしすぎて早く来ちゃった私も悪いけどさ……』

　スマホの画面に〝雫〟の顔は出てこないけど、ぷうっと頬を膨らませている顔が想像できた。

　こういう時は、走ってきてくれた翔君を気遣うのが正解だと思っていたけど……。なるほど、そういうのもアリなのか……と、ゲームの中の〝雫〟に感かん銘めいを受けた。

　翔君はどのゲームにも定番の〝俺様〟じゃなく、〝気まぐれ猫系王子〟というキャラだから、こういう変化球もＯＫなのかな。

　自分なりに分析しながら、次の翔君のセリフを待つ。

　彼はニコッと笑顔になり、『ごめんね』と繰り返した。

『でも、そんなに楽しみにしてくれたなんて、嬉しいな。お詫わびに、雫の好きなケーキご馳走するから。なにがいい？』

　リアルの私の好みとは違う『ストロベリータルト！』というセリフを読んだ時、私はもう前を気にする余裕を失っていた。そのまま、大学図書館のエントランスに足を踏み入れると……。

「おい。いい大人が歩きスマホするなよ。学生に示しがつかないだろ」

　いきなりそんな声が頭上から降ってきて、同時に手からスマホを抜き取られた。

　ゲームに熱中するあまり、前から歩いてきた人にぶつかる寸前まで接近していたことも、私はまったく気付いておらず。

「ひゃっ……」

　スマホを掠め取られて初めてギョッとして、慌ててピタリと足を止めた。

　反射的に顔を上げ、すぐ目の前にムッと唇を結んだ祐が立っているのを見つける。

　途端に胸がドキッと跳ね上がり、私は一瞬にしてその場に凍りついてしまった。

「随分熱中してたみたいだけど、お前なにして……」

　祐は嫌味っぽい溜め息をついてから、私から取り上げたスマホに視線を落とす。

　私はそれを見てハッと我に返り……。

「っ……！　や、ダメ！　返してください!!」

　カッと頭に血が上ったかと思ったら、一気にサーッと足元まで引いていく。

　血圧を乱降下させながら慌てて両手を伸ばし、彼からスマホを取り返そうとした。

　だけど私が必死すぎたせいか、祐は「ん？」と訝しげに眉を寄せ、スマホにしっかりと目を向けてしまう。そして、そこに映し出された翔君の立ち絵を、ばっちり見てしまった。もちろん、彼が〝雫〟と呼びかけていることも、デート中の甘い会話も。

「……なんだ？　これ」

　私が脇目も振らずにのめり込んでいた世界を確認して、目も口も大きく開けている。

「か、返して!!」

　私の頭の中はもう真っ白だった。

　とにかく、祐の手からスマホを取り戻すのが先決！　それしか考えられない。

　けれど、彼はひょいっと頭上高くに掲げてしまう。

　そして。

「恋愛ゲーム、ってとこか。これ」

　気付いてしまった。

　眉間に皺を寄せて、呆れた目で私を見下ろしてくる。

「っ、ちがっ……返してください!!」

　暑くもないのに、頭皮にまで汗をかきそうなくらい、私の全身は火照っていた。

「ああ、ちょっと待て」

　なのに、祐はスマホを持つ手をまっすぐ頭上に上げて、もう片方の手で私の額を押し退ける。もともと背が高い祐に、腕のリーチの分まで遠ざけられ、私がどんなに手を伸ばしてもスマホには届かない。

「『今日の雫はかわいいね』『なんかドキドキしちゃうな』。……歯が浮きそうなことばかり言ってるな、この優男。お前、こういう男が趣味なのか」

　祐は喉を仰け反らせて顔を上げ、私のスマホを勝手に操作する。

　その唇で抑よく揚ようもつけずに翔君のセリフを棒読みして、意地悪に口角を上げた。

「まさか、恋愛ゲームにハマってるとは……。随分と痛い趣味だな、雫」

「っ……」

　小バカにするようにニヤリと笑って見下ろされ、半端じゃないほど焦った私の胸は、ドキドキと嫌な速度で加速し始めた。

「しかもなに？　〝雫〟ってお前のこと？　男に興味なさそうな澄ました顔しておいて、二次元ヒロインになりきってるってことか？」

　――ああ……。

　まさかまさかまさか。

　ゲームの恋にハマる私を、一番知られたくない男に知られてしまうなんて。

　私は力なく手を下げて、がっくりとこうべを垂れ……ようとしたのに、祐に額を押さえつけられたままで顔を下に向けることもできない。

「へえ」

　そのまま、細めた目で覗き込まれる。

　私には、視線を横に流すくらいしか逃げようはなかった。

「わ、悪いですか。ただの趣味です。別にいいじゃないですか」

　悔し紛れに、できるだけ淡々と言い返す。

「リアルですればいいだろ。恋」

　祐は「ふん」と鼻を鳴らして、腹立たしく呟く。

「む、無理だから、こうなってるんじゃないですか！」

　私は半分ヤケになり、開き直って声を張り上げた。

　それには祐も眉を寄せ、「はあ？」と間延びした声で聞き返してくる。

「なんで、無理だよ？」

　祐が、悪びれる様子もなくシレッと小首を傾げる。

　私は、一瞬口ごもってから、ボソッと言った。

「……実際、無理だったから」

「は？」

　祐に返したつもりではない独り言に、彼はわけがわからないとでもいうように顔を歪める。それを見て、私は一歩後ろに足を引き、額に当てられた祐の手から逃げた。

「ドキドキしたいだけだし、いいじゃないですか。私が恋愛ゲームにハマってたって、誰にも迷惑はかからないんだし、そもそも……」

　私がリアルから撤退したのは、誰のせいだと……！

　さすがに、そのひと言は精一杯自分を制してのみ込んだ。

　そんな私を、祐は痛いものでも見るように、顎を引いて見下ろしていたけれど。

「迷惑にはならないけど……お前、この趣味いつからだ？」

　私のスマホを口元に持っていき、彼はとても微妙そうな声で聞き返してくる。

「え？」

「返事によっては聞き捨てならない。俺は、屈辱に屈辱を上塗りされた気分なんだけど」

　祐はどこか忌々しげにそう言って、私から顔を背け、はあっと大きな息を吐いた。

「……まさかと思うけど、俺と婚約してた頃も、ずっと？」

「そ、それは」

「生身の俺は門前払いしておいて、バーチャルの優男に夢中とか……。どれだけ俺をバカにしてるんだ、お前は」

　じっとりと横目を流され、私の胸がドキンと跳ね上がる。

　眉尻を上げて探りかけてくる祐に、私は返事に窮してしまった。返すべき言葉を探して、無意識に胸元で服を握りしめる。

「うわ、ますます許せねえ……」

　祐は、一層不機嫌に、表情を険しくしていく。

「だ、だから。別に祐……宝生先生をバカにしてるわけでは……！」

　焦りばかりが先に立ち、私は声を上擦らせて叫んでいた。

　祐は眉尻を上げて、じろりと私を睨む。

「バカにしてるだろ。俺よりこんな優男に夢中になってる時点で」

「な、なんで宝生先生と比べるんですか。第一、ゲームのヒーローは私に意地悪しません。だから、なにを言われても傷つくことはないんです!!」

「……はあ？」

　祐の瞳が、怪訝そうに鋭くなる。眉間に刻まれた皺が一本増えて、私はスマホを取り返すのを諦めるほど縮み上がった。

「つまりなんだ？　俺はお前に意地悪だって？」

「自覚、ないんですか」

　私の方に一歩踏み出し、身を屈めて覗き込んでくる祐に、私は背を仰け反らせながらなんとかそれだけ答えた。

「……傷つけたって、俺が？　いつ？」

　祐は少し声を低めて、どこか不可解そうに質問を重ねてくる。それには私も言葉に詰まって、そっと顔を背けた。

　私の反応に、祐がハッと短く浅い息を吐く。

「納得、いかねえ……」

　声を小さく尻すぼみにして、祐は苛立ちを隠す様子もなく、ガシガシと頭をかいた。けれど、すぐにふっと口角を上げる。

「いい方法、思いついた」

「え？」

　なんだか物騒な予感がして、ギクッとしながら聞き返す私に、祐が「ふん」と鼻を鳴らす。

「俺の屈辱を晴らす方法」

「え……？」

　祐が続けて言った言葉からは不気味な響きしか感じられず、私は怯んだ目を向けた。

　彼は私の視線を意識してか、眉尻を上げて目を細める。

「雫にとっても、悪い話じゃない。二次元でもドキドキしたいってことは……恋愛に関心はあって、したい気持ちもなくはない。男に興味がないわけじゃないんだろ？」

　祐がチラッと私に流し目を向ける。意地悪な、よからぬことを考えていそうなその瞳に、嫌な予感が煽られて、私の背筋がゾクッと震えた。

「ち、違います。私はそういうの、もういいんです」

　私は必死にそう反論する。

「なんだよ？　もう、って」

　不審そうに聞き返されて、私はそれ以上言わずに顔を背けた。

　返事をしない私に、祐はハッと浅い息を吐く。なにやら私のスマホを操作してから、「ん」と促すように返してくれた。

「あ、ありがとうござ……って、あああ!?」

　スマホが戻ってきてホッとした次の瞬間、私は両手でそれを目の高さに掲げてひっくり返った声をあげた。

「な、なにをするんですかっ……!!」

　私のスマホからは、ゲームのアプリが削除されていたのだ。

　呆然として手を震わせる私を見下ろし、祐がほくそ笑む。

「安心しろ。二次元なんかじゃなく、俺がリアルでドキドキさせてやる」

「っ……え？」

　半泣き状態で見上げた私に、彼はふっと意地悪に眉尻を上げる。

「少なくとも、お前も一度は俺と結婚しようとしてたんだ。端から俺に関心がないわけじゃないってこと。だったら、俺でいいだろ」

「あの……あなたでいいって、なにが……」

　聞き返したものの、答えを知りたくないと思ったのは、本能的な防御反応だった。

「俺の方も、それでいくらか気が晴れる。いいか、覚悟しろ」

　祐の気が晴れるとはどういうことか、私はなにを覚悟するのか、まったくわからない。

「か、くご……？」

　つい祐の言葉尻を拾って繰り返してしまう私に、彼は心底鬱陶しそうに眉を寄せた。

「これだけ言ってるのにわからないのか。未経験なのは差し引いても、ほんと鈍いな。……こういうことだよ」

　忌々しそうに表情を歪めて、そう言って――。

「……っ!?」

　強く腕を引っ張られ、私は息をのんだ。私の視界が、祐の顔で埋め尽くされる。顎を掴まれ、喉が仰け反るくらいに顔を上に向けられた。

　頭上からまっすぐに、祐の影が降ってくる。そして次の瞬間、とても温かく柔らかいものが、私の唇に押し当てられていた。

　こんな感触、私は知らない。

　それでも、私の唇を塞いでいるのが祐の唇だと理解するのに、それほど時間はかからなかった。

「ふ、うっ!!」

　反射的に怯み、腰を引いて逃げようとした。だけど、私の反応を見透かした祐が、私の腰に手を回して抱き寄せる。

　私は逃げられないまま、今、唇に落とされる感触に全神経を集中させた。

　近すぎてぼやける祐の端整な顔。長い睫毛がわずかに震えて、私には鳥の翼が羽ばたいているように見えた。

　柔らかく唇を食はまれる感覚と、鼓膜をくすぐる、ちゅっという音。

　――キス。祐に、キスされている。

「いっ……やっ……!!」

　寸断されていた思考回路が、一気に働き始める。今の事態を理解するのとほとんど同時に、私は祐の胸を両手で押して突き飛ばしていた。

　祐の腕と唇が離れ、私の手からスマホが落ちて床でゴトッと音を立てる。

　私は両手で唇を押さえて、彼から飛び退いた。

「～っ……!!」

　なにも言えない。

　ただ、頬が真っ赤になっていることは感じた。だって、ありえないほど激しく心臓が拍動していて、身体中熱く火照っているのが嫌でもわかる。

　私に突き放された祐は、どこか不快げに眉尻を上げていた。私が真っ赤な顔に涙目で絶句して、プルプルと震えるのを見ると、意地悪に微笑んだ。

　そして。

「ファーストキス、ご馳走様。……なあ。言っとくが、これ、序の口だぞ」

　そんな、意味不明なことをいけしゃあしゃあと言いのける。

「なっ……なっ……」

　やっと声が出たのに、それはまともな言葉にはなってくれない。

　膝からカクンと力が抜けて、私はその場にペタンと座り込んでしまった。

　祐は白衣のポケットに手を突っ込んで、一歩前に踏み出してきた。コツッと革靴の踵が鳴る音にも身を竦める私を、ふんぞり返って見下ろしている。

「この程度のキスで腰抜かしてるようじゃ……予想以上に楽しめそうだ」

　しかも、そんな恐ろしいことを楽しげに呟き、私の鼻先で白衣の裾を翻す。

「雫。俺が、お前に教えてやる。……ゾクゾクするほど、リアルな恋」

「っ……えっ!?」

　怖くなるくらい、全身の血管が脈打ってるのを感じる。リアルでゾクゾクなんて、危険としか思えない。私の鼓動がひっくり返った音を立てた。

「一方的に婚約解消して逃げたお前を、俺に惚れ込ませてやる。……お前の大好きなゲームって、どうせそういう展開になるんだろ？」

「なっ……!?」

　あまりに傲慢な言い様に、私は目を剥いて絶句した。

　わなわなと唇を震わせる私をチラリと見遣り、祐はふんと鼻を鳴らす。

「すぐに、二次元なんかじゃ物足りなくさせてやるよ。楽しみにしとけ」

　祐はどこまでも上から目線で言い捨てると、呆然とする私に背を向け、大きな歩幅で颯爽と去っていってしまった。




　その後――。

　大学図書館のエントランスで完全に腰を抜かしてしまった私は、たまたま通りかかったどこかの医局のドクターに助け起こしてもらい、ようやく立ち上がることができた。ドクターはとても親切で、図書館内のロビーまで私を連れてきてくれた。

　私は少しの間ソファに身体を沈め、身体の震えが治まってから動き出した。

　手すりや壁に身を預けながら、医学書のある三階まで階段を上る。書架に潜り込んだはいいけど、思考回路がまだ回復していない。

　ぼんやりと目に映るメモの文字と照らし合わせ、ボーッとしたまま本を探した。

　メモに書かれていた五冊分の本を書棚から引っこ抜いて、やっとの思いで医局に運び込んだものの――。

「あれ。本郷さん。僕が頼んだのはこの本じゃないよ」

　私から本を受け取った木山先生が、きょとんとした顔でそう言った。

「えっ。ええっ……」

　首を傾げている彼の手元の本と、いつの間にか握りしめていてクシャクシャのメモの文字を見比べる。視線を往復させて、私もようやく間違いに気付いた。

「す、すみません！　申し訳ありません……！」

　額に変な汗を滲ませながら、私は慌てて、木山先生の手から引ったくるようにして本を受け取った。

　目がなにを追っているかわからないような状態で、探していたせいだ。キーワードしか合っていない。

　五冊頼まれたから、五冊借りてきた。私が正解できたのは、本の冊数だけみたいなもの。

「すぐ、借り直してきますっ！」

　勢いよく頭を下げ、大学図書館に戻ろうとして、クルッと回れ右をする。そのまま医局のドアに向かおうとすると、後ろから「いい、いい」と止められてしまった。

「そんな急ぐもんでもないし、またなにかのついでの時でいいよ。研修医や他のドクターが行く時に一緒に頼んでくれてもいい」

　木山先生は気を使ってそう言ってくれたのだろうけど、私は自分の無能さにズーンと落ち込んでしまう。

「すみません……」

　がっくりとこうべを垂れ、肩も首も縮ませて謝ると、木山先生は「はは」と苦笑した。

「だから、いいって。でも珍しいね。本郷さんがこういうミス」

　そう言われて、そっと頭を上げた。

　木山先生はそんなことを言ってくれるけれど、メモに書かれた通りの本を探して借りてくるなんて、超初歩的な仕事だ。なのに私……仕事以外のことで猛烈に動揺して、こんな簡単な頼まれごとも満足にこなせないなんて。

　あまりに自分が不甲斐なくて、なんだか泣きたくなってくる。

　グスッと鼻を鳴らしそうになった時、ドア口の方から「あ～」と美奈ちゃんの声が聞こえてきた。

「木山先生、なに雫さんのこといじめてるんですか！」

　腕組みをして、軽く頬を膨らませた美奈ちゃんが、パンプスの踵を鳴らしながら、ちょっと速足で入ってくる。

　木山先生からわずかに遅れてそっちを見た私の目に、美奈ちゃんの後に続いた祐の姿がばっちり映り込んだ。途端に、やっと少し平坦なリズムに戻っていた鼓動が、再びドクッと疼くような音を立てて狂い出す。

　祐は美奈ちゃんが口にした私の名前を耳にして、こっちにチラリと視線を向けてくる。真正面から目が合ってしまう寸前で、私は顔を背けて彼を視界から追い出した。

「人聞きの悪い。別にいじめてるわけじゃない」

　美奈ちゃんに咎とがめられた木山先生が、ちょっとムッとしたように口をへの字に曲げた。それを聞いて、私も慌てて弁解に加わる。

「そ、そうです、美奈ちゃん。私がバカなミスをしたので……」

「え？　雫さんが？　ミス？」

　美奈ちゃんが怪訝そうに首を傾げる。

「秘書としてありえない、初歩的なミスを……」

　いや、秘書としてだけじゃない。このくらい、小学生だって間違えずにできることだ。

　激しい自己嫌悪のあまり、必死に浮かべた笑みは、頬の筋肉が引きつり、ぎこちないものになった。

　そのタイミングで美奈ちゃんに追いついた祐が、白々しく会話に入ってくる。

「初歩的って？　本郷さん、手堅くカッチリした仕事しそうなのに」

　わざとらしく丸くした目を私にまっすぐ向けて、ふてぶてしいほどさらりと言ってのける。

　私の胸はまたしてもドキッと跳ね上がり、慌ててそっぽを向いた。

「ミスってほどでもないよ。本のタイトル間違えただけだしね」

　反論もできずにいる私を、木山先生がフォローしてくれる。すると、祐がクスッと笑う声が、私の耳をくすぐった。

「へえ。確かに初歩的っちゃ初歩的ですね。……本郷さんって、生真面目でお堅いお嬢様かと思ってたけど、意外とおっちょこちょいなところもあるんだ。いいね、そういうギャップ、かわいい」

「っ!!」

　祐が流れるように口にしたセリフに反応して、頬がカッと熱を帯びるのを感じた。

　ゲームの中で、翔君が私に言ってくれる『かわいい』よりも、ずっとずっと破壊力がある。

　私の隣では木山先生が「ほ」と短い声を漏らし、まさにその形に口を丸めている。

　美奈ちゃんは隣から祐を見上げながら、「そうそう！」とはしゃいでポンと手を打った。

「雫さんって、わりとドジなとこもあって、かわいいんです。さっすが、宝生先生！　こういう時に、女の子がドキッとするようなことサラッと言って、フォローできちゃうのがすごいですよね～。こういうの、イケメン特許なのかなあ」

　パチパチと手を叩く美奈ちゃんに、祐はほんのちょっと苦笑した。

　木山先生はムッと唇を突き出す。

「なんでかなあ。美奈ちゃんがイケメンって言うと、いちいち僕を貶けなしてるように聞こえるのは」

　ボヤく木山先生に、美奈ちゃんはなぜか得意げに「ふふん」と胸を反らす。

「私にはまったくもって他意はないので、木山先生の被害妄想ですよ～」

「なにっ!?　美奈ちゃん、君は僕がなにを被害として、妄想していると……」

「あ、別に木山先生はイケメンじゃないとまでは言いませんよ？　ただ～……ちょっともうおじさんだし、宝生先生と張り合おうとするには」

　医局の事務員として古株の美奈ちゃんは、もともと明るく素直な性格なのもあり、結構物怖じせずにドクターたちと会話ができる。私では聞いているだけでも怯んでしまう話題もサラッと口にして、木山先生を絶句させた。

　それを見て、祐が口元を手で隠しながらブブッと吹き出す。

　木山先生と美奈ちゃんが、テンポよく賑やかな会話を続ける中、祐は口に手を当てたままチラリと私に視線を流した。

　ふたりのやり取りに気を取られ、私もすっかり油断していて、宙の真ん中で祐とバシッと視線が絡んでしまう。不覚にも鼓動が飛び跳ねてしまう私を見つめながら、祐はどこかゆっくり口から手を離した。

　わずかに口角を上げた唇が現れ……いや、そこに誘導するような仕草のせいで、私は祐の口元に釘付けになってしまった。

「っ……」

　意地悪な策略にまんまとハマってしまった私は小さく喉を鳴らして、三人にクルッと背を向けた。そして、そそくさと逃げるように自分のデスクに戻ると、一気に脱力して椅子にドスンと座り込んだ。

　デスクには、園田教授に頼まれた本も何冊か積んである。教授室に持っていこうかと思っていたけど、その前に一度、メモとタイトルを照合してみた方がいい。

　大きな溜め息をつきながら、クシャクシャのメモを広げた時、視界の端に、ふっと白い影が映り込んだ。私はハッと呼吸を止めて、全身を硬直させる。

　いつの間に会話を抜けてきたのか、横に立った祐が声を潜めて呼びかけてきた。

「なあ」

　しなやかな長い人差し指の先で、机の端をトンと叩く。天井から降ってくる蛍光灯の明かりをその身体で遮っているのか、私の頭上から祐の影が落ちてくる。

　それがまた、さっきの図書館での出来事を彷ほう彿ふつとさせて、メモの上にのせた私の手がカタカタと震えた。

　それに気付いてかどうか。

「俺とのキスで頭がいっぱい。大混乱中……ってとこか？」

　祐は小声でからかうように言い、私の手に自分の手を重ねてきた。

　私がビクッと肩を強張らせるのを確かめてから、重ねた手に力を込め、握りしめてくる。そして、どこか意地悪にふっと声を漏らして笑った。

「お前のそういう初々しい反応、なかなかツボに入るな。……俺の方が癖になりそうだ」

「っ……！」

　身体中をガチガチに固まらせる。思うように息ができず、胸が苦しい。

　顔が火照って、耳まで熱い。頭から湯気が出そうなくらい、今私の顔は真っ赤になっていることだろう。

　私の反応に満足したのか、祐は背筋を伸ばして姿勢を正した。

　影が薄まり、手元に明かりが戻ってくる。

「そうやって、頭ん中、俺でいっぱいにしとけ。雫」

　祐はトントンとデスクを指で叩きながら低めた声で不敵に言い残し、白衣の裾を翻して木山先生の方に戻っていった。

「先生。俺が引き継ぐ講義のオリエンテーションの件で、ご相談したいことがあるんですが……」

　祐がそう声をかけた時には、木山先生と美奈ちゃんの言い合いも終了していたようだ。木山先生が「ああ」と返事をするのが聞こえる。

「そうだったね。じゃあ、隣の応接室行こうか」

「はい」

　ふたりが連れ立って医局のドアに向かう。バラバラと不揃いな彼らの足音が、まるで不協和音のように耳に届く。それは徐々に遠退き、やがて医局から消えていった。

　私は祐に握られた手にもう片方の手を重ね、ギュッと力を込めた。そして首を竦めて固く唇を噛みしめる。

　手が小刻みに震えている。必死に抑え込もうとしても、身体の内側からせり上がってきて、止まらない。

　悔しいけれど、祐の言う通り。頭の中は彼でいっぱいだった。

　祐の思惑通りの反応を示してしまった自分を悔いる。

　でも……仕方ないじゃない。

　大事なファーストキスを奪われたばかりなんだもの。

　いくつになっても、初めてのキスは女の子にとって大切なもの。そのシチュエーションにも、いろいろな憧れはあった。

　そう、恋を諦めた私だって、ゲームの中のヒーローたちがくれるような、ドラマチックでロマンチックなキスシーンを、心のどこかで夢見ていた。

　なのに、あんな……。

　鼻の奥の方がツンとしてくる。

『俺の屈辱を晴らす方法』

　さっき祐が言ったその不気味な響きを含んだ言葉の意味が、じわじわと私の胸にも侵食してくる。

　息をするようにあっさりと奪ったキスも、一方的に婚約を解消した私への腹いせでしかない。そんなキスにドキドキして冷静さを失い、初歩的なミスをしでかす私を嘲笑って満足しているんだ。

　でも、これは序の口。

　これから先、同じ医局の一員として過ごさなきゃいけないのに。

　私、祐とどうやって接していけばいいの……。

　激しい不安に襲われて、私は途方に暮れてしまった。










祝福のファンファーレ




　穏やかでのんびりした医局が、私にとって、この日を境に危険地帯に変わった。

　もちろん、泣き寝入りしてる場合じゃない。私はなんとか気を取り直し、徹底的に祐を避ける以外に、自分の身を守る方法はないと判断した。

　まさか医局の中であんなことをしてくるとは思わないけど、ファーストキスを奪われたのはキャンパスの敷地内だもの。医局でふたりきりになるような事態は絶対に回避しなければ。

　結局私は、彼の一日のスケジュールを毎日チェックして、把握せざるを得なくなった。祐が医局にいる危険性が高い時間帯は、美奈ちゃんが席を外すのも必死に頼み込んで引き止め、私ひとりにならないよう、最善を尽くした。

　大学の講義が始まり、レンガ畳の道に学生の姿を見かけることが増えても、ひとりの時間は油断できない。お使いを頼まれて附属病院や大学図書館に行く時も、祐の気配を窺い、神経を研ぎ澄ませた。

　おかげで、その週の金曜日、一週間の仕事を終えた私は、精神的に疲弊していた。

　いつもなら急がずにゆっくり進める帰り支度も、ちょっとフライング気味で始める。「雫さん、どうしたんですか？」と目をパチクリさせる美奈ちゃんへの挨拶もそこそこに、バタバタと医局を飛び出し、脇目も振らずにまっすぐ家に帰った。

　玄関に入ってしっかりと鍵を閉め、澄子さんに「お帰りなさい」と迎えられて、ようやく安堵の息を吐く。

　家に帰ってきてしまえば、もう安心だ。

　ホッとして泣きそうになりながら、私は澄子さんに「ただいま」と返事をした。

　ここ数日、気を張っていたせいで、澄子さんの料理をゆっくり味わう余裕さえ失っていたようだ。ようやく迎えた金曜日の夜、夕食がとても美味しい。

　そう感じることができる当たり前の日常が嬉しくて、何度もズッと鼻を啜すする私に、澄子さんは不思議そうに首を傾げていた。

　食事を終え、ゆっくりお風呂に浸かった後は、もう夜更かしをする気力もなかった。スマホを手にベッドに突っ伏して、翔君が私に囁きかけてくれる愛のセリフを目で追ったものの、文字は滲み、霞んでぼやけ……。

　私はいつの間にか睡魔に引きずり込まれ、深い深い眠りについてしまった。




　そして迎えた翌朝――。

　大きな窓にかかったカーテンの隙間から、細い光が射し込んでくる。閉じたまぶたの裏側が白く発光するのを感じて、無意識に布団から腕を出し、目元を照らす光を遮った。

「ん……」

　眩しさから、朝が来たのはわかったけれど、まだ覚かく醒せいには至らず、寝言のような小さな呻うめき声を漏らしたその時。

「おい、いつまで寝てるんだ。起きろ、雫」

　淡々とした低い声が頭上から降ってきて、私は勢いよくバチッと目を開けた。

「っ、え？」

　窓辺から射し込む光に一瞬目を眩くらませながら、不可解な思いで聞き返した。

　いや、聞き返す自分がわからない。だって、ここは私の部屋。いつもと変わらず、ひとりで寝ていたはずなのに、私はいったい誰に聞き返したというの。

　そんな悠長にツッコんでいる場合ではなかった。誰かいる!?と認識した瞬間、私はガバッと上体を起こし……。

「っ、きゃ、きゃあああっ!?」

　ベッドの傍かたわらに仁王立ちしていた人影に驚き、絶叫した。

「バカ、朝から騒ぐな。うるさい」

　ベッドを蹴って逃げようとした私は、その大きな手で正面から口を塞がれてしまった。

「うぐっ、むむうっ……!?」

　くぐもった声を漏らすのと同時に、肩にも腕が回ってくる。人影が目の前まで迫ってきて、すぐに半端じゃない恐怖に襲われた。

　私は口を覆う手に両手をかけながら、無我夢中でバタバタと足を動かした。

　逃げなきゃ！　すぐに部屋を出て、澄子さんなり両親なりに助けを求めなければ……!!

「ど、ドロボ……!!」

　今出せる最大音量の声を振り絞り、その人物の身体を片手で押し退けながら、なんとか床に片方の爪先をつくことに成功した。

　けれど。

「だから、泥棒じゃない。騒ぐな」

　人の部屋に勝手に入り込んでる人にそんなことを言われても、信じられるわけがない。仮にそうだとしても不審人物に変わりはない。その上、命令調の短い言葉はどこか物騒。

　スリッパを足に引っかける余裕はない。裸足のままで床に両足をつき、人影の横を擦り抜けようとして。

「おい、待て」

　私は抱き止められていた。

　胸の下に回された太く力強い腕。背中に感じる体温に、私の恐怖もパニックも、もうすでに限界を超えた。

「きゃああっ！　た、助け……」

「お前、元婚約者の声もわからないのかよ？　いい加減、ちゃんと目、覚ませ。俺だって。祐」

　呆れたような溜め息と共に、耳元でそんな声が聞こえた。

　それには「え？」と目を見開き、とりあえずジタバタするのはやめる。そして、そおっと顔を上げた。

「……祐？」

　細い光のおかげで、室内の家具は仄白く浮き上がって見える。肩越しに見上げたその顔を、確かに祐だと確認できた。

　一瞬抵抗の芽を削がれながらも、私はすぐにハッと我に返る。

　泥棒ではないからって、ホッとしてはいけない。それが祐なら、また違う意味で私には危機的状況だ。

「な、ななななんで!?　なにを勝手に人の家に……私の部屋に入ってきてるんですか!?」

　身体を抱え込む腕を必死にほどこうとして、私はバタバタと激しく抵抗した。

「っ……、バカ、暴れんなって！」

　それまで以上に抵抗を見せる私に、祐も声を張り上げた。

　そして――。

「い、い加減にしろっ！」

　鋭い声と同時に、息もできないくらい強く、後ろから抱きしめられた。

「っ……！」

　反射的に声をのみ、全身を固く強張らせた私の耳元で、祐が小さな吐息を漏らすのが聞こえた。

「暴れなきゃ、なにもしないから。騒がなければ、離してやる。……いいか？」

　宥めるような言葉を聞いて、私は肩越しに祐を窺った。

　穏やかではあるけれど、脅迫めいたその言葉を、すぐには受け入れられない。

「まだ抵抗するつもりなら、力ずくで黙らせる方法は、いくらでもあるけど？」

　祐は私の横顔をしっかりと観察して、直接、鼓膜を震わせるように、ゆっくりねっとりと意地悪に囁きかける。

　ふた言目は、明らかな脅し。

　私は大きく目を見開き、コクコクと何度も首を縦に振ってみせた。それを見て、ようやく祐が手を離してくれる。

　その途端、私は一目散に壁際まで逃げた。できる限り祐から距離を取り、肩を大きく上下させて息をする。そして、私にできる一番鋭い目をして、彼をキッと睨みつけた。

「じょ、女性の寝室に忍び込むなんて、最低です!!」

「ああ、お前も一応女だったっけか」

　私が『最低』となじったせいか、祐はムッとした顔でひょいっと肩を竦めた。

　彼にとっては、私に嫌味を返しただけのことだろう。でも、私の顔は一瞬で強張ってしまう。

　祐との婚約を破棄した後、嫌な記憶は全部心の奥底に封じ込めたはずだった。なのに、祐本人の口から聞くと、今でも簡単に蘇ってきて、私の心の傷を容赦なく抉ってくれる。

　祐の方は傷つく私に気付く様子もない。「とにかく」と言葉の先を続けていた。

「お前早く着替えろ」

　シレッと、そんな命令を繰り出す彼に、私は気を取り直して顔を上げた。

「あなたがいては、無理に決まってるじゃないですか」

　ふてくされて言い返し、くるりと背を向け、ボソッと呟く。

「……あなたがどう思っていても、私は女です」

「え？」

　独り言のつもりで続けた言葉だ。祐にも中途半端に聞こえたのか、律りち儀ぎに聞き返してきたけれど、私は目を伏せたまま黙って首を横に振った。

　そのまま黙り込むと、私たちの間に沈黙が過った。

　この微妙な間に焦れたのか、祐の方が先に口を開いた。

「まあいい。ちゃんと出てってやるから、できるだけフォーマルな格好してこい」

「……え？」

　休日だというのに、祐からフォーマルな服装を求められる意味がわからず、怪訝な気持ちで聞き返した。

　そもそも、祐はいったいなにをしに来たんだろう。

　彼の真意を探るつもりで、私はそっと目を向けた。

　少し落ち着いて改めて見ると、祐は仕立てのいいブラックスーツを身につけている。普段医局で着ているスーツよりもおしゃれな印象だ。

　多分きっと、光沢のある上質な素材。パーティー仕様にもできる類のものだろう。

「ど、どうしてですか」

　相変わらず意味がわからず、私は警戒心を全開にして、短く訊ねた。

　素直に『はい』と頷かない私が気に食わなかったのか、祐は綺麗にセットしてある髪を、軽くグシャッとかき上げた。

「宝生総合病院が共催してるチャリティーコンサートがあるんだよ。雫、クラシックコンサート好きだろ？」

「えっ？　こ、コンサート……？」

　彼の言葉につい興味を引かれて、私はちょっと上擦った声で聞き返しながら、身体ごと振り返ってしまった。

「そ。親父からボックスシートのチケットせしめてきたから」

　まんまと食いついた、とでもいうように祐は「ふん」と鼻で笑う。

「演目は、ベートーベンの第三、第五」

　チャリティーだし、クラシック初心者でも楽しめるセレクトなんだろうけど、両方とも私が好きな交響曲だ。

　しかも、演目の後に祐が続けたのは、日本最高峰のプロオーケストラの名称。その上タクトを振るのは、現在海外で活躍する新進の日本人マエストロの名前だった。

「う、嘘」

　初心者だけじゃなく、オーケストラに慣れ親しんだ聴ちょう衆しゅうも大満足できるプログラム。チャリティーとは思えないほど、ゴージャスなコンサートだ。

　私は思わず一歩前に踏み出してしまう。

　祐は目を細めてほくそ笑んだ。

「行きたいだろ？」

「は、はい」

「じゃあ、さっさと着替えろ。俺の隣に並んで恥ずかしくない格好してこいよ」

　祐はどこまでもふてぶてしく言い放つと、大きな歩幅でドアに向かっていった。

「あ、ゆ、祐……」

　思わず呼びかけてしまったのは、コンサートには行きたいけれど、祐とふたりで？と不安が過ったせい。

　ドアレバーに手をかけた祐が、「ん？」と微かに眉尻を上げて首を傾げる。

　私はまだ首を縮めたまま、ボソッと小さく唇を開く。

「あの……私と祐の、ふたりで行くんですか……？」

　恐る恐る口にすると、彼はムッとしたように唇を曲げた。

「わかりやすく嫌がるなよ」

「す、すみません。コンサートは嬉しいんですが、どうして私と……？」

　だってこんなの、デートみたいだ、と思ってしまい、私は困惑して首を傾げた。

　瞳を揺らす私を見て、祐が「はあっ」と声に出して溜め息をつく。

「……デートに決まってるだろ」

「えっ」

　私の心を見透かした返事に、反射的に胸がドキンと跳ねた。

「『どうして私と』じゃねえよ。わざわざお前の好きなもの用意して、貴重な休日潰して迎えに来てるんだ。当然だろ」

　どこか忌々しげに呟いて、祐は私から顔を背けた。

「と、当然って。……あの」

　一度跳ねた鼓動が高鳴り出すのがわかる。

　確かに、彼の説明は疑問を挟む余地もないほど理路整然としてるけど、やっぱりどう考えてもその心がわからず、私はますます混乱しそうになってしまう。

「下で待ってる。早くしろ」

　口ごもったまま沈黙した私に背を向け、祐は部屋から出ていった。

　バタンと少し大きな音を立ててドアが閉まると、足から力が抜け、その場にペタンと座り込んでしまった。

「だからどうして……私とデート……？」

　祐がなにを考えていて、なにがしたいのか、さっぱりわからない。

　それでも、祐は私が興味を示すものなら知り尽くしている。絶対断らないとわかっているものを用意してくるあたり、嘘ではなく本当にデートの誘いだとわかる。

　しかも、『わざわざ』って。……本気？

　まだ頭は混乱したまま。私はぼんやりとベッドに戻った。そして、転がったままのスマホを手に取り、起動させる。

　初めてのデートにドキドキして眠れなかったとか、『楽しみすぎて早く来ちゃった』というシチュエーションとは全然違う。

　約束もしてないのに、寝ているところにいきなり踏み込まれた。乱暴に命令口調で誘われた〝デート〟なんて、きゅんとくることもない。

　だけど、強く抱きしめられたことを思い出して、再び胸がドッドッと騒ぎ出す。

　私が憧れた二次元のデートのお誘いとは、月とスッポンなほど違う。なのに、少なくとも、いろんな意味でドキドキしてしまった。

　そんなお誘いだったのは、確かだ。

　祐の思惑を探って逃げ腰になりながらも、クローゼットを全開にしてワードローブを確認した。

　私の胸の中では、祐への不審感とコンサートの魅力が天てん秤びんに乗って、ゆらゆらしている。祐とふたりきりで出かけるというのは、今週あれだけ避け続けた以上、絶対に拒否すべきシチュエーションだろう。でも、コンサートに罪はない。『行きたいだろ？』と聞かれて、素直に『はい』と答えてしまうほど、私が好きな演目なのだ。

　それに……ちょっとだけ。私の好みを今でも祐が覚えていたことが、嬉しかったのは否めない。

　私は、クローゼットに吊るされた服を睨むように見据えて、胸で揺れる天秤を止めようとした。そして、ごくりと唾を飲んでから、意を決する。

　強引で突然で腹立たしい誘い方ではあったけれど、祐はすでに迎えに来ていて、下のリビングで待っているのだ。

　コンサートだし、周りにたくさん人がいる状態だもの。祐だってあんな意地悪はできないはず。私が、警戒心を漲らせていれば、きっと大丈夫……！

「……よしっ」

　一度決意を固めてしまえば、あとは急いで仕度するだけ。

　私はクローゼットから、祐に言われた通りフォーマルな服をいくつか選んだ。

　頭の中で、祐の完璧なブラックスーツ姿を思い浮かべる。

　彼にエスコートされる女性として、恥ずかしくない格好って!?

　考えて考えて……私が選んだのは襟元が大きな白いレースで飾られた紺色のワンピースだ。スーツで済ませる手もあるけれど、それじゃ堅苦しい。膝丈のシスター服みたいなデザインのワンピースは、華美さはないけど、控えめで清楚に見える。クラシックコンサートには、このくらいが上品でいいんじゃないかと思った。

　肩甲骨を覆う長さの髪は、ハーフアップに結い上げる。普段は適当なメイクしかしないけど、今日は奮闘してみた。

　鏡を覗いて、ちょっと派手かな？と心配になったけれど、素材が私だ。いつもと違い自分で見慣れないだけで、華やかと言うにはほど遠いはず。

　そう納得して、階下に降りたのは、祐が出ていってから三十分後のこと。

　リビングでコーヒーを飲みながら文庫本を読んでいた祐は、いつもより気合いの入った私を見ても、特に反応を示さなかった。

「遅い。さっさと行くぞ」

　膝の上でパタンと本を閉じて立ち上がると、私の横をあっさりと素通りしていく。

「あ、はい」

　――もしかして、これでも地味だったかな。

　なんのリアクションもないのをちょっと寂しいと思いながら、私は肩を竦めて彼の後を追う。

　とはいえ、私がどう頑張ったってこの程度なのは、祐の方がよくご存じのはず。連れて歩いて恥ずかしくないルックスの女性がいいのなら、他の人を誘えばいい話だ。

　祐は愛車のベンツで私を迎えに来ていた。流れるような仕草で、私を優雅に助手席にエスコートした後、自分も運転席に回ってハンドルを握った。

　祐が運転する車に乗るのは、初めてではない。まだ婚約者だった頃、彼の家のイベント事に出席するために、こうして車で迎えに来てくれたことが数度あった。

　もちろんデートではなく、婚約者としてのただのお務め。

　数年ぶりに祐の車の快適なシートに身を沈めながら、私はそっと、運転する彼の横顔を盗み見た。

　こうしてジッと見てみると、やっぱり祐はカッコいい。中学生の頃まで、私は確かにこの人に恋をしていた。

　そんな淡い想いが蘇り、なぜだかきゅんと胸が疼く。

　なんでだろう。祐とは、幸せな思い出どころか、傷ついて泣いた苦い記憶しか残ってないのに。私の胸が、男性に対してときめきらしい反応を示すのは、この二十八年間を振り返っても祐にだけ、というのが悔しい。

　ゲームの中で翔君をはじめ、たくさんのヒーローたちがくれる胸きゅんとは違う。彼らに『雫』と呼んでもらっても、ドキドキさせてくれるセリフはすべて、たくさんの女性たちに向けて作られているもの。わかり切っているけれど、やっぱりゲームは、二次元の域を越えてはくれないのかなあ……。

　ほんのちょっとセンチメンタルな気分になった時、車が走り出してから最初の赤信号に引っかかった。祐がブレーキを踏むと、車は静かに停止した。

　彼は、ふうっと息をついて、私にチラッと横目を向けてくる。

「なんだよ、さっきからジロジロと」

　見ていたことを気付かれていた。私は慌てて、大きく顔を背ける。

「すみません。不躾に」

　私の返事に、隣から小さな溜め息が聞こえた。祐はそのまま私から目を逸らしたようだ。ふたりきりの狭い車内に、この上なく微妙な沈黙が過る。

　息が詰まりそうに感じて、私は無意識にバッグからスマホを取り出した。この気詰まりな空気から逃れたくて、私はつい、恋愛ゲームのアプリを起動させてしまう。

　それを、横目で捉えていたのか……。

「って、おい」

　私の手元に、祐の手がヌッと伸びてきた。

「え？　あっ……！」

　ゲームのマイページを開いた瞬間、祐にスマホを掠め取られてしまう。

「あ、ちょっと……！」

「お前、まだ二次元にいるのか」

　私のスマホを目の前に掲げ、画面に映し出された翔君の立ち絵を見て、祐が呆れたように呟く。

「この間、アンインストールしておいたのに」

　私は思いっ切り両手を伸ばし、チッと舌打ちする祐からスマホを取り返した。

「アプリは再インストールすればもとに戻るので、データも全然大丈夫でした」

　そう言いながら、私はスマホを操作した。

「この間消された時は、あまりに乱暴で呆然としたので慌ててしまいましたが、そういうことなので、プレイにはなんの影響もなく」

「まだ二次元ヒーローにうつつを抜かしてるってことか」

　どこか不機嫌な声を聞いて、私もさすがにそれ以上ゲームを進めることができない。

　結局、セリフをひとつも読まずに、スマホをバッグに戻した。

「……お前さ」

　私の仕草を視界の端っこで見ていた祐が、フロントガラスを見据えて口元に手を当てたまま、ボソッと呟いた。私は黙ってその続きを促す。

「俺のこと、いつからそんなに嫌ってたんだ？」

　そう訊ねられて、私は膝にのせたバッグの上でギュッと手を握りしめた。

「昔は、俺の後くっついてきてばかりだったのに。気付いたら、後ろにいなくなってて。……婚約の時再会したら、もうそのムカつく敬語だったよな」

　ちょっと苛立ちを抑えたような淡々とした口調に、私の胸がズキンと痛んだ。それをごまかすように、私は顔を伏せ握りしめた手に目を凝らす。

「……祐こそ」

　私がポツリと呟いて返すと、祐がチラリと横目を向ける。

　彼の視線を感じて、私は肩を縮込めた。

「後ろにいなくなるまで気付かないくらい、どうでもよかったんでしょう」

「え？」

　祐が聞き返してきたタイミングで、前方の信号が青に変わってしまった。

　祐はなにか言いたげな様子だったけれど、すぐに後方からクラクションが鳴らされ、私から目を逸らした。彼が再びアクセルを踏み込むと、車は静かにゆっくりと発進する。ほんのわずかにシートに背を引かれる感覚があるだけ。

　祐はとても丁寧な運転をする。数回乗ったことがあるけど、荒っぽいことなど一度もなく、彼の隣はいつも安心できた。

　そんな感覚を思い出し、私は走り出した車の窓から、横に連なる車の列に目を向けた。

　結局、それからずっと、私たちは無言のまま。車はコンサート会場の駐車場に着いてしまった。




　宝生総合病院が共催しているチャリティーコンサートは、国内最高レベルの演奏を手頃に楽しめることもあり、開場時間の前からたくさんの人が集まっていた。

　私は祐に促されて関係者入口からホールに入り、一階のロビーに出た。

　たくさんの花輪が飾られた赤いカーペット敷きのロビーには、スーツやワンピースに身を包んだ人たちが三十人ほど集まっている。このコンサートの主催企業の関係者だろうか。よく見ると、その輪の中に、祐のご両親である院長夫妻の姿もあった。

　まともに顔を合わせるのは久しぶりだ。病院の経営者としてのふたりが会話を終えるのを待って、一応挨拶をしておこうと思った。けれど、祐に「いい」と止められる。

「後にしろ」

　そう言って、私の肘を引く。

　分厚いカーペットに細めのヒールが沈み、足を取られ歩きづらい。だけど祐は私に構うことなく、さっさと二階に上がる階段に向かっていく。

「ちょ、ちょっと待って」

　なにか急いでいるような祐の背中に、私はもたつきながら声をかけた。同時に、背後から「祐君」と呼ぶ声が聞こえて、私の声をかき消す。

　それには、祐もピクリと眉尻を上げて足を止めた。

「こういう場で会うのは久しぶりだね」

　呼ばれたのは私じゃないのに、祐につられて振り返ってしまう。

　顔を向けた先には、シックなスーツ姿の中年ご夫妻が立っていた。それを見て、祐がほんの一瞬小さな溜め息をつく。

　あまりに小さかったから、彼に手を取られている私にしかわからなかっただろう。

　私がきょとんと目を丸くする間に、祐はスマートに彼らに向き直った。

「ご無沙汰しております。研修医課程を修めるのに忙しかったので、華やかな場からは遠退いておりました」

　すぐににこやかな笑みを浮かべ、丁寧に挨拶をする。夫妻がニッコリと笑顔を返す中、私の耳元でコソッと「真さな田だ記き念ねん病びょう院いんの院長夫妻だ」と教えてくれた。それを聞いて、私もちょっと緊張しながら黙礼した。

　祐に腕を引かれている私に、ふたりの視線が向けられる。私の頭の先から足の爪先まで一筆書きのように観察した奥様が、「あら？」と首を傾げた。

「そちらのお嬢さんは、確か……」

「初めまして。本郷雫と申します」

　もしかしたら、どこかで会ったことがあるのかもしれないけれど、私には見覚えがなかった。口元に手を遣って逡巡する奥様に、私は自ら名乗って頭を下げた。

　奥様がポンと手を打ち、「そうそう」と相槌を打つ。

「でも……ご婚約は解消なさったのでは？」

　ふたりとも、私と祐を交互に見遣りながら声を潜める。

　私たちの関係を探るようなその視線に、私はどう答えるか判断を委ねるつもりで、祐を見上げた。祐はわずかに眉を寄せていたけど、すぐに愛想よく微笑む。

「仰る通り、婚約は解消しましたが、家同士の関係は変わらず良好ですし、私と雫さんは幼なじみですから。彼女、クラシックが好きなので、せっかくの機会ですしお誘いしたんです」

「おやおや、そうか、今でも仲がいいということか……？」

　祐の返事を聞いて、院長が念を押すように確認してくる。

　祐も、「ええ」と笑みを絶やさずに答える。

「ありがたいことに。今でも変わらず親しくお付き合いさせていただいてます。……な？」

　同意を促され、私は一応祐に倣ならって、曖昧な笑みを返した。

　なんだか、『今でも変わらず』を強調しているように聞こえて、『親しく』も『お付き合い』もかなり引っかかる。

　でも、これも宝生総合病院の跡取り息子として必要な挨拶なのかも、と思ったら、ムキになって言い直すのもスマートではない。

　私の態度も功を奏したのか、院長夫妻はわかりやすくホッとして表情を和らげた。

「祐君が女性を連れてるから、ちょっと焦ったよ。君のお父上とも話をさせてもらってるんだが、うちの娘との縁談の話を早急に進めたいと思っていてね」

　院長がそう続けて、隣の奥様に「な？」と同意を求めている。

　それを聞いて、私は勢いよく顔を上げてしまった。

　彼も初耳ではないんだろう。特に表情を変えることなく、張りついたような笑顔のまま、小首を傾げる。

「申し訳ありませんが、雫さんの前なので、その話は控えさせてください」

「ああ、これは失礼」

　本当に私を気遣ったのかどうかはわからないけれど、祐がそう言うと、院長は謝りながらも、私を牽けん制せいするような目で見た。

「本郷さん、不躾な話を、失礼しました」

「いえ……」

　笑みを浮かべたけれど、ぎこちないのが自分でもわかる。

　祐にエスコートされる私を、『婚約を解消したのなら、もうまとわりつくな』と疎ましく思われているような気がしたからだ。

　院長夫妻から向けられる視線に怯んでいる間に、祐はふたりに暇を告げて、再び私の手を引いた。

「行こう、雫」

　私も慌ててふたりに頭を下げ、祐の後について階段を上り始めた。

　彼は私を振り返ることなくまっすぐ前を向いて歩を進める。あんな話を耳にしてしまった後、この沈黙がとても微妙で、私はなんとなく声をかけてしまった。

「あの……祐」

「サンキュ。助かった」

　私を遮って、祐がそう言った。

「え？」

　祐にお礼を言われるのが腑ふに落ちず、私は短く聞き返してしまう。

「あのふたり、しつこくて。ひとり娘との縁談は、もう何度も断ってるんだ。俺が女を連れてれば、声かけてこないと思ってたのに。話、合わせてくれて助かった」

「……そう」

　ひと言だけ返して、私はそっと足元に目を伏せた。

　そういうことだったのか、と思った。あの夫婦が、祐が私と今でも〝親しく付き合っている〟様子を見て、諦めてくれれば、という思惑があったんだろう。確かに、他の女性の影がちらつくような男だと思われれば、親としては大事な娘との縁談を進めるのを躊躇すると思う。そう考えた祐を、私も理解できる。

　私はただ、元婚約者だから利用されただけ。隣に並んで恥ずかしくない格好を求めたのだって、縁談相手の両親の目に留まった時、私がいつも医局にいる時のような地味な格好じゃ、体裁が悪いからだ。

　そう合点して、心の中で、『なんだ』と呟いた。

「だったら、最初からそう言ってくれれば……」

　私を〝デート〟に誘ってきた祐の真意を探って、警戒心を漲らせる必要もなかったのに。

　無意識に口をついて出た独り言を聞き拾ったのか、先に階段を上り切った祐が眉を寄せながら振り返った。

「なんか言ったか？」

　私は目を伏せたまま、黙って首を横に振った。彼もそれ以上訊ねることはなく、二階のボックスシートのドアに向かって通路を歩き始める。

　私は終始自分の靴の爪先を見つめたままだったけれど。

　――コンサート、楽しもう。私がここに来たのは、そのためなんだから。

　私は納得して、自分にそう言い聞かせた。




　演奏が始まってしまえば、余計なことは頭から吹っ飛んだ。

　二階のバルコニーにあるボックスシートの最前列で、私はシートに深く腰かけ、背筋を伸ばして演奏に聴き入った。

　私には、祐と同じくピアノの経験しかないけど、たくさんの楽器が競演するオーケストラは大好きだ。

　私の席の真正面に、バイオリンのコンマスが見える。視界を阻むものはなく、ステージを横から大きく見渡せる、特等席だ。

　前半の交響曲第三番の演奏が終わり、休憩時間を挟んで第五が始まると、第一楽章の主題部分から、身を乗り出してしまった。

「おい。危ないぞ、バカか」

　落下を心配されるほど大きく前に出たわけじゃないのに、隣から祐が小声で私を叱責した。私も興奮しすぎていたことに気付き、肩越しに祐を振り返る。

　ボックスシートはペア仕様になっていて、今ここには祐と私しかいない。一階席を見下ろし、二階席からは大きな柱に阻まれていて、周りからは視界に入りづらい場所だ。そのせいもあり、私はついつい演奏に熱中してしまい、身も心ものめり込んでしまっていた。

「ご、ごめんなさい」

　同じく小声で謝って、しっかり腰を沈めて座り直した。

　祐の方は、深くシートに背を預け、長い足を組み上げている。時折目を閉じて、私と同じように極上の音楽に酔いしれているようだ。

　穏やかな横顔を見て、私は無意識に微笑んでいた。

　ベートーベンの交響曲第五番。『運命』という名称で親しまれるこの曲は、世界で最も有名な交響曲といっても過言ではないくらい、人気がある。

　もちろん、私も大好きな曲。

　この満足げな横顔を見れば、祐もきっと……昔と変わらず、好んでいると思う。

　まだ幼い頃、一緒にピアノを習っていた時は、お互い自分の好きな曲のことを興奮気味に話したものだ。

　意外にも、祐は哀あい愁しゅう漂う曲を、私は心が高揚する弾むような曲を好む。『性格と好みはリンクしないもんだね』と大笑いしたこともあったっけ。でも、この『運命』は私と祐の異なる好みにもマッチして、ふたりでよく連弾した思い出がある。

　今、ふたり並んで耳にするまですっかり忘れていたけど、ちょっと甘酸っぱい記憶が蘇り、私の胸をくすぐる。

　傷ついて泣いた記憶ばかりじゃなかったな――。

　今さらなにを思い出してるんだろうと自嘲しながらも、胸がきゅんと疼いた、その時。

「……これ、よく一緒に弾いたな」

　祐が目を閉じたまま、私の心を見透かすように呟いた。

　私は思わず息をのみ、首を捻って祐の横顔を見つめてしまう。独り言かと思い、私は反応できずにいた。

　祐はゆっくり目を開けてこちらを見て、「覚えてない？」と訊ねてくる。

　それには何度も首を横に振ってみせた。

「お、覚えてます」

　周りに人はいないから、多少の会話は迷惑にならない。それでもボソッと小声で返事をして、私は眼下のステージに顔を向けた。

　今、祐と私の胸に同じ思い出が過っている。そう感じて、なんだかちょっと落ち着かない。

　隣の気配を意識しながらも、演奏に酔いしれているうちに、演奏は第三楽章に入った。

「第三楽章か。俺の好きな楽章だ。お前は……怖がってたっけ」

　演奏を聴く私の邪魔にならないくらい小さな声で、祐がそう言った。

　その言葉にドキッとして、私はマエストロとコンマスから視線を外し、そっと彼を視界の端に映す。

「第四楽章は転調して、お前が好きな明るくテンポの速い曲調になる。けど……第三楽章があるから、第四楽章が華やぐんだよ」

　祐は再び目を閉じて、胸の前で腕組みをした。

　それを聞いて、私は思わず胸元をギュッと握りしめてしまう。

「そう……ですね」

　短い返事をして、彼と同じようにシートに深く寄りかかり、身体から力を抜いた。頭も背もたれに預けて、高い天井を仰ぐ。まるで胸いっぱいに吸い込むみたいに、音楽を沁み込ませる。

　こんな風に、音楽の話を人とするのは久しぶりだ。そしてその相手が祐だから、落ち着かないのにドキドキして、私はなんだか嬉しくなってしまう。

「なんか懐かしい……ですね」

　目を閉じて演奏に聴き入っている祐に、私の独り言は聞こえなくてもいい。だから私は返事を待たずに、祐に倣ってそっと目を閉じた。

　祐が好きな第三楽章は、聴力を失ったベートーベンの苦悩を表していると言われていた。チェロとコントラバスの低音に、他の楽器が畳みかけるような構成が、どこか不気味な印象を漂わせる。

　子供の頃は怖いと思ったこの第三楽章が、今、私の胸を強く揺さぶる。

　祐と並んでゆったりと目を閉じて聴いていると、彼の心にシンクロしそうな、不思議な感覚に陥った。

　大人になった今でも、私がこの曲をとても好きなのは、もしかしたら、楽しかった子供の頃を思い出し、深い郷きょう愁しゅうに駆られるせいかもしれない。

　祐は私よりもピアノが上手で、何度私がとちっても、根気よく教えてくれた。何度弾いても上手く指が動かせない部分は、手を重ねて一緒に動かしてくれたっけ……。

　自分の口で発した〝懐かしい〟という言葉に導かれて、私はそんな過去を思い浮かべ、胸が締めつけられるようにきゅんとしていた。

　その時。

「懐かしい……じゃ……」

　途切れ途切れの掠れた声が、私の耳をくすぐった。

　私の独り言が聞こえていたのか、祐がなにか返してきたようだ。

　私はそっと目を開けた。

　そして。

「っ、え……？」

　ギクッとして、強張った声を漏らす。

　祐がシートから上体を起こし、私の方に身を捩っていた。祐からは遠い方の肘掛けに手をつき、囲い込むように乗り出してくる。

「ゆ、祐？」

　彼と同じように身を沈め、シートに頭まで預けていた私は、それ以上後ろには下がれない。なのに祐は、私との間隔をさらに詰めてくる。

「どうせするなら、とことん警戒しろって言ったろ」

「え？　あの……」

「俺の隣で目を閉じるとか。油断したお前が悪い」

　祐は肘掛けについた手を離し、私のシートの背もたれに肘から先をぴったりとつける。彼の腕に押され、シートがギシッと小さく軋きしむ。祐は私の瞳をまっすぐ正面から射貫いてくる。

「祐、あの……？」

　怯みながらも、目を逸らすことができない。

　ものすごく近くまで接近していることに気付き、私の心臓がドクッと大きく拍動した時、演奏はすでに第四楽章に入っていた。苦悩漂う苦しげな第三楽章が終わり、希望に満ちた明るく華やかな演奏に会場全体が揺さぶられる中。

　――いったいなにが起きているのか。

　理解できずに戸惑う私の視界を、祐の端整な顔が覆い尽くしていく。すぐ目の前で、彼の唇が『雫』という形に動くのを見た。

　彼が私を呼ぶ声は、なぜかはっきりと鼓膜に刻み込まれ――。

「っ……」

　私は、祐にキスをされた。この間のように、触れて軽く食むだけじゃない。祐は私の唇を舌で強引にこじ開け、あっさりと中に攻め込んでくる。

「う、んっ……」

　疾走感漂う演奏が繰り広げられる中、私は背筋をゾクッと震わせた。

　初めての深いキスに、体幹から湧き上がった痺れが、背筋を駆け抜け脳天を貫く。目の前に、星が飛んだような気がした。

　管楽器のキラキラした音色が、楽曲を華やかに際立たせる。歓喜のフィナーレに向けて、激しく力強い長大なコーダが一気に加速していく。

「ゆ、ゆた……」

　思わず漏らした声は、彼に舌ごと絡め取られる。甘い疼きをもたらす唇から逃げようとしても、私の頭は背もたれをズルズルと下がっていくだけ。

　それでも彼の唇は離れることなく、何度も角度を変えて私を追い詰める。唇が吸い上げられるたびに、聞き慣れない淫いん靡びな音が鼓膜に響く。

　いつもワクワクと胸を弾ませて聴き入ってしまう第四楽章が、どこか甘く刺激的に聴こえる。

　私の胸の鼓動は、限界を超えて高鳴っていた。せめてもの抵抗で祐の胸についた両手には、まったく力がこもらず、なんの意味もなさない。

　耳に届く演奏は、暗から始まった明の絶頂でクライマックスを迎えるべく、息をもつかせぬ勢いで突き進む。

　いつの間にか、抵抗を忘れてしまった私には……。

　それがまるで、祐とキスする私を祝福する、色鮮やかなファンファーレのように聴こえて、ただ……呆然としていた。










心を乱す強引な接近




「最近の雫さん、わかりやすくおっちょこちょいですね」

　先週末に心臓外科医局の歓迎会も終わり、年度末と比べて変わった医局の空気が、変化を吸収して定着し始めてきた四月の半ば。週の初めの月曜日。

　いつもより少し遅めのお昼休憩に入り、一緒に学食を訪れた美奈ちゃんが、フォークでクルクルとパスタを巻き取りながらそう言った。

　私はギクッとして箸を動かす手を止め、「え？」と聞き返す。

「雫が？　珍しいね」

　私の正面に座った早苗さんが、お味噌汁をズズッと啜って首を傾げた。

「例えば、どんな？」

「教授の来客対応でお茶こぼしたり」

　美奈ちゃんが、指を折って数え上げ始める。早苗さんは、そのいくつかに「あー、あるある」と、同調してくれながら苦笑している。

　私はあまりの羞恥に、その場に埋まってしまいたい衝動に駆られた。

　もちろん、なんの言い訳もできない。美奈ちゃんが口にした失態の全部、間違いなく私がやらかしたことだ。

　祐に突然誘い出されたコンサートの後……ほんの一週間ほどの間で。

　私は、あの時――。オーケストラ演奏が終わり、聴衆から割れんばかりの拍手喝かっ采さいが湧き起こる中、渾こん身しんの力を込めて祐を突き飛ばした。そしてアンコールも待たずに席を立ち、会場から飛び出した。

　あれから、祐の忠告を忠実に守り、家でも警戒を怠おこたらずに過ごしている。澄子さんにも、祐を家に入れないようにちゃんと言っておいたし、この週末は彼が奇襲攻撃を仕掛けてくることはなかった。

　そして、医局でももちろんのこと。祐が医局にいる危険性のある時間は、あえて外に出る予定を詰め込んだ。できるだけ、木山先生や教授について、祐とふたりにならないように、視界に入れないように徹底した。

　涙ぐましい努力のおかげで、これまでのところ、無事、祐と接触せずに過ごしてこれた。ところが……気を張りすぎた反動か、ちょっと緊張が緩んだ時、大事な仕事の場でミスを連発してしまっている。

「先週末の歓迎会でも。木山先生にお酌した時、手を滑らせて、ビール、バッシャ～って」

　その時のことを思い出したのか、美奈ちゃんがクスクス笑う。

　私はいたたまれない思いで、より一層肩を縮込めた。

　すると。

「あれはさすがにちょっと驚いたね～」

　そんな声と同時に、リノリウムの床に革靴がきゅっと鳴る音が近付いてきた。

　私だけじゃなく、美奈ちゃんと早苗さんも同じ方向に顔を向けて……。

「あ、木山先生。お疲れ様でーす」

　美奈ちゃんが一番に声をかけた。

　定食をのせたトレーを手に、木山先生が「お疲れ様」と返しながら、彼女が座る椅子の隣に立った。そして私に顔を向けて、クスッと笑って目を細める。

「本郷さんも、お疲れ様」

「す、すみませんでした！　先日は、本当に……」

　私は慌てて立ち上がって九十度の角度で腰を折り、深々と頭を下げた。

「いいよいいよ。ちょっとズボンが濡れたくらいだったし」

「う……」

　木山先生はそう言ってくれるけれど、彼が身につけるくらいだから、相当上質なスーツだ。私の手から滑ったビールの大瓶に、それほど中身が残っていなかったおかげで、水浸しの大惨事とまではいかなかったものの、彼のスラックスの膝あたりがびっしょり濡れてしまったのだ。さすがに脱いでもらって手洗いするわけにはいかず、クリーニング代をお支払いさせてもらおうと思ったのに、『いいからいいから』と、手をヒラヒラと振られてしまった。

「本当に、申し訳ありません。最近、特に木山先生にはいろいろと……」

　私は何度もペコペコと頭を下げた。

　そう、思い返すとキリがないくらい。文献タイトルの間違いから始まり、講義資料作成時のミスタッチに、コピー部数の間違い。手配を頼まれた応接室の使用申請で部屋を間違えて、人数に合わない狭い部屋で接客させてしまったり……。

　さっき美奈ちゃんが数え上げた失態のほぼすべてが、木山先生に絡むもの。もう本当に、信じられないくらい迷惑をかけている。

「今度、きちんとお詫びさせてください」

　彼を前にして改めて自己嫌悪に陥り、私は消え入るような声でそう言った。

「気にしないで。別に人命に関わるようなことじゃないんだし。あ、そっち。本郷さんの隣、空いてる？」

　だけど木山先生は気さくに受け流し、私と早苗さんの隣のふたつ向き合った椅子を軽く顎先で示した。

「は、はいっ。どうぞどうぞ」

　隣の椅子に置いたトートバッグを移動させながら答える。

　すると木山先生は「サンキュ」と言いながら、美奈ちゃんと私の後ろを通った。私の隣で足を止めると、配膳カウンターの方に顔を向ける。

　そして。

「お～い！　宝生先生、こっちこっち！」

　テーブルにトレーを置いて、軽く挙げた手を合図するように振った。

「えっ!?」

　私も椅子に座り直そうとして、中途半端な姿勢でピタリと止まり、素っ頓狂な声をあげてしまった。

「え？　宝生先生!?」

　ほとんど同時に、美奈ちゃんと早苗さんがちょっと声を上擦らせながら、木山先生と同じ方向に顔を向ける。四人全員の視線を浴びて、トレーを持った白衣姿の祐が、ギョッとしたように目を丸くして立ち止まっていた。

「席空けてもらったぞ」

　木山先生の呼びかけに頷き、祐が足を踏み出してこっちに向かってくる。

「うわ、ほんと！　美奈ちゃんが絶賛するの、納得のイケメンだね……」

　別の医局の早苗さんは、祐と対面するのは初めてのようだ。私の向かい側の席で大きく目を見開き、美奈ちゃんの方にわずかに身を乗り出す。

「でしょ、でしょ？」

　隣で美奈ちゃんが、何度も首を縦に振っているのが、私の視界の端っこに映り込む。

　徐々に大きくなる祐の姿から、私は目の焦点を外すことができない。

「宝生先生に任せる講義のオリエンテーションの後、そのまま一緒に来たんだ。な？」

　早苗さんの隣に回る祐に、木山先生が同意を求めるように顔を上げる。

　祐はテーブルにトレーを置きながら、「はい」と返事をした。

「あ、あの、初めまして！　私、整形外科医局の秘書をしてます！」

　祐とは初対面の早苗さんが、彼の方に身体を向けた。ペコッと頭を下げて、自己紹介している。祐も彼女に目線を動かし、ニコッと笑いかけた。

「ご丁寧にどうも。心臓外科医局助教の宝生です」

　挨拶を返されて舞い上がる早苗さんを横目に、私は祐から顔を背けた。

　食事はほとんど進んでいないけど、トレーを持って席を立ってしまいたい。だけど、みんなの前で、それはあまりにも不自然だ。

　結局、祐の姿を視界から排除するくらいしか、私にできることはない。

　とにかく、もう少し食べ進めよう。そうすれば、急ぎの仕事を思い出したとでも言って、先に戻ってもおかしくない。

「雫さん？　どうしたんですか？　なんかいきなり食欲出てきたみたいですね」

　急いで箸を動かし始める私を見て、美奈ちゃんがフォークに巻き取ったパスタをパクッと口にしながら首を傾げた。

「は、はい」

　必死になって口を動かし、くぐもった声で返事をする。

　美奈ちゃんと反対の隣の席から、木山先生が祐に話しかけるのが耳に届いた。

「しかし、宝生先生って多才なんだな。さっきの自己紹介、驚いたよ。まさかピアノが弾けるとは」

　どこか感心したような木山先生の言葉に、私の耳はピクッと反応して、せかせかと動かしていた手が止まってしまう。

「え。そうなんですか？　すごい！　ピアノ弾ける男の人って、いいですよね～」

　早苗さんが、いつもよりちょっとテンション高く反応を返す。

「そうそう。今日オリエンテーションに来てた女子学生、みんなそんな反応だった。『カッコいい～』って騒いでたよ。僕なんか、音符も読めないってのに」

　木山先生がボヤくのを聞いて、祐が困ったように苦笑する。

「子供の頃、無駄にいろいろ習わされたってだけですよ」

「へえ……そんなにいろんな習い事してたんですか？」

　早苗さんが話題を広げると、木山先生がそれに答える。

「宝生先生の実家、病院経営してて、彼はいわゆる御曹司だから。日舞も習ってたそうだぞ」

　早苗さんが「ええ～っ!!」と、なんだか悲鳴のような声をあげるのを聞いて、美奈ちゃんがクスクス笑いながら、一番端から身を乗り出した。

「ピアノなら、雫さんも弾けますよね。あ。毎年附属病院でやる年末恒例の『ジルベスターコンサート』、ふたりで心臓外科医局代表で出演するとか、どうです？」

「えっ!?」

　美奈ちゃんのとんでもない提案に、私はギョッとして大きく目を剥いた。木山先生が「おもしろそうだな」と同意するのを聞いて、私は慌てて彼の方を向いた。

「やめてください。無理です。私が習ってたのは、小学生の時のことで……」

　拒否したつもりなのに、「いいですね」と祐が私を遮った。

「今は自信がないっていうなら、教えてあげるよ。弾けないところは俺がカバーしてやる。本郷さんとは同級生だし、これを機にもっと仲良くしたいな」

「っ……」

　邪気のない祐の返事に、私は思わず言葉に詰まる。

　彼は私の反応を探るように、上目遣いに見つめてきた。バチッと宙の真ん中で目が合う。

　この間のコンサートで、至近距離から祐の瞳に射貫かれた感覚を思い出し、私の胸がドキッと震えた。

「えーっ。仲良く、って。なんか意味深じゃないですか？」

　早苗さんがちょっと拗ねた様子で、なんとも言えない羨ましげな視線を私に向けてくる。

　祐はふふっと受け流すように笑って、「どう？」と小首を傾げ、私に返答を促す。

　上目遣いに探ってくる瞳。私の反応のすべてが、観察されている。

　心臓が強く拍動する。全身に血が巡り、カアッと熱くなるのが自分でもわかる。

「っ、か……」

　からかわないで。

　この話題を引き取らなきゃいけないのに、そのひと言が喉に引っかかって言えない。

　祐は、私がドキドキと鼓動を高鳴らせているのを、しっかりと観察した後、ふっと口角を上げて微笑んだ。その口元に、私は意思に反して目を奪われてしまう。

「っ……」

　ドクッと、ひと際大きく心臓が跳ね上がった。

　祐の唇が動くのを見るだけで、コンサートの時のキスの感触が、私の中に蘇ってくる。甘く脳天を貫いた痺れが背筋を走り、こんな真昼間、みんなもいるのに頬が火照り出す。

　そんな私に、両隣と正面から不思議そうな視線が注がれる。

「本郷さん？」

　木山先生が私の横顔を見て、首を傾げるのを気にしながら。

「す、すみません！　私、失礼します！」

　もう、無理！という気持ちで、私はガタンと音を立てて立ち上がった。

　みんなの視線が私につられて上に向くのも構わずに、食べ残した定食のトレーを両手で持ち上げ、頭を下げる。テーブルにクルッと背を向け、下膳台に急いだ。

「雫さん!?」

　美奈ちゃんの驚いたような声が背を追ってきたけど、足を止めて振り返る余裕はなかった。




　医学部棟に戻り、階段を上ろうとしたところで、後ろからグッと肘を掴まれた。

　途端に、私の胸がドキッと跳ね上がる。

「おい。待てよ」

　振り返らずとも、誰だかわかる。

　不機嫌そうな祐の声に、私はギュッと唇を噛んだ。

　なんで追いかけてきたりするの。

　そんな疑問は、すぐに頭の隅っこに追いやった。

「は、離して！」

　声をあげると同時に、チラチラと視線を感じた。

　ちょうどお昼休みが終わる時間だ。午後の講義に備えて教室移動をする学生が、私の声を聞き留め、こっちを見ている。受け持ち講義のオリエンテーションを終えた後で、祐の顔を見知っている学生も多いようで、あちこちから「宝生先生」と呟く声も聞こえてくる。

　祐も注目されてることに気付き、わずかに眉を寄せた。

「こっち来い」

　軽く身を屈めて私に耳打ちすると、有無を言わせず、奥に向かう廊下に進む。

「ちょっ……！」

　百八十度近い方向転換が必要になり、足がもつれそうになりながら、私は祐の一歩後を小走りでついていく。

　祐は、一番手前の小教室を後ろのドアからひょいと覗き、誰もいないのを確かめて中に入った。私を引っ張り込んでから、ピシャリとドアを閉める。

　私は肩を大きく動かして祐の手を振り払った。それほど力を込めなくても、彼の手はすぐにほどけた。

「雫、俺は」

「もう……お願いします」

　祐が私の名前を呼ぶのを聞いて、遮るように口を開いた。

「お願いだから、もう私に構わないでください」

　言ってるうちに混乱しそうになり、額に手を遣って目を伏せる。

　私がいっぱいいっぱいになっているのは伝わったのか、祐もきゅっと口を噤んだ。わずかに片足を引くようにして、私とまっすぐ向き合ったのがわかる。

「あなたが私のせいで味わった屈辱……嫌ってほどわかりました。申し訳なく思ってます。謝ります、何度でも」

　なにを言っていいかわからないまま、無意識にかき上げた前髪を生え際から握りしめ、目を伏せ睫毛を震わせた。

「ごめんなさい。ごめんなさい」

　震える声で何度も謝罪を繰り返し、私は祐に深々と頭を下げた。

　祐は黙っている。

　これ以上なんと言って謝れば伝わるのか、どう考えてもわからなくて、私はひたすら同じ言葉を繰り返した。けれど、『許す』というひと言をもらえないまま、涙で声が詰まってしまい、私は唇を噛んだ。

　わずかな沈黙の後、祐がふうっと唇の先で吹くような息をした。

「婚約破棄のことを、今さら謝ってほしいわけじゃない」

「え……？」

「むしろ、俺の方がショックだ。この間も、今も……逃げ出すほど嫌かよ」

　思ったより静かで落ち着いた声に導かれ、私は恐る恐る顔を上げた。涙で潤んだ目を凝らし、祐の表情をじっと見守る。

　彼はどこか居心地悪そうに、私から目を逸らした。

「……またあの頃みたいに、って」

　祐は眉間に皺を刻み、険しく表情を歪めている。

「そう思ったのは、俺だけだったか？」

「え？」

　一瞬、祐がなにを指して言ったのか理解できず、私は反射的に聞き返した。

「森居さんがポロッとこぼした提案。実際に俺たちやったことある。この間のコンサートで、お前も『懐かしい』って言った。俺はあの時もずっと……」

　祐は目を伏せて声を尻すぼみにした。

　彼が口にした懐かしい記憶に、私もついつい導かれてしまう。

　そして、郷愁めいた感覚に襲われると同時に、やっぱり私は祐にされたキスを思い出し、カアッと頬を火照らせた。

　それを気付かれたくなくて、私は勢いよく顔を背けようとした。

　けれど、いきなり伸びてきた手に顎を掴まれ、顔の向きを固定されてしまう。

「なっ……！」

　私の頭の中では、瞬時に警鐘が鳴り響いた。

　とっさに身を竦ませる私の前で、祐が顔を歪めた。

「雫。俺とのキス。ゲームのヒーローなんかより、ずっとドキドキした。そうじゃないのか？」

「っ！」

「……なんで認めねえんだよ」

　顔を覗き込みながら問われ、心臓が怖いくらい飛び跳ねた。祐は私の反応を至近距離から確認して、つーっと目線を横に流す。

「教えてくれよ、雫。二次元の……ゲームの中の男が、俺ができる以上のこと、お前にしてくれるのか」

　祐は私の返事を待たずに、どこか忌々しげに口を開いた。

　なにかいつもと感じの違う彼に、私の胸は疼き、ドキドキとうるさく騒ぎ始める。

　黙ったままの私に焦れたように、祐が私の頬を両手でそっと包み込む。

　彼の手の感触に、私の身体はビクンと震えた。

「こんな風に触れてもくれない男にうつつを抜かして……そんなの、なにが楽しいんだよ？」

　私は彼に答えることもできないけど、わかりやすく逃げることもできない。

　どっちつかずの態度しか取れない私の唇を、祐が頬を包んだまま親指でなぞった。

「んっ……」

　彼の指が触れる感触に、私の記憶が煽られる。

　思わず小さな声を漏らした私に、祐はきゅっと唇を噛んだ。

「雫。謝罪なんかいらないから……俺を、好きになれよ」

「……え？」

　祐は私の下唇を親指で押さえながらそう言った。

『なに言ってるの』と聞き返したかった。でも、祐の瞳の奥で強気な光が大きく揺れるのを見た気がして、私は口を開くこともできない。ただただ、彼の指の感触ばかりに意識が向いてしまい、祐と目を合わすことすらできなかった。

　黙りこくっている私に、祐が目を伏せ、静かに繰り返す。

「ゲームなんかやってられなくなるほど、至極の恋、俺が全部教えてやるから」

「やめて……！」

　祐が次々に畳みかけてくる言葉は、ゲームの中でヒーローたちが私に囁いてくれた、ドキッとするセリフと、どこか似ている。

　なのに、リアルで祐の口から言われると、怖くなるくらい暴力的だ。

　とても聞いていられず、私は両手で耳を塞いで彼の声ごと遮断しようとした。

　そんな私の腕を、祐が強引に掴み上げ、抗えないほど強い力で、私を引き寄せる。

「っ、あ……！」

　靴の爪先が床にひっかかり、私は前につんのめってしまった。

　一瞬の隙をついて、祐が私に腕を回してくる。『あ』と思う間もなく、私は彼の腕の中にいた。

　強く抱きしめられているのを自覚した途端、私はゴクッと唾を飲んだ。激しく混乱したせいで、呼吸の仕方を忘れて息を止めてしまう。

「雫」

　身を竦めた私の耳元で、祐が声を低めて私を呼んだ。

　名前を呼ばれただけなのに、私は彼の腕の中で全身を強張らせてしまう。

「お前が自分から俺を欲しがるくらい、溺れさせてやる」

　傲慢な言葉を告げる祐の唇が、私の耳を掠めるのがわかる。

　私は抗うこともできず、ただ絶句した。

「二次元じゃ物足りないって、身体が疼くくらい。……二度と、逃がさない」

「二……度と、って……」

　祐のひと言が胸に引っかかり、私は喉に声が張りつくのを感じながら、呟いていた。

　彼の胸に顔を押しつけたまま、くぐもって不明瞭だったのに、声が届いたのか、私の身体に回った腕の力がふっと緩んだ。

　それに気付き、私はハッとして祐の胸を両手で突き飛ばした。そのまま、二歩三歩と後ずさり、祐との間隔を十分に広げる。

　逃げる私を黙って見つめて、祐は白衣のポケットに両手を突っ込んだ。そして、その口元に皮肉げな歪んだ笑みを湛える。

「現実と思えないくらい、夢見心地にしてやる。だから……さっさと俺に惚れろ」

　捨てゼリフのように聞こえるのに、なぜだか妙に甘美な香りの漂う言葉に、私の胸が跳ね上がった。

　祐はまっすぐ背筋を伸ばし、グッと息をのむ私に踵を返すと、大きな歩幅で教室を横切った。

　後ろ手でピシャリとドアを閉める背中を最後まで見送った途端、足からガクンと力が抜けた。そのまま、教室の床に、無様にもペタンと座り込んでしまう。

「っ、は……」

　ずっと上手く呼吸ができず、軽く酸欠状態だった。胸を喘あえがせながら大きく息を吸った私は、突如肺を満たした酸素にむせ返り、ゴホゴホと咳き込んだ。

「っ、な、なんで」

　呼吸が落ち着くのを待ち、生理的に浮かんだ涙を目尻に滲ませ、私はそんな独り言を口にした。

「なんで。どうして……」

　祐が私に告げたひと言ひと言、すべての意味がわからない。

　――逃がさないって、どうして……？

　私をドキドキさせてくれるゲームの世界でなら、文字を追っただけできゅんとしてしまうのに、祐に言われたら思惑がわからず混乱するだけ。

「なに……考えてるの……」

　激しく心を揺さぶられる感覚がただただ怖くて、私は胸元を両手でギュッと握りしめた。そして、がっくりと肩を落としてこうべを垂れ、啜り泣いた。




　その日――。

　医局に戻った後も、私の頭と心は、大型ハリケーンが襲来したかのように荒れ狂っていた。

　祐がずっと病院に出ていたのがせめてもの救い。それでも、講義資料の作成などという仕事にはとても集中できない。またミスを重ねてしまいそうで、残り半日、人に迷惑をかける可能性の少ない、簡単な雑務に徹した。

　終業時間を迎えると同時にパソコンをシャットダウンして、挨拶もそこそこに医局を飛び出した。

　寄り道してる余裕もない。私はまっすぐ家に帰り、夕食後は自分の部屋に引きこもり、ひたすらゲームに没頭した。

　これまでに集めたコインを使って翔君との恋をサクサク進める。いつもは、楽しみを後に残したくて、一日分のストーリーを終えると、先を続けることはほとんどなかった。なのに今は気持ちばかりが急いて……いや、進めないと気持ちが離れていきそうな気がして、機械的に画面をタップして、ドキドキできるセリフすら読み流す。

　ゲームの中の〝雫〟に感情移入できなかった。

　だって〝雫〟は、私じゃない。私が勝手に自分の名前をつけてプレイしているというだけで、私とは全然別の〝人格〟だ。生まれや生い立ちといった環境だけじゃなく、話し方も考え方も、翔君に対するリアクションも……好きな食べ物だって違う。

　まるで他人の恋を覗き見ているようだ。どこか後ろめたい、変な感覚に襲われる。

　翔君と恋を進めているのは私ではないんだから、覗き見という感覚も、正解なのかもしれない。

　途中で出てくる選択肢も、それほど考えず適当に選んだ。

　途端に、なんの前触れもなく、翔君と〝雫〟のキスシーンが展開された。心の準備もないまま思いっ切り見てしまったせいで、ドクンと大きな音を立てて心臓が跳ねる。

　変な罪悪感に苛さいなまれた私は、慌ててアプリを落とした。

　たとえ創られたゲームの世界でも、私はこうやってドキドキできる。

　だけどそこに、昼間祐に心を揺さぶられた時のような、体幹からゾクゾクとなにかがせり上がる感覚はない。

『さっさと俺に惚れろ』

「っ……」

　祐に抱きしめられたことを思い出した瞬間、彼が言い捨てた言葉が脳裏を過る。

　今までになく心臓が跳ね上がり、私は思わず胸に手を当てた。鼓動はドキドキと加速していく。

　胸が苦しい。

　私はスマホを手から落とし、ベッドの上で膝を抱えてうずくまった。全身に熱が帯びるのを感じて、たまらずベッドに突っ伏す。

　医局は私にとって大事な職場。なのに、そこで祐と顔を合わせるたびに動揺していたら、仕事が全然手につかない。このままじゃ、ミスばかりして、みんなにも迷惑をかけてしまう……。

「そうだ、ミス……」

　心の焦りが、私の思考をそこに導く。我に返った時、私は無意識に呟いていた。

　ミスの、お詫び。木山先生にも、ちゃんとお詫びしなきゃ。

　それを思い出して、私は時計を見てベッドから降りた。それから澄子さんが綺麗に片付けたキッチンに入り、食材のストックを漁ってみる。

　使える材料が見つかり、私は二時間かけて数種類のクッキーを焼いた。

　こんなものがお詫びになるかはわからない。だけどとにかく、明日、これを渡して改めて謝ろう。

　焼き上がったクッキーを一枚指先で摘まみ、味見がてらかじってみる。

　昔はお菓子作りも好きでよくやった。最近はあまりキッチンに立つこともなくて、ちょっと不安もあったけれど、どうやら身体が覚えてくれていたようだ。

「……甘い」

　大人の男性に贈るものだから、砂糖を控えめにしてみたけれど、それでもほんのり甘い。

　私は自分で呟いたその言葉に、なぜだか胸がきゅんとして、テーブルに突っ伏した。

　――そう、甘いんだ。

　祐が私に仕掛けることは、全部。

　屈辱を晴らすだけなら、〝意地悪〟に徹してくれればいい。そうすれば、こんなに動揺しない。日常生活に支障をきたすほど、混乱しないのに……。

　祐は、私が知らなくていいリアルを見せつけてくる。真綿にくるまれているように心地いい二次元ゲームの中から無理矢理引っ張り出して、私が知りたくない感覚や感情を、容赦なく刻み込んでくる。

『二次元じゃ物足りないって、身体が疼くくらい――』

「やめて、そんなの知りたくない」

　私はテーブルに突っ伏したまま、小刻みに肩を震わせた。




　翌朝、医局に顔を出していた数人の研修医が出ていった後、私は昨夜焼いたクッキーを木山先生に渡した。

「え？　僕に？」

　研修医たちと会話を終え、自分のデスクに戻ろうとしていた木山先生は、綺麗にラッピングしたクッキーの包みと私を交互に見遣り、きょとんとした目をした。

「はい。あの……最近の私の失態のせいで、いろいろとご迷惑をかけてしまっているので、そのお詫びに。こんなもので申し訳ないんですけど」

　どれもちゃんと味見をして、自分でも美味しいと思える出来映えだったし、その中でも綺麗に焼けたものを厳選して詰めてきた。だけど、手作りのクッキーでお詫びなんて、自分でも子供っぽい気がして、今頃になって恥ずかしくなる。

「あ、あの。迷惑だったら、捨てちゃってください。今度ちゃんとお食事にでも、と思って……」

　私は逃げるように目線を床に落とし、そう取り繕った。

　それには、「いやいや」と慌てたような声が返される。

「お詫びとか、気にしなくていいのに。律儀だね、本郷さんって」

　木山先生はハハッと笑い飛ばしてから、「でも」とひと言付け加えた。

「ありがたくいただくよ。クッキー？　僕は結構甘い物好きだから、嬉しい」

　気遣ってくれているのかもしれないけど、木山先生の返事にホッとして、私は顔を上げた。ちょっとぎこちない表情になりながらも、なんとか微笑んでみせる。

　そんな私に、木山先生は微かに表情を曇らせた。

「……で？　僕が気になるのは、本郷さんがこんな風にお詫びしなきゃいけないほど、ミスを連発してる理由の方なんだけど」

「え？」

　どこか声を潜める彼に、私はギクッと顔を強張らせた。

　私の反応を見て、木山先生は「はあっ」と声に出して溜め息をつく。

「本郷さんの仕事ぶりは、いつも評価している。僕は准教授で君の上司だから、仕事に支障が出るほど困ってることや悩んでることがあるなら、相談してほしいと思ってた」

「あ……」

　美奈ちゃんも含めて一緒に話をしている時は、上司とは思えないほど、砕けた気さくな人だと思う。医局のドクターたちだけじゃなく、私や美奈ちゃんにまで面倒見がいい。私の前の秘書さんの恋を後押ししたのも彼だそうだ。

　以前から知っている美奈ちゃんは、愛情を込めながらも辛辣にこき下ろしたりするけれど、少なくとも、私が知る木山先生はいい人だ。

　そんな彼が私の前で、上司の顔をして、心配してくれる。

　胸に、なにか温かいものがじわ～っと広がっていく。

　私は鼻の奥の方がツンとするのを感じながら、そっと医局内に視線を走らせた。

　大半の医局員は、全体朝礼のある月曜日の朝以外は直接附属病院に出向くため、この時間は人が少なく静かで閑散としている。しかも今日、美奈ちゃんは有給休暇を取っていて不在だ。いつもは教授室にいる園田教授も、一昨日から出張に出ていて、今、医局には私と木山先生のふたりだけ。込み入った話をしても、誰にも聞かれる心配はない。だからこそ、木山先生はそう言ってくれているのかもしれない。

　でも……。

　祐のことで困ってるなんて、どう説明すればいいんだろう。

　放っておいても女性の目を引く祐が、私をどんな風に困らせているか。

　それを上手く説明できる自信はないし、もし伝わったとしても……私が彼の婚約者だった過去を話さなきゃいけなくなってしまったら……。

「……いいえ」

　なんでもないんです。大丈夫。

　そう言ってごまかそうと思ったのに、私の声は詰まってしまった。

　それを聞いて、木山先生がギョッと目を丸くしている。

「え？　ど、どうした？　本郷さん」

　目をパチパチと瞬かせながら、木山先生が背を屈めた。そっと窺うように、私の顔を覗き込んでくる。

「す、すみません。私、あの……」

　木山先生の顔が近くにあり、驚いて私は慌てて顔を背けた。込み上げる涙をのみ込もうとして、ゴクッと喉を鳴らす。

「ちょっと座ろう。本郷さん」

　木山先生はそう言いながら私の手を取り、休憩スペースのソファに誘った。

　まず私を座らせてから、自分も隣に腰を下ろす。

「もしかして……宝生先生となにかあったとか？」

　少し低めた声で探るように問いかけられ、私は思わずズッと鼻を啜り上げた。

　次の瞬間、激しく動揺して、「えっ!?」とひっくり返った声で聞き返してしまう。

「あ、やっぱりそう？　なんかこの間も『かわいい』って言ってたし。昨日の学食での様子見ても、宝生先生が結構グイグイいってるのは読めたからね～」

　木山先生は予想が当たったというように満足げに目を細め、顎をさすりながら、うんうんと何度も首を縦に振っている、けれど。

「ち、違います、先生！　違うんです!!」

　私は焦って勢いよく口走った。木山先生は、私の珍しいテンションに目を丸くしながらも、「ん？」と首を傾げて先を促してくる。

　私は一度自分を落ち着かせようとして、胸に手を当てて大きく深呼吸した。そして、口を開く。

「言い寄られてる、とか。そう取られてしまっては、困るんです」

「それは、君が？　宝生先生が？」

「……宝生先生は、おもしろがってるだけなんです。そういうことに不慣れな私が、慌てて動揺してワタワタするのを見て、楽しんでるんです」

「楽しむって……」

　木山先生はほんのちょっと苦笑しながら、相槌を打った。

「で、本郷さんの方には、そうやっておもしろがられなきゃいけない心当たりでもあるの？」

「え？」

　逆に私は木山先生に訊ね返した。

　彼はふふんとちょっと悪そうな笑い方をする。

「我慢できずに泣くほど困っているのに、君は宝生先生から〝意地悪〟されてることも、上司である僕にも黙っていようとした」

　そう言われて、私は無意識にヒクッと喉を鳴らした。

「腑に落ちない。それに君たち、医局で出会ってまだ一カ月も経たないでしょ」

「……はい……？」

「それでどうして、宝生先生が君が〝不慣れ〟だと知っているのか。いや、知らないにしても、どうして本郷さんをいじめてからかって満足なわけ？」

　腕組みしながら小首を傾げ、木山先生は私に探るような視線を向けてくる。

「彼、そこまで鬼畜じゃないと思うんだけどなあ」

　木山先生の間延びした声を聞いて、私も余計なことを言ってしまったことに気付く。

「もともと知り合いなんだろ。宝生先生と」

　木山先生は私の反応を目を細めて観察しながら、ニヤニヤと笑う。

「あ、う……」

「いや、知り合いなんて浅いもんじゃないね。相当古くから縁深い関係にありそうだ。君が言えない理由も、そこにある」

　そう言われて、私はとうとう口ごもってしまった。

　木山先生はさすがにドクターだ。洞察力に優れていて、じわじわと、私と祐の関係の核心に迫ってくる。

「本郷さん。ついでに、もう一点。……これは医局でも僕や教授、それと当時からいる一部の講師しか知らないことだけど、宝生先生が研修医としてここに来ていた時、彼には婚約者がいた」

「っ」

「お相手は、宝生家に引けを取らない旧華族の血筋のお嬢様。家柄的にもなんの遜色もない。だけどその後、彼の婚約が破談になったことは、一部の週刊誌で記事になったし、僕も知ってる」

「……！」

　身を覆う頑強な鎧よろいを、ひとつずつ削ぎ落としていくような、木山先生の追い詰め方。ジリジリと崖っぷちに追いやられる感覚に、私は言葉を失った。

「君が医局の採用面接に来たのは、教授と浅からず縁のある大地主のお嬢さんだから、とか。本郷っていう名字は、確か戦国時代の武将の血を引く直系子孫の一族のものだと、なにかで聞いたことがある」

　木山先生は講義をするような口調で朗々と説明して、言葉を切った。そして、黙ったまま床に視線を落としている私を、横から斜めの角度で見つめてくる。

「君が宝生先生にどんな仕打ちを受けているのか知らないが、そもそも彼は理由もなくそんなことをする男じゃない。僕が思うに……本郷さん、君が宝生先生との婚約を一方的に破棄して、彼のもとから去った元婚約者だ。そうだろ？」

　伏せたままの横顔に、鋭い視線が刺さる。

　私は、膝に置いた両手で、無意識にスカートの裾をギュッと掴んでいた。

　木山先生の説明を聞きながら緊張感を漲らせていたせいか、喉がカラカラに渇いていた。声が引っかかるのを感じながら、私はなんとか口を開いた。

「宝生先生は……屈辱を晴らしたいだけで」

「屈辱？　……どうやって？」

　木山先生はどこか困惑したような口調で、私に質問を畳みかけてくる。

　けれど、それ以上はとても言えずに口を閉ざす私に、困ったように目を細めた。

「なんか、僕の想像以上に、複雑な引っかかりがありそうだな。だったら……仕方ない。こうなったら、君にもひと肌脱いであげよう」

　わずかな逡巡の後、大きく胸を張った木山先生に、

「は……？」

　私はちょっと訝しい気持ちで聞き返した。










予想外の恋人宣言




　四月の初めに心臓外科医局に迎えられた三人の研修医が、今、初めて園田教授が執刀医を務めるオペの見学に入っている。

　ここは、附属病院のオペ室中二階にある見学ルーム。

　初期研修医指導プログラムに組み込まれたオペ見学で、大きな窓ガラスから眼下のオペ室を見下ろしながら、木山先生がみんなに解説している。

「本日のオペは、大動脈弁狭きょう窄さく症しょうの患者に対する弁置換術です。最近ではＭＩＣＳと呼ばれる小切開術も行われますが、今回は胸骨正中切開法が採られています」

　木山先生が研修医を前に説明していると、大きな窓ガラスが、映像を映し出すプロジェクタースクリーンのよう。この見学ルームが大学の講義室みたいで、今まさに、彼の講義を受けているような気分になる。

　指導プログラムのアシスタントとして同行を求められた私も、ファイルを胸に抱えて、研修医たちの後ろからそっとオペ室を覗き込んだ。

　私の位置からだと、執刀医である園田教授とその第一助手を務める祐を、斜め横から見下ろすことになる。見学ルームの窓に背を向けている祐の横顔もはっきり見えた。

　祐は教授と同じブルーのガウンに身を包み、同色のキャップですっきりと髪を覆っている。大きなマスクに、目元にはルーペを装着していた。

　一見しただけでは、表情も人相もわからない。それでも、スラッとした長身に、ちょっと上がり気味の男らしいキリッとした眉から、それが祐だと認識できる。

「オペは人工心肺装置を使用し、心臓を停止させて行います。低体温下で上行大動脈の血流を遮断し、人工心肺装置に繋いでからが勝負。心停止時間が長くなると、心筋にダメージを与え、術後後遺症のリスクも高まる。心停止をいかに短時間で抑えるか。ここが、術者の腕が問われるところです」

　木山先生の説明が学生向けの講義のように丁寧だから、医療従事者ではない私にも眼下でどんなオペが行われているか、とてもよくわかる。

　研修医から「一般的に、本オペにおける心停止時間はどのくらいなのですか？」と質問が挙がり、木山先生はそれにも丁寧に答えている。

　彼らを横目に、私は再び術者ふたりに視線を落とした。それとほぼ同時に、スピーカーを通して、オペ室内の会話が聞こえてくる。

『体温、三十二度まで低下しました』

『よし。宝生君。心停止段階に入るぞ』

　麻酔科医の報告を聞いた園田教授が、ルーペの先をわずかに上げて祐に告げた。

　まさに人工心肺への切り替えが行われるようだ。

　研修医たちが一斉に祐を注視するから、私までゴクッと喉を鳴らしてしまう。

『はい。血流を遮断します。……鉗かん子し』

　祐は患者さんの術野に目を凝らしたまま、器械出しナースに淡々とした口調で指示した。園田教授の隣のナースが、血で赤く染まったグローブを嵌めた祐の手に、器具を渡す。

　外回りナースが、患者さんのバイタルを読み上げた。モニターで患者さんの状態を観察していた麻酔科医が祐を見遣り、ゴーサインを出す。

　目で会話するような合図の後、祐が鉗子を操った。患者さんの大動脈をクランプして、血流を遮断する祐の手元を、園田教授が見守っている。

　ガラスを隔てた見学ルーム内でも、みんなが固かた唾ずをのんでオペ室を見つめている。

　患者さんから、真剣な瞳を片時も離さない祐から、私も目を逸らせない。

「さあ、無事に切り替え終了。患者の心臓は拍動をやめ、停止した。ここからが一刻を争う。教授と宝生先生の腕の見せどころだ」

　木山先生がちょっと芝居がかった口調で解説するのを聞いて、研修医たちはほとんど張りつかんばかりに、ガラスに身を乗り出した。

　私も、ファイルを抱きしめた腕に、無意識に力を込める。

　麻酔科医は、患者さんの体温を三十度前後に保つために、薬液量を細かく調整している。外回りナースが、心停止からの経過時間を定期的に伝える。

　時間の経過と共に、向かい合ってオペを進めるふたりのドクターの額に汗が滲み出す。時折外回りナースが拭き取るのを見つめながら、私はきゅっと唇を噛んだ。

　この大動脈弁置換術は、心臓血管外科の専門医資格取得のために指定されているオペの中で、難易度的にはＢランクにカテゴリされるそうだ。

　研修医課程を終えて心臓外科を専門に選んだ祐が、絶対に目指すべき専門医資格。経験を積むべきオペ――。

　このオペで、祐が園田教授の第一助手として入ることは、ちょっと前から決まっていた。研修医が見学に入ることも、木山先生が引率することも。

　私が同行するように言われたのは、木山先生の〝ひと肌脱ぐ〟宣言の翌朝。まだほんの三日前のことだ。

『就いてもらうのは、あくまでも僕のアシスタント。プログラムの一環で、宝生先生のオペを見てもらうことになるだけだよ』

　当たり前の業務命令なのに、祐が関係することに怯んだ私に、木山先生は医局のデスクの椅子に座って、長い足を大きく組み上げながらそう言った。

　もちろん、拒否できることじゃない。それでも、祐と私の関係を知った木山先生が、なぜいきなりそんな業務命令を下したのか、その真意が測れなかった。

　だけど、こうしてオペをする祐を見ているうちに、その理由がなんとなくわかったような気がする。

『いくら元婚約者でも、さすがにオペ中の宝生先生を見たことはないだろう？』

　木山先生に言われた通り、もちろん祐がオペをする姿を見るのは、これが初めてだ。

　素直に認めるのは悔しいけれど、心臓外科医の祐は、文句なくカッコいい。とても素敵だ。意志に反して惹きつけられる感覚に、抗えない。

　思わず身を乗り出しそうになった時、同じ空間から視線を感じた。ハッとして顔を上げると、木山先生が私を見て微笑んでいる。

　私は慌てて目を逸らし、眼下のオペ室が視界に入らない位置まで移動した。

　つい見惚れていたところを、見咎められてしまった。

　なんとなくバツが悪い思いで、私は自分の靴の爪先を見つめることに徹する。

『本郷さんがどうして婚約を破棄したのか。僕はそこに興味があるんだけど、どうやら他人にはわからない根深いものがありそうだね』

　木山先生に言われた言葉が、脳裏に浮かび上がってくる。

『恐らく宝生先生自身も、破談にされた理由がわかっていないから、屈辱を晴らすなんて考えるんだろう。だから』

　木山先生は言葉を切って、私を上目遣いに見上げながら、ニヤッと笑った。

『いきなり宝生先生とふたりで話せとは言わない。まずは本郷さんが、宝生先生を知る努力すること。僕もできる限りのサポートをしてあげるよ』――。




　人工心肺からの回復を見届けて、私と木山先生は見学ルームを出た。

　研修医たちには、縫合まで見学して、後日レポートを提出するよう指示が出されている。木山先生は午後から大学で講義があり、引率指導は午前中だけの予定だからだ。

「どうだった？　元婚約者がオペをする姿を、初めて生で見た感想は？」

　附属病院を出たところで、そう訊ねられた。

　その言葉にはトラップがあるような気がして、私は慎重に受け答える。

「心臓外科医としての宝生先生は、立派だと思いました」

「それだけ？」

「はい」

　私の返事に、木山先生は「はは」と苦笑した。

「本郷さん、なかなか手厳しいな。美奈ちゃんなら、手を叩いて絶賛するだろうに」

　そう言われて、私は黙って肩を竦める。そりゃあ、美奈ちゃんは私と違って素直でかわいいから、と心の中で言い返し、気付かれないように小さな息を吐いた。

　木山先生がひと肌脱ぐと言ってくれた時、私と祐が医局内で接触せずに済むように図ってくれるのだと思っていたけど、どうやら違うらしい。

　私が祐を知る努力だなんて。ほとんど一緒に育ってきた幼なじみなんだから、祐のことなら知らないことの方が少ないのに……。

　どんよりした気分で空を見上げると、太陽はほとんど真南に昇っていた。

　お昼時だと自覚すると、なんとなく空腹を感じた。それは木山先生も同じだったのか、白衣の袖をちょいっと引き、腕時計で時間を確認している。

「十二時半か……学食混んでるだろうな」

　独り言のようだったけれど、私は同意して頷いてみせる。

　ちょうど学生の午前中の講義が終わった時間だ。医学部棟に一番近い学食はそれほど広くはないので、ピーク時に行くと席を見つけられないことも多々ある。

　お昼をとるのに時間がかかってしまうと、木山先生は午後一の講義に遅れてしまう。そこで私たちは、医学部棟に続くレンガ畳の通りから逸れ、購買部に向かうことにした。

　食事を手軽に済ませたい時にちょうどいい、お弁当やサンドウィッチなどがある。それを買って医局に戻れば、ちゃんと座ってゆっくり食べることができる。

　購買部に立ち寄り、それぞれ白いビニール袋を手に提げて医局に戻ってくると、美奈ちゃんがデスクでおにぎりを片手にランチタイムを過ごしていた。

　昼休みなのに、他のドクターたちがいないのは珍しい。広い医局でポツンとひとり、ちょっと寂しそうにしていた彼女が、私と木山先生に気付いてぱあっと明るい笑顔を浮かべる。

「あ！　木山先生。雫さん。お疲れ様でーす！」

「あれ、珍しい。誰もいないの？」

　木山先生も目を丸くして返事をしながら、医局の奥のソファに向かっていく。

「皆さん、病院の方が長引いてるみたいで。あ、私もご一緒していいですか？」

「もちろん。こっちおいで」

　木山先生に手招きされて、美奈ちゃんは自分のランチを手に、私の後からついてくる。二脚向かい合ったソファで、私と美奈ちゃんが並び、木山先生が向かい側に腰を下ろした。

「雫さん、教授と宝生先生のオペ見学でしたよね？　どうでした？」

　ビニール袋からデニッシュサンドを取り出す私に、美奈ちゃんが早速訊ねてくる。

　無邪気に隣から覗き込まれて、私の手は反射的にピタリと止まってしまった。

「雫さん？」

　美奈ちゃんが、きょとんとした顔で瞬きを繰り返す。向かい側のソファで、木山先生が焼きそばパンのラップを剥がしながらクスクス笑った。

「美奈ちゃんなら、『宝生先生、カッコいい～』って骨抜きになりそうなもんだけど、本郷さんの感想は辛口だったよ」

　木山先生がそう言うのを聞いて、美奈ちゃんが「ええっ」と目を剥く。

　私は慌てて、勢いよく首を横に振った。

「そんな、辛口だなんて！　立派でしたって言ったじゃないですか」

「立派なのは当たり前です。うちのドクターですもん。って、雫さん、本当にそれだけなんですか？」

　美奈ちゃんは、私の感想には不満げだ。

「私、外科医がオペする姿は、最高にカッコいいと思います！」

　おにぎりにパクリとかじりつきながら、力強く拳こぶしを握ってみせる美奈ちゃんの前で、木山先生が悠然と長い足を組み上げた。

「美奈ちゃんは、彼氏限定だろ？」

　ニヤニヤ笑いながらからかわれて、彼女は頬を染めてむうっと唇を尖らせる。

「限定とは言いません！　私も何度か心臓外科のオペ見学したことありますけど、皆さんカッコよかったですよ」

　木山先生に反論しながらせかせかとおにぎりを口に運んでいた美奈ちゃんが、「あ」と思い出したように口を丸く開けた。

「でも、木山先生のオペは見たことないですね～」

　からかわれた仕返しなのか、美奈ちゃんがちょっと意地悪に語尾を伸ばす。

　それを聞いて、今度は木山先生がムッと唇を結んだ。

「臨床から離れた研究医の僕じゃ、美奈ちゃんにカッコいいって思わせるのは、到底無理っぽいね」

　いつもの調子でやり取りをするふたりを見て、私も思わず表情を和らげた。

　木山先生が自分で言う通り、彼は臨床からは遠ざかっている研究医だ。学会での論文発表や大学での講義が多く、病院で姿を見る機会は少ない。

　木山先生とこの手の話題でやり合う美奈ちゃんを初めて見た時は、『准教授相手なのにすごい』と驚いたけど、今じゃふたりとも楽しんでいるのがよくわかる。だから、私もデニッシュサンドにかじりつきながら、和やかな気分でふたりを眺めていた。

　そのタイミングで、ドクター数人が医局に戻ってきた。焼きそばパンを頬張っている木山先生を見つけて、「先生！」と声をかけてくる。彼が「ん？」と顔を向けるのを見て、先頭に立っていた男性ドクターが小走りでソファに近寄ってきた。

「お食事中にすみません。今度の学会のことで、論文のご指導いただきたくて。お時間のある時、お願いできないでしょうか」

　もぐもぐと口を動かす私たち三人に視線を走らせながら、ドクターは少し恐縮した様子で用件を切り出す。それを聞いて、木山先生は口の中のものをごくんと飲み下してから、その場にすくっと立ち上がった。

「そういうことなら、早い方がいい。よければ今聞くよ」

　まだパンが入っているビニール袋を手に、木山先生はドクターを誘って自分のデスクに歩いていく。私と美奈ちゃんは黙ってその背を見送った。そして、デスクを囲んで早速相談に乗る木山先生を見て、美奈ちゃんはひょいっと肩を竦める。

「面倒見のよさはピカイチな先生ですよね。ああいうところはとってもいい人です」

　おにぎりの最後の欠片を口に放り込む美奈ちゃんに、私はクスッと笑った。

「美奈ちゃんと木山先生が仲良しなのはよくわかっているので、心配はしてません。でも、美奈ちゃん、ちょっと辛口だなあ～と思う時もありますけど」

「それは、木山先生がいちいち絡んでくるからいけないんです。……というか、雫さんの前の秘書さんの頃は、先生もまだ講師で、その時の准教授に楯突いたりして。もっと尖った感じだったんですよ」

　美奈ちゃんがわずかに意地悪な目をして木山先生を見遣り、そのままふいっと視線を外した。

「今みたいに丸くなったのは、准教授になってからです」

「そ、そうなんですね……」

　もう五年もここで事務員をしている美奈ちゃんがそう言うのだから、間違いないんだろう。その頃の木山先生がどんな感じだったのか想像してみようとしても、やっぱり私にとっての彼は気さくで面倒見のいいドクターという印象しかない。

「……でも、私にとっての木山先生は、やっぱり素敵な上司です」

　無意識にふふっと笑って呟くと、横顔に美奈ちゃんの視線を感じた。じーっと目を凝らして見つめられていることに怯んで、私はちょっと背を反らしながら彼女に顔を向けた。

「あの、美奈ちゃん。なにか？」

「さっきのオペの感想といい……雫さんは宝生先生よりも木山先生が好きですか？」

「……えっ!?」

　顔を覗き込み、探るように問われた意味が理解できず、私の反応は一瞬遅れた。

　ひっくり返った声を放って目を剥く私を、美奈ちゃんがおもしろそうに笑う。

「木山先生のことは普通に褒めるのに、宝生先生のことになると……雫さん、ものすごく慎重になって構えてるような言い方するんです」

　美奈ちゃんの鋭い指摘に、私は怯んだ。

「そ、そんなこと、ないと思いますけど」

　すぐに取り繕って、声をつっかえさせながら言い返す。

　彼女は私の返事には不服そうに、大きく首を横に振る。

「私、周りの空気に鈍くはないんです。雫さん、宝生先生が来てから明らかに変わりました」

　なぜだか胸を張って言い切る美奈ちゃんから妙な迫力を感じて、私は返事に窮して口ごもった。

「宝生先生が医局にいるとな～んか片肘張ってるな、って思ってたら、最近はもうわかりやすく避けてるし」

「そ、そんなことは……」

「この間、学食で一緒になった時、宝生先生が雫さんに興味持ってるのは確信しました。で、雫さんも、ものすご～く宝生先生を意識してる」

「……!?」

　悪戯いたずらっぽく目を細めて、自信満々に断言する美奈ちゃんに、私は不覚にも絶句してしまった。

「だからね、ここは私が同僚として、雫さんの背中をドンと押してあげるべきなんだろうな～って思ってるんです！」

　私が反応できずにいるのをいいことに、美奈ちゃんのテンションは急上昇していく。

「ど、ドンって。ちょっと、美奈ちゃ……」

「私が思うに、雫さんって私とは真逆で、好きな人にグイグイ行ける人ではないと思うんですよね」

「それはそうですけど。でも」

　なんとか言葉を挟んだ私を完全に無視して、美奈ちゃんは視線を宙に向ける。

「自分からは絶対に告白なんかしたことない感じ。いや、むしろ、恥ずかしがってばかりいて、好きな人の前から逃げ出しちゃうタイプかなあって」

「う」

　リアルの恋からドロップアウトしている私には、美奈ちゃんとの間で話題にできる経験談もないけれど、見透かされていることに驚いた。

　思わず視線を彷徨わせる私を見て、美奈ちゃんはニッコリと笑った。

「雫さん、逃げてちゃダメです！　私が押して、逃げるの止めてあげます！」

「っ、え。えええっ!?」

『任せて！』と言わんばかりにドンと胸を叩く美奈ちゃんについていけず、私は軽く腰を引かせて声をあげた。

　なんと言っていいかわからず目を白黒させる私を、彼女は観察するように小首を傾げる。

「私ね、確かに木山先生と話してる時はついついあんな物言いしちゃいますけど。木山先生と雫さんには、ものすご～く感謝してるんですよね、これでも」

　ちょっと恥ずかしそうにペロッと舌を出す美奈ちゃんに、私は何度も瞬きを返した。

「木山先生はともかく……私も、ですか？」

　美奈ちゃんが脳外科医局の准教授の彼に、猛アタックの末、恋を成就させた時のことを思い浮かべる。もともと、自分と同期の彼を美奈ちゃんに紹介したのは木山先生だし、『実は感謝してます』というのはよくわかる。

　でも、私はなにをしただろうか？

　どう思い起こしても、いまいち記憶を掠めない。

　そんな私をジッと見つめていた美奈ちゃんが、ふふっと小さな声を漏らした。

「雫さんが気付かせてくれたんです。彼が気になってたまらない気持ちが恋だって！」

　美奈ちゃんは、どこか照れくさそうに頬を染め、声に力を込めてそう言った。

「え？　私が……？」

　そうは言われても、恋愛なんかしたことのない私が、美奈ちゃんにどう恋を気付かせたというんだろう？

　眉を寄せて、思わず首を傾けてしまう私に、美奈ちゃんはやれやれと肩を竦めて、小さな溜め息をついた。

「雫さんが言ってくれた言葉、私は忘れないんですけどね～」

「言葉」

　ちょっと呆れたように唇を尖らせる美奈ちゃんに、自分の声で繰り返してみたものの、なにを言ったかは思い出せない。

　でも……なんとなく予想はつく。なにをどんな風に語ったとしても、それは私の実経験からのものではない。私が恋愛ゲームで感銘を受けたセリフの受け売りに決まっている。というのは、さすがに痛すぎて言えないけど……。

「あ……う……ええと……」

　消え入るように小さな声でモゴモゴと言う私に、美奈ちゃんはクスッと笑った。

「そんなわけで、私の恋のキューピッドは、木山先生だけじゃなく、雫さんもなんです。だから今度は私が応援します！　で……キューピッド同士って意味で〝雫さんと木山先生〟っていうのも、別に文句はないんですけど……」

　美奈ちゃんは唇に人差し指を当てて、目線を上向け、わずかに逡巡した。そして、ニッと口角を上げて微笑む。

「個人的には、木山先生より、宝生先生の方が絶対オイシイと思います！」

　美奈ちゃんは、握った拳に力を込めて言い切った。

「それは……イケメンだからですか？」

　私はちょっと呆気に取られてから苦笑する。

　彼女はまったく悪びれもせずに「もちろん！」と胸を張った。

「でも～……。それだけじゃないですよ。私から見て、雫さんには木山先生より宝生先生の方がいいと思います」

「えっ……」

　彼女がさらりと口にするのを聞いて、私の胸が微かに疼いた。

「なんでしょうね。同級生だからかなあ？　雫さんと宝生先生って、よくわからないけどお似合いな感じがします」

　美奈ちゃんがなんの気もなく言っているのはわかるけれど、私の胸はトクンと小さく跳ね上がった。

　お似合いって。私と祐のいったいどこが？と疑問を感じながらも、なぜだか心臓がドキドキと音を立てる。

　思わず胸に手を当て俯いてしまった私を、美奈ちゃんはニヤニヤしながら覗き込んでくる。

「雫さんも、宝生先生のこと嫌いなわけじゃないみたいですね。よかった」

　邪気のない笑顔であっさりと言われて、私はうるさく高鳴る鼓動を抑えるように、胸元をギュッと握りしめた。

　美奈ちゃんは私の反応を待つことなく、ふたつ目のおにぎりを手に取る。セロファンを剥がし、器用に海苔を巻く指を見つめながら、私は彼女に言われたことを胸の中で反はん芻すうしていた。

　祐のこと、嫌いなわけじゃない？　彼の言動に混乱して困ってるけど、嫌いなわけじゃないの？

　自分自身に問いかけてみたものの、答えは返ってこない。

　なんだか、胸がもやっとした。




　昼休みの終了を告げるチャイムが鳴ると、木山先生は講義のために医局から出ていった。私と美奈ちゃんはお互いのデスクに着き、いつも通り仕事を開始する。時々会話を交わしたりしながら、私は講師の先生に頼まれた大学講義用の資料作成を進めた。

　でも、会話が途切れると、お昼休みに美奈ちゃんに言われたことを思い出してしまう。それにつられるように、脳裏にはオペ中の祐の姿が浮かび上がってくる。

　私は医局秘書になってまだ一年半も経たないけれど、何度か見学ルームに入る機会があった。そのうち一回は、園田教授が執刀医を務めるオペ。あの時は、第一助手を講師の先生が務めていた。

　心臓外科医局の大御所、園田教授の助手で緊張していたのかもしれない。講師の先生は、硬くなっていたようだ。器具を間違えて指示して訂正したり、ナースが読み上げるバイタルを聞き間違えたり。何度か教授から『平常心で』と声をかけられていた。

　あの時のことを思い出すと、まだ心臓外科医としてはそれほど経験のない祐が、どれほど立派にオペをしていたか、すごく強く感じ取れる。

　彼は、昔と全然変わらない。いつも堂々として自信に満ちていて。初めて彼のオペを見た私の目にも、その姿はとても頼もしく映った。

　同級生とはいえ、生まれはほとんど一年の差がある。小学生くらいまでは、どうしたって同級生たちより成長速度が遅い私にとって、祐はなににおいても私の先を行くすごい人だった。

　といっても、アラサーの今となっては、生まれ月なんて、それほど大した問題じゃない。なのに今、私は改めて祐との距離を感じていた。

　幼い頃はただついていきたくて。並ぶこともできないのが、歯がゆくて。そのうち、彼の存在は遠くなり、やがて私は諦めた。追いつくことも、恋をすることも。

　だというのに、同僚として働く今、祐は私を簡単に惹きつけてしまう。それは悔しいようで、どこか懐かしいような、変な感覚。

　さっき見た器具を操る祐の手が、今もなお、目の前でしなやかに動いているみたいに感じる。思い浮かべるだけで胸がトクントクンと騒ぎ出す。

　これはどういう反応だろう？　ゲームをしてる時とは違う胸の高鳴りを、どういう言葉で説明していいのか、判断に苦しむ。

　それでも……今、こうして立派だと思った祐の姿を思い描くと、きゅんとくるものがある。美奈ちゃんに言われた通り、慎重になって口にはしなかったけど、私だってメスを振るう祐を、カッコいいって思った。

　胸がときめくこの感覚は、祐のことが嫌いなわけじゃないからだろうか？

　一瞬ボーッとしてしまい、パソコンで作成していた講義資料が、視界の中でもやっと歪んでいく。気が遠くなっていく覚束なさを感じて、ハッとして我に返った。

　慌てて頭を大きく振って、まるで映像のようにリアルに蘇る祐の姿を吹き飛ばし、その後はひたすら仕事に集中した。




　二時間ほど経った時、電話の一次対応をした美奈ちゃんが、「雫さ～ん」と言いながら、デスクから私を振り返ってきた。

「お電話代わってもらっていいですか？　園田教授のスケジュールの件みたいなんで」

　マウスを動かす手を止め、顔を上げて「はい」と返事をすると、卓上ホルダに挿してあるＰＨＳが着信音を奏でた。手に取りながら美奈ちゃんに軽く合図をする。

　彼女はそれを確認して、自分のデスクにまっすぐ向き直った。

「お待たせいたしました。心臓外科医局秘書の本郷と申します」

　私は電話に応答しながら、パソコンで作業途中だった資料を一度閉じ、教授のスケジュールをモニターに展開させた。

　相手は附属病院の院長秘書さんだった。来週末、ＧＷ前半を迎える金曜日の夜、会食をしたいというお伺いの用件。

　その内容と日時を聞いて、私は無意識に眉を寄せてしまった。

　困ったな……。その日程で入れるとなると、少し大がかりなリスケが必要だ。

「調整してご連絡いたします」と言って電話を切った時、ちょうどよく園田教授が医局に戻ってきた。それを見て、反射的に「あ！」と立ち上がってしまう。

「園田教授！　オペお疲れ様でした。あの……」

　ドア口に踏み出した途端、私は言葉をのんで足を止めた。

「ん？　本郷君、なんだい？」

　いつも通り、スーツの上から白衣を纏まとった痩そう身しんの園田教授の後から、ブルーのスクラブ姿の祐が続くのを見てしまったからだ。

　小教室で抱きしめられたあの日から、祐はずっと病院での業務に追われていて、医局に顔を出すことがなかった。だから私も、こうして近くで彼を見るのは、あれ以来のことだ。

　教授の声につられたのか、祐はチラッと私を見遣る。その目がふっと細められた。

　私が今日のオペの見学に入ったことを、聞いて知っているのかもしれない。

　胸の鼓動が飛び跳ねるのを見透かされたような気分で、私は祐から顔を背けた。

　そんな私に首を傾げながら、園田教授が近付いてくる。

「あ、その……す、スケジュールのことでご相談が……」

　私の前で足を止めた教授の後ろを、祐は素通りしていく。彼が教授室に向かうのを横目で気にしながら、私はそう切り出した。

「そうか。それじゃあ、本郷君の話も教授室で聞こう。来なさい」

「っ、え？」

　まさに祐が教授室のドアを開けるのを見ながら、私は素っ頓狂な声で聞き返してしまった。教授の声が聞こえたのか、祐もドア口で立ち止まり、こっちを振り返っている。

「ああ、宝生君も中に入って。スケジュールのことだから、それほど話は長くならない。待たせないよ」

「そうですか。わかりました」

　祐は教授に頷きながら、キビキビと返事をした。

「さ、おいで。本郷君」

　そう言われてしまっては、異論を呈することもできない。結局私は、ためらいながらも医局の奥の教授室に入った。

　窓を背にした大きく立派なデスクの前に、簡易的な応接セットがある。私は教授とは対面のふたり掛けのソファに、祐と並んで座る羽目になった。

「じゃ、聞こうか、本郷君」

　教授に促され、私は手にしていた手帳をゆっくり開いた。ちょっと大きく動いたら、隣に座る祐の腕に肘がぶつかってしまいそうで、意識的に仕草を小さくする。

「附属病院長から、お伺いがありまして」

　そう切り出した私が伝えた日付を、教授はデスクに置かれた卓上カレンダーで確認している。「ん？」とわずかに眉間を曇らせたのは、もちろんその日に出張予定があることに気付いたからだろう。

「困ったな。その日は宝生君と名な古ご屋やで国際医療フォーラムに出席した後、宿泊予定だったんじゃないかな」

　そう確認する教授に、私より早く祐が返事をした。

「はい。私は医療フォーラム後、東京に戻りますが、教授は翌日の午前中に中ちゅう京きょう医い科か大だい学がくで附属病院視察のご予定があり……」

　そう、それは私ももちろん把握していた。

「院長との会食は、他の日にできないのか？」

「それが……七月に行われる血液内科医局の教授選の件で、他医局の教授も招かれているとのことでした。……僭せん越えつですが、ほとんど教授会のようなものになるかと……」

　ちょっと言いづらい気持ちで答えると、教授も眉を寄せて溜め息をついた。

「なるほど。それでは、私は東京に戻るしかないな。翌日の予定は、木山君に代わってもらうわけにはいかないかね？」

　教授がここで自分の代わりに木山先生にお願いしようとすることは、私も予想していた。

「あいにく、木山先生は前日から連休のご予定で……」

　手帳のページをめくって返事をする私の隣で、祐が軽く身を乗り出した。

「教授。それなら、病院視察は私が引き受けますが」

「え？　宝生君が？」

　祐の申し出を聞いて、園田教授は何度か目を瞬かせた。祐は私の隣で軽くソファに背を預け、「はい」と返事をする。

「ご視察ということなら、なにも准教授、教授である必要はないかと思います。東京に戻られた園田教授が、また出向くのも大変ですし、私が代わりに残ればいいだけのことです。それが一番リスケもスムーズなのでは？」

「まあ、確かにその通りだが……なにせ宝生君はあちらの院長や教授と、まだ面識もないことだし。そうなると、彼らに君を紹介できる人間を同行させた方が……」

　祐の申し出に頷きながらも、教授はそう言ってわずかに逡巡した。

「でしたら」

　隣で祐が微笑む気配を感じた、次の瞬間。

「本郷さんにご同行願えませんか」

「……えっ!?」

　祐の横顔をそっと窺っていた私の耳に、とんでもない言葉が飛び込んできた。

　ギョッとして目を剥く私に、祐は意地悪な横目を流してくる。

「中京医科大学と東都大学は以前から懇意にしてますし、医局秘書の本郷さんなら、あちらの院長や教授と面識があるかと思ったのですが」

「ああ。確かに本郷君には、去年面通ししてもらったね」

「ちょっ……待ってください、あのっ！」

　一瞬、頭の中が真っ白になり、私の返事はワンテンポ遅れた。

「でも、ＧＷか。本郷君、なにか予定があるかい？」

　教授は私の呼びかけに反応して、まっすぐ顔を向けて訊ねてくる。

「いえ、そういうわけでは。でも……」

　祐に同行するのは嫌だと、はっきり言うわけにもいかない。私は言葉に詰まってしまった。

「それならお願いできるかな。休日出勤で悪いが、本郷君。宝生君のアテンドを頼むよ」

　園田教授の鶴のひと声。

　そうまではっきり頼まれてしまっては、私にはもう反論の余地もない。

「は、い……」

　反射的に返事をしながら、頭では、とうとうこの日が来てしまった、と激しく動揺していた。いつか祐の出張に同行することもあるだろうと覚悟はしていたけど、予想外に早く、しかもむちゃくちゃ急だった。

　どうしよう。出張はもう来週だ。

　普通、学会などで同行する際は、もっと早くから出張の予定が立てられる。だから、心の準備をする時間もあると思っていたのに……。

　いきなり来週に決まってしまい、心構えができないまま、私の焦りはじわじわと煽られていく。

「よし。では本郷君、手配を頼むよ」

　園田教授がにこやかにそう言った時、教授のデスクのＰＨＳから着信音が聞こえた。教授はソファから立ち上がり、デスクに向かっていく。

　呆然と教授を見送る私の隣で、祐がソファに背を預けたまま、長い足を組み替えた。彼の黒い革靴が、床から持ち上がるのを、私はただ視界の端っこに映すだけ。

「公然と、ふたりきりだな。どうせなら一緒に前泊して、観光して帰ってこようか」

　いつもよりトーンを低めた声で、祐が呟いたひと言に、胸の鼓動が大きくリズムを狂わせた。激しく動揺しながら、急いで立ち上がる。

　マズい。かなりマズい事態だ、これは。来週から始まるＧＷ、土曜日は連休初日に当たる。午前中の新幹線が、今から簡単に押さえられるとは思えない。とにかく早く手配しなければ……！

　絡みつくような祐の視線は無視して、私は電話中の園田教授に、勢いよく頭を下げた。教授が軽く手を挙げて合図してくれるのを横目に、急いで教授室から飛び出す。

「お帰りなさーい」

　医局に戻った私に、美奈ちゃんが呑気に声をかけてくれる。

　それに返事をする余裕もなく、私は自分のデスクに着いた。パソコンのロックを解除して、インターネットに接続する。もちろん、アクセスするのは鉄道会社のホームページ。新幹線のチケットをネットで購入できるページだ。

　焦りでバクバクする心臓が苦しい。

　私は胸に手を当てながら、来週土曜日、朝の空席を探した、けれど……。

　そこに表示されるのは、無情にも『空席無し』を示す『×』の記号だけ。

　飛行機の便も探してみたけど、バカ高い正規料金ですら満席という始末。

　絶望しながらマウスから手を離し、私はデスクの上で頭を抱え込んだ。

　どうしよう。当日の新幹線が取れない。

　このままでは、祐と一緒に前泊するしかなくなってしまう……！

「雫さん……？」

　切羽詰まった気配が伝わったのか、美奈ちゃんがどこか遠慮がちに声をかけてくる。

　それでも私は顔を上げることができず、どうしよう、どうしよう……と考え込んでいた。




　講義を終えて医局に戻ってきた木山先生に、私は縋る思いで声をかけた。

　とにかく、どうしたらいいか教えてほしい。

　事務のデスクで聞き耳を立てている美奈ちゃんを気にして、オロオロしながら用件を告げると、木山先生は隣の応接室に場所を変えて、私の話を聞いてくれた。

　初めは穏やかだった木山先生の表情が、少しずつ険しくなっていく。そして私が話し終えると、彼はふうっと小さな吐息を漏らした。

「やれやれ。宝生先生、本当に本郷さんにご執心なんだな」

　木山先生は、困ったように「はは」と乾いた笑い声をあげる。

「で、ですから、ご執心とかそうじゃなくて……」

　私が否定するのを聞いて、木山先生も思案顔で眉を寄せた。

「僕が代わってあげられたらよかったんだけど、友人の結婚式なんだよね。宝生先生の要求も、職務上秘書に求める業務として間違ってないから、止められない」

「それは……わかってます。わかってるんです……」

　自分でも途方に暮れて言葉に詰まってしまう。

　園田教授にも『頼む』と言われてしまった業務命令だ。もちろん、行かないなんて言わない。

　でも、出張中はずっと祐とふたりきりだ。業務以外でも食事や移動は一緒にならざるを得ないのに、いったいどうしたらいいだろう……。

　追い詰められた気分で目を泳がせる私を横目で見遣り、木山先生はそっと肩を竦めた。

「参ったな。仕事だと割り切れないほど、嫌か。……でも、宝生先生が君にちょっかいを出せないようにすれば、我慢してもらえる？」

　木山先生は大きく広げた足に肘をつき、組み合わせた両手の指に顎を置いた。軽く背を屈めた姿勢から、私を上目遣いに見つめてくる。

「それは、あの……嫌がってもいられないのは、わかってますので……」

　最後は濁して俯く私の耳に、木山先生の小さな溜め息が聞こえてきた。

「ひと肌脱ぐって言ったしね。それじゃあ、宝生先生が変な気起こさないよう、ちょっと防御線張っておくかな」

　そう言って、木山先生がソファから腰を上げる。

「え？」

　彼の言葉と行動につられ、私も顔を上げて聞き返した。

「宝生先生は？　まだ教授室にいる？」

「は、はい。今日のオペのことで、園田教授とお話しされていて……」

　訊ねながらさっさとドアに向かう木山先生に、私も慌てて立ち上がって返事をした。

　彼はそれを聞いて「よし」と呟く。

「あの？　木山先生……？」

　応接室を出て医局に戻るその背を追い、遠慮がちに呼びかけた。

　医局に足を踏み入れた途端、美奈ちゃんが顔を上げて、「お帰りなさ～い」と明るく声をかけてくれる。

「おふたり揃って、なんのお話ですか～？」

　早速探ってくる美奈ちゃんに、木山先生は困ったように眉をハの字に下げた。

　その時、教授室のドアが開き、中から祐が出てきた。彼はドア口で深く頭を下げ、中にいる園田教授に丁寧な挨拶をしている。

「教授、ご教きょう鞭べんいただき、ありがとうございました。失礼します」

　それを見て、私の目の前で木山先生がピタリと足を止めた。

「グッドタイミング」

　そう呟く背中に、私は勢い余って激突してしまう。

「ぶっ……」

　思わず鼻に手を当てて顔を上げた私の視界の中で、木山先生がいつもと変わらない調子で声をかけた。

「宝生先生、お疲れ様」

「あ、木山先生」

　祐は教授室のドアを静かに閉めてから、私たちの方に顔を向ける。その視線が、私の上で止まった。祐が訝しげに眉を寄せる。

　私は身を縮め、木山先生の後ろに逃げ込んだ。

「なかなか立派なクランプだったね。人工心肺への移行もスムーズだった。園田教授もご満悦だったろ？」

　先ほどのオペでの手技を褒める木山先生に、祐が「まだまだですよ」と謙けん遜そんする。

「一応合格点だと言ってもらえましたけど。教授からは教わることが多くて、ほんと、勉強になります。あ、ぜひ今度、木山先生にもご指導いただきたいですね」

　新米助教としては模範解答みたいな祐の返事。木山先生は、ほんのちょっと苦笑した。

「僕は今はそれほど難しいオペの執刀はしていないからな。研究論文の指導なら、喜んでいくらでも」

「助かります」

　ふたりのドクターが交わすのは、医局ではよく聞く上司と部下の会話、そのもの。

　それに聞き耳を立てているのは私だけじゃない。美奈ちゃんもパソコンに向かって仕事をしながら、肩越しにチラチラと視線を向けている。私と目が合うと、どこか慌てた様子で、顔をパソコンに向け直した。わざとらしいくらいピンと背筋を伸ばし、仕事に集中する素振りを見せる。

　そんな彼女に苦笑していると、祐が、「で？」と私に短く訊ねかけてきた。

「本郷さん。さっきから、なんで木山先生に隠れてるの？」

　からかい交じりにクスクス笑いながら、ひょいっと首を傾げて私を覗き込んでくる。

「本郷さんも、木山先生と一緒に見てくれてたんだろ？」

　不意打ちで視界に入り込んできた祐の姿にドキッとして、私は無意識にゴクッと唾を飲んでしまった。

「よければ、本郷さんの感想も……」

「あ。そうだ。宝生先生」

　目を細めて言う祐と私の間に、木山先生が立ち塞がり、彼の視線を阻んだ。

「木山先生？　なんでしょう？」

　邪魔されたような格好になり、祐が怪訝そうな声を漏らす。

「僕も今聞いたんだけど、なんでも来週、本郷さんを出張に同行させるとか」

「……なにか、マズいでしょうか？」

　直球で向けられたその話題に、祐が笑みを引っ込めた。

　私も、木山先生がなにを言おうとしているかは想像できない。なにかソワソワと不安な気分になり、そっと横に出て彼を見上げた。

「あの……木山先生？」

　窺うように呼びかける。木山先生は祐に向けて「マズくはないんだけど」と言ってから、私を見下ろしニコッと笑った。

「これを、チャンスとは思わないでほしい」

「え？」

　木山先生がさらりと告げた言葉に、祐が警戒するように聞き返した。

「宝生先生、本郷さんと仲良くなりたいって言ってただろ。僕としては、仕事とはいえ、君と彼女をふたりきりにはしたくないんだよね」

「……はい？」

　祐も木山先生がなにを言おうとしているか、読めないのだろう。

　視界の端に映り込んだ祐が、眉を寄せるのを見て、私も木山先生に声をかけた。

「せ、先生……？」

　私と祐、ふたりの視線を受けても、木山先生は飄々とした笑みを浮かべたまま。

「だからね。約束してくれるかい。あくまでも仕事。僕がいないところで、実力行使とか考えないこと」

「実力行使って……」

　そう言われても、木山先生の真意が測れない様子で、祐は困惑したようにその言葉を繰り返す。

　私は慌てて木山先生の白衣の袖をちょんと引っ張った。

「先生、なにを仰るんですか？　いったい……」

「君もだよ、本郷さん。いくら宝生先生がイイ男だからって、なびいたりしたら許さない」

「え？」

　木山先生がおどけた調子で言って、片目をバチッと瞑つぶる。聞き返した私と祐の声が被った。

「え？じゃないよ。だって君はもう僕の彼女だから。上司としては出張を止めることはできないけど、君の恋人として、宝生先生にも釘は刺しておきたいんだ」

「彼女……？」

　私には、どうにも聞き慣れない言葉。

　耳にしたそのままを、無意識に自分の口で繰り返して呟いた。

「なっ……嘘ですよね、恋人って……」

　祐がギョッとしたように、上擦った声で質問を畳みかけた。

　木山先生はふふっとおもしろそうに微笑み、胸の前で腕組みをする。

「本当だよ。なんだか宝生先生が積極的で、僕も焦ってたんだけど。この間、手作りのクッキーをもらって、嬉しくて」

「クッキーって。あ……！」

　クックッと声を漏らして思い出し笑いをする木山先生に、私はハッと息をのむ。

「手作り……本郷さんから？」

　祐が困惑した瞳で、『本当か？』と言いたげに私を見遣ってくる。

「そう。手作りって、なかなか意味深じゃないか。これは脈ありか？って思って、僕の方から本郷さんに交際を申し込んだ。で、ＯＫをもらえた」

　祐は大きく目を見開き、言葉に詰まった。

　あまりの事態に呆然としていた私もようやく我に返り、焦って口を開いた。

　けれど。

「ええええっ!?　木山先生と雫さんが!?　ま、マジですかあっ!?」

　相変わらず聞き耳を立てていたらしい美奈ちゃんが、医局の窓がビリビリと振動するくらい素っ頓狂な声をあげた。

　おかげで、「先生」と呼びかけた私の声は、完全にかき消されてしまった。










防御線上のジレンマ




　木山先生の突然の〝恋人宣言〟の真相は、私と先生当人しか知らない。

　木山先生は、〝サポートする〟という言葉を、有言実行してくれたまでのこと。

　彼自身が言った通り、上司としては出張を止めることはできないけど、祐に対して防御線を張ってくれたのだ。

　上司である木山先生から、〝僕の彼女に手を出すな〟的な忠告を受けた祐は、目を剥きはしたものの、すぐに気を取り直した様子で、「そうですか」とだけ返した。そして黙って木山先生に会釈して私の横を擦り抜けると、白衣を翻して医局から出ていってしまった。

　木山先生の恋人宣言を本当に信じたか、その淡々とした声と表情からではわからなかった。

「信じてくれた……かな。反応が静かで、効果がわからないな」

　私と同じように祐の心中を測りかねているのか、木山先生も曖昧に首を傾げた。

　私も同意を示して、何度か頷いてみせた、けれど。

「せ、先生っ！　本当に申し訳ありません！　私のためにあんな嘘を……！」

　ハッと我に返って、すぐに木山先生に謝罪をした。ペコペコと頭を下げる私の横で、美奈ちゃんが「え？」と裏返った声を出すのが聞こえた。

「え？　嘘？　木山先生と雫さんが付き合い始めた、ってのがですか？」

　ポカンとした顔で呆けていた美奈ちゃんが、いつの間にかこちらへ歩いてきていた。私と木山先生を交互に見遣る彼女に、先生が「はは」と苦笑する。

「まあ……ね。ちょっとワケありで」

　そう言って、木山先生は美奈ちゃんに、恋人宣言は偽証だと説明したけれど、彼女は納得いかないといった表情で眉間に皺を寄せた。

「でも、なんで宝生先生にそんな嘘つく必要があるんですか？」

　美奈ちゃんは鋭く疑問を呈して、私にジトーッとした目を向けてくる。

「み、美奈ちゃん。あの……」

「さっきの木山先生、宝生先生を牽制してるみたいだったし」

　美奈ちゃんは不信感丸出しの目で、私に激しくツッコんでくる。慌てて言い繕おうとしたけれど、美奈ちゃんの目力は変わらない。

「木山先生が割って入らなきゃいけないほど困ってるの？　そこまでするほど、宝生先生が嫌いなんですか？」

　胸の前で腕組みをして、次々と質問を畳みかけられ、私は返事に詰まり口ごもってしまった。木山先生も困ったように肩を竦め、この場をどう収拾するか、判断を委ねるように私を見る。

　どこか気まずい沈黙が流れ、結局私は観念するしかなくなった。

「木山先生を巻き込んでしまって、本当に申し訳ないです。私と宝生先生には、ちょっと込み入った事情がありまして……」

　そう前置きをして……美奈ちゃんにも、祐との関係を白状することになってしまったのだ。




　その日の帰り、美奈ちゃんに『話し足りません！』と腕を取られ、大学の最寄駅の駅ビルに立ち寄った。セルフサービス形式のカフェでそれぞれ会計を済ませ、奥まったテーブル席に移動する。

　店内はおひとり様や少人数のグループ客ばかりで、それほど混雑していない。私たちは向かい合って座り、会話を始める準備をするかのように、ドリンクで喉を潤した。

　頭が疲れて甘い物が欲しくなった私は、普段あまり頼むことのないホットのキャラメルラテ。美奈ちゃんは喉越しよさそうなアイスロイヤルミルクティーだ。

　ストローで一気に数口飲んだ後、美奈ちゃんは「はあ」と声に出して息を吐き、私を探ってきた。

「もう聞いても大丈夫です？」

　有無を言わさず、ここに連れてきたわりに、美奈ちゃんは私のタイミングを窺う。そんな彼女に苦笑して、私は「はい」と頷いた。

「なんかもう……おふたりに話してみたら、ちょっとすっきりしました」

　美奈ちゃんには、木山先生に話したのと同じく、祐が元婚約者だということを告げた。それが、お互いの気持ちもなく、もちろん恋愛関係から発展したわけでもない、いわゆる政略的なものだということも。

　美奈ちゃんと一緒に話を聞いてくれた木山先生は、納得したように黙って何度か頷いた。そして、こう言ってくれた。

『そういうことなら、もうしばらく宝生先生の前では、僕と付き合ってる設定、続けておこう』

　その後、美奈ちゃんは黙々と仕事に取り組んでいたけど、どうやらずっと、私の話を考えていたようだ。だからこそ、終業と同時に私を捕まえに来たんだろう。

　私の返事を聞いて、美奈ちゃんは少し緊張した様子で表情を引きしめ、テーブルの上に両腕をついて身を屈めて切り出した。

「ほんと言うと……多分木山先生も、口で言うほど納得してないと思います」

「え？」

　開口一番にそう言われ、私はきょとんとしてパチパチと瞬きをした。

「政略的な結婚とか、私には全然無縁なので、本当のところどうなのかは想像しかできないですけど。雫さんが言ったように、お互いに好意なんかなかったっていうのは、違うと思います！」

　美奈ちゃんは、勢い込んでググッと身を乗り出してくる。私は胸を跳ね上げながら、わずかに背を逃した。

「そんなこと言われても……実際、私の祖父が強引に進めただけのことで」

　美奈ちゃんの剣幕に怯みながら、モゴモゴと口を動かして言葉を挟んだ。そんな私に構うことなく、彼女は距離を狭めてくる。

「お話聞いて思いました。宝生先生は絶対、その頃から雫さんのこと好きだったんだなって」

「え……？」

　なぜだか強気で断言されて、私はドキッとしながらも困惑して聞き返した。

「なに言ってるんですか。そんなことあるわけないです」

「客観的にふたりを見ればわかります」

　平然と畳みかけられ、私も言葉に詰まってしまった。

　美奈ちゃんは私をジッと見つめてから、「ふうっ」と唇をすぼめて息をつく。

「適当なこと言ってるわけじゃないですよ、私」

　そう言って少し身を起こし、私に上目遣いの視線を向けてくる。

　いつもはのほほんと呑気な美奈ちゃんだけど、こういう時、意外と鋭いのは私もよく知っている。だから、彼女がなにをどう見てそんなことを確信しているのか気になり、黙り込んで続きを促した。

　美奈ちゃんは一度大きく深呼吸してから、再び口を開いた。

「私……研修医時代の宝生先生、知ってます。ほんの数カ月間で、先生はいつも忙しくて。あんまりゆっくり会話したことはなかったけど、彼に婚約者がいるっていうのは、聞いたことありました」

「……あ」

　美奈ちゃんに導かれるように、私は木山先生にもそう言われたことを思い出した。

　彼女は医局の中でも古株だから、研修医時代、祐が婚約していたことを知ってても不思議はない。

「あの通りのイケメンだし……同じ研修医だけじゃなく年上の女性ドクターからも、随分と誘われてました。でも、『婚約者がいるので』って門前払いで、全然なびかない。一見遊んでそうなのに、結構誠実な人だなあって思ってました」

　美奈ちゃんが、真剣な顔で言葉を重ねてくる。

「そりゃあ……単に、本人にその気がなくて、断るのにちょうどいい理由だったとか」

　それを聞いて、美奈ちゃんは焦れたように、「もーっ」と唸った。

「そこで揚げ足取らないでください。第一、宝生先生、誰から見ても肉食王子です。もしも、雫さんのこと好きでもなんでもなく、迷惑な婚約者だったら、ちょ～っとくらいなら、誘いに乗りそうなもんでしょ」

「まあ……そんなもんですかね……」

　頬を膨らませる彼女に同意して、私は自分のカップに口をつけた。私にしては相当珍しいチョイス。まったりと甘いキャラメルラテが、ゆっくりと喉を伝っていく。

「でも。さっき、その婚約者が雫さんだって聞いて意外に思ったんですよね」

　私がカップをテーブルに戻すのを待って、美奈ちゃんが先を続けた。

「なんというか……宝生先生が医局に来てからのやり取りを見てても。あの宝生先生が、雫さんには手をこまねいてる感じがしていたので」

　彼女は言葉を考えるように、両手で頬杖をついた。目線を上に向けて、どこかぼんやりした表情を浮かべる。

「ゆ……宝生先生と私じゃ、明らかに不釣り合いです。少なくとも、彼が過去に付き合ってきた女性とは、全然タイプが違います。そういう意味で、接し方に戸惑うのは当然で……」

「んー……。そういうんじゃないんですよね。宝生先生って昔から絶対にモテただろうし、雫さんも想像してると思いますけど、婚約するまでは絶え間なく彼女がいたんじゃないかな、と。つまり、言ってみれば、恋愛慣れした百ひゃく戦せん錬れん磨まの男。……なのに、雫さんには余裕がなくて不器用というか」

「……え？」

　美奈ちゃんがなにを言いたいのか判断できず、私は無意識に首を傾げた。口を挟まずその先を促すつもりで、キャラメルラテのカップを手に取る。

「確かに、実際に付き合ってきた女性と雫さんじゃタイプが違うっていう理由もあるかもしれないけど。グイグイ強引に行くのも宝生先生が必死だからで、怯んで逃げちゃう雫さんにどう踏み込んでいいかわからない。そんなジレンマに陥ってるんじゃないかな、と」

「必死……？」

　それには違和感しかない。

　反射的に聞き返すと、美奈ちゃんが大きく頷く。ストローを回してロイヤルミルクティーを数口飲むと一度息をついて、困惑する私に視線を向けた。

「ねえ、雫さん。雫さんは、宝生先生が嫌いですか？」

　美奈ちゃんの静かな質問に、私は一瞬言葉に詰まった。返事に困り、テーブルの上で組み合わせた自分の手をジッと見つめる。

「……嫌い、です」

「どうして」

「だって私は、彼が私とは『結婚も恋愛も絶対ない』って言うのを聞いてます」

　私は慎重に考えながら、美奈ちゃんに返事をした。

「宝生先生が私との婚約を承諾したのは、売れ残り確実な幼なじみへのボランティアのようなものだと……」

「ああ～もう！　それじゃ、雫さんが宝生先生を嫌いな理由にならないですよ」

　美奈ちゃんは私の横顔を困った顔で注視して、呆れたような溜め息をついた。けれど、すぐにふふっと声に出して笑う。

「でも、そっか。やっぱり。雫さんも、宝生先生のこと好きだったんですね！」

「っ……ええっ!?」

　今の流れで、どうして美奈ちゃんがそういう結論に達したのか、まったくもって意味がわからない。

　自信満々な彼女にギョッとして、私は眦まなじりが裂けんばかりに目を見開いた。

「ちょっ……美奈ちゃん！　なんでそうなるんですか。そんなこと、私はひと言も……!!」

「照れない照れない。嫌いなら嫌いってひと言で済むのに、わざわざ言い訳するあたり、もう決まりじゃないですか～」

「言い訳!?　い、いえ、そうじゃなくて」

「も～。うちの医局って、どうしてこうも、恋愛が絡むと面倒くさい人多いのかなあ」

　美奈ちゃんには、もう私の言うことなんかまったく聞こえていない。どうやら、私が祐を好きだと完全に思い込んでしまっているようだ。ここで誤解を正しておかなければ、昼間言っていた通り、あの勢いで〝後押し〟されてしまう。

　それはダメ。困る！

「違います、美奈ちゃん！　あ～……もうっ！」

　こうなったら、もうヤケだ。

「わかりました、白状します！　確かに好きでした、祐のこと！」

　少なくとも〝今〟のことじゃないんだから、私も客観的になって言える。

「でもそれは中学生の時までであって、今は違います！　断じて!!」

　それには美奈ちゃんも「へ？」と言って、耳を傾けてくれる。彼女が聞き留めてくれたことにホッとして、私もなんとか冷静さを取り戻し、先を続けた。

「私にとって、祐は初恋の人です。でも、先ほども言った通り、私は彼にとって〝絶対ない〟んです」

「それ、直接言われたんですか？」

「彼が、友達にそう言ってるのを、この耳で聞きました。私はそれ以来、恋することはおろか、人を好きになることもできなくなってしまいました」

「えっ」

　一度腹をくくってしまえば、誰にも言わずに心に留めていた嫌な記憶も、スラスラと口をついて出てくる。私は美奈ちゃんが言葉を挟む隙を与えず、まくし立てた。

「婚約は、横暴だった祖父が勝手に決めたことですが、確かに私は承諾しました。それは……少なからず、希望があったからです。私の初恋を無残に散らした男だけど、それでも一度は好きだった人だから、彼となら一生恋を諦めたままにはならないかも、大人になった今ならもしかしたら……って！」

　突如勢いづいた私の剣幕に、美奈ちゃんは目も口もポカンと開けて、完全にのまれている。それでも私は言い足りず、最後まで思いの丈を吐き出し切った。

「でも、祐は、私の想いを二度も粉々にしてくれました。ええ、そりゃあもう、こてんぱんに！　だから、彼にはもうなんにも望みません。私は、リアルの恋は一生諦めたんです!!」

　最後は無意識に拳をテーブルに打ちつけていた。息継ぎもままならないほどしゃべり続けたせいで、言い終えた後、私は肩で息をした。

　美奈ちゃんは椅子の背に逃げるように遠退いていた。だけど、私が呼吸を整えるのを見て、そおっと身を起こす。

「あの……雫さん」

　私に呼びかける彼女の声が、完全に怯んでいる。それに気付いて、私はハッと我に返った。

「す、すみません。つい……」

　顔を火照らせ、自分でも動揺して目を白黒させる。

　美奈ちゃんはまだ私を窺いながら、テーブル越しに身を乗り出してきた。

「言いたいことはよ～くわかりました。いろいろツッコミどころはありますけど、雫さんの感覚で見れば、相当ひどいことを言われたんだろうな、って」

「はい。よかった、わかってもらえたなら……」

　どこか殊勝な表情で私に同意を示してくれる美奈ちゃんにホッとして、私は肩を上下させて大きな息を吐いた。けれど彼女は、探るような目を私に向ける。

「でも、リアルの恋ってどういう意味ですか？」

「え」

「リアル……現実じゃない恋って、例えば、えっと……」

　困惑して首を傾げる美奈ちゃんに、私は返事に窮して口ごもった。お互いに、次になにを言うべきか測るように口を噤む。

　なんとも微妙な沈黙が過り、私は観念して肩を落とした。

「……すみません。美奈ちゃんは、恋が成就したのは私のおかげって言ってくれたんですけど……実は私にはまったく恋愛経験はないんです」

「へ……？」

　美奈ちゃんは、意味がわからないというように、瞬きも忘れて私を凝視している。

　消えたいくらいの羞恥心が込み上げてきて、頭のてっぺんから湯気が出そうなほど全身が熱い。

「美奈ちゃんが私の言葉に後押しされたって言ってくれても……私にあるのは、恋愛ゲームの……二次元の創り物の知識と経験だけなんです……！」

　私にとっては世紀の大告白だった。こんなこと、自ら暴露する日が来るなんて思いもしなかった。どうしようもなく痛い気分で恥ずかしい。

　だけど、なぜかちょっと清々しさもあって、私はお腹の底から深い息を吐いた後、そっと胸に手を当てた。美奈ちゃんとこのカフェに入った時以上に、胸がすっきりしているのが自分でもわかる。

　そんな私の前で、ずっと呆けていた美奈ちゃんが、私の言葉を拾ってポツッと呟いた。

「……二次元」

「……はい」

　返事を求められたわけではないとわかっていても、私は目を伏せ、短く頷いた。

　リアルの恋愛に自らぶつかっていける美奈ちゃんには、私がハマる世界はきっと想像もつかない未知なものだろう。困惑し切った様子で目を泳がせ、

「二次元……」

　同じ言葉を繰り返す。

　私は彼女の反応に苦笑するだけだった。




　今まで人に言えずにいた自分を、さらけ出したせいなのか。

　翌日から、私はなにか吹っ切れた気分で、仕事に集中することができた。

　研修医プログラムに就く木山先生のアシスタントで、医局から出ていることが多いから、祐との鉢合わせを気にせずに済む。

　美奈ちゃんとは、私がハマっている恋愛ゲームのことを話題にできるようになり、もともと楽しい職場で、気持ちは充足していた。

　終始気分が上向いているからか、あんなに嫌だと思った祐との出張も、正直なところ、『なるようになれ！』と吹っ切っていられた。

　ただ、私が忙しかったせいで、新幹線の手配は美奈ちゃんに任せてしまっていた。おかげで私は、出張直前になって、人任せにした自分を後悔する羽目になった。

「すみません、雫さん！　結局土曜日の新幹線、キャンセル待ちでも取れなくて。仕方ないから前日の業務後の時間で、押さえたんですけど」

　美奈ちゃんはそう言って、前日の日付の入った新幹線のチケットを私に手渡し……。

「ホテルが必要？って気付いた時にはすでに遅し、で。どこも満室で取れなかったんです！」

　ヒョコッと肩を竦めて、悪びれずにそう言ったのだった。




　そして、医療フォーラム当日。

　園田教授と夕食を済ませてやってきた祐は、ホテルのロビーで合流した私に、

「……お前、バカか？」

　そう言って呆れた。

　金曜日のその日……業務を終えた私は、東京駅から新幹線に飛び乗り、名古屋に着いてすぐこのホテルに向かった。先にチェックイン手続きを済ませ、ここで祐が来るのを待っていたのだ。

　三十分ほどで現れた祐にルームキーを渡し、踵を返した私は、『どこに行く？』と呼び止められてしまった。祐は怪訝そうに眉を寄せた。きっと、同じホテルに私の部屋があると、思い込んでいたんだろう。

　私は仕方なく足を止めた。

　こうなった以上開き直るしかなく、私の部屋はないことを告げた。『は？』と短く聞き返されて、事情を説明した私に彼が呆れ顔で向けた言葉が、さっきの『バカか？』だったということだ。

　今、祐は、呆れを通り越したのか、思いっ切り蔑むような目をして、無言で私を見下ろしている。

　一泊旅行サイズの小さめのボストンバッグを片手に提げ、渋い顔で腰に手を当てる祐の前で、私は肩も首を竦めて縮込まった。

「来たはいいが宿がないって、どうするつもりだよ？」

　はあっとこれ見よがしな溜め息をつかれて、私はうっと言葉に詰まる。

　そう、祐の言う通り、今夜、私は名古屋で宿なしだ。

「普通、先にホテル取るだろうが。海外旅行手配する時もそうだろ。旅行会社は、ホテルが取れなきゃ飛行機の手配なんかしてくれないぞ」

　キャンセル料なんか大したことないだろ、と素っ気なく言い捨てられ、私はただ口ごもる。

　そうは言っても私だって……美奈ちゃんから新幹線のチケットを受け取った時、一瞬頭が真っ白になった。でも思い返せば、私が頼んだのは交通手段の手配だけだった。万が一の場合の宿泊手配まではお願いしてなかったんだから、ただお礼を言うしかなかったのだ。

　任せっぱなしだった私が悪いんだし、それを今悔やんでる場合ではない。

「ひと晩夜露をしのげる場所はホテルだけじゃないですし。カラオケボックスとか、インターネットカフェとか、二十四時間営業のファミレスとか……」

　美奈ちゃんに教えてもらった、ホテル代わりにできる場所を、私は指折り数え上げた。なのに祐は、やっぱり小バカにしたような目で私を見下ろし続ける。

「バ～カ。旧華族のお嬢様が、そんなところで我慢できるか」

「だ、だから、バカって言わないでください。それに私、普段から贅沢華美な生活してるわけじゃありませんから、ひと晩くらいならどうとでも……」

　バカを連発され、ふてくされてそっぽを向くと、祐が「しかも」と言葉を続けた。

「雫は宿なしで、俺はラグジュアリーツインってどういう格差だ？」

　そこを指摘されて、私は肩を落とした。そっと視線を戻すと、祐は部屋のカードキーの入った小さな封筒を指先に挟み、目の横に持ち上げてちらつかせている。

「それは……もともと教授がお泊まりになる部屋だったから」

　目線を横に逃がしながらボソボソと言うと、祐は「ん？」と眉を寄せた。

「教授と助教じゃ、出張時の宿泊補助限度額が変わってきます。今回、私の交通手段ばかりに気を取られ、押さえてあった部屋のグレードを下げる手配を忘れてまして」

「……はあ？」

「ワンランク下のクラスは、もう満室で変更できなかったんです！　忘れていた私のミスなので、私の分を宝生先生の部屋の補助に充てて……」

「見上げたバカだな。っつーか、そんな差額くらい自分で払うわ」

　さらに呆れ顔で言われて、私はもう反論する余力もない。

「と、とにかく。そういうことなので、これで失礼しますね。私もいっぱいになる前にインターネットカフェ探さないと……」

　そう言いながら祐にペコリと頭を下げた。彼にくるりと背を向け、すごすごとホテルのエントランスに歩き出す。それを祐が溜め息交じりに、「待てよ」と止めた。

「あ、明日は朝九時にまたこのロビーに集合でお願いします」

「明日のことはそれでいい。けど、雫。お前、どこまで俺を最低な男だと思ってるんだよ」

「え？」

　忌々しげな言葉を背中で聞いて、私はそっと肩越しに振り返った。

　彼はキーの入った封筒を持った手で、ガシガシと頭をかいている。

「そこまで最低だとは思ってません。……ただ、傲慢で自分勝手だというだけで」

「だから傲慢じゃねえって言ってんだろ。……あ～、くそっ。とにかく、来い」

　祐はグシャグシャと髪をかき回し、私に大きな一歩で近付くと、いきなり腕をグッと掴み上げた。

「っ、え？」

　ギョッとして、祐を振り仰ぎながら声をあげると、彼は私の手を引っ張ってエレベーターホールの方に向かって歩き出した。

「俺の部屋、ツインなんだろ？」

「は？　はあ」

「……じゃあ、言い訳できる。問題ない」

　祐は私から顔を背けたまま、なぜか強気にそう言って、廊下を突き進んでいく。

「あ、あのっ……？」

　困惑しながら呼びかけると、エレベーターが六台並ぶ立派なホールに踏み込んだ祐が、長い指でボタンを押した。

「ゆ……宝生先生、どこに……？」

　苛立ち紛れにブツブツ呟く祐に、私はおずおずと訊ねた。そのタイミングでエレベーターのドアが開き、祐は「はあっ」と声に出して息をつく。

「いくら俺だって、上司の彼女に手なんか出さない」

「えっ？」

　聞き返すのと同時に強く背を押され、前につんのめりそうになる。慌ててバランスを立て直してから振り返った時、両側からドアが閉まっていくのを見た。

　ギョッとする私に、祐は壁に背を預けて眉をひそめた。そして、プイッと顔を背ける。

「ベッドは二台あるんだ。問題ないだろ」

　素っ気なく言い捨てられて、私はヒクッと喉を鳴らした。

「も、問題って」

「ネカフェに泊まるってわかってるのに黙って見送って、後で木山先生に咎められる方が嫌だ」

　その言葉で、私も確信してしまう。

　エレベーターが停まったら、私は祐と同じ部屋に連行されてしまうんだと。

「ま、待ってください！」

　慌てて声をあげた。少し裏返って甲高くなった声が、狭い箱の中に響く。

「手なんか出さないって言ってんだろ」

　祐は身を捩って私に背を向け、それっきり黙り込んでしまった。




　ここは園田教授のお気に入りで、名古屋出張で宿泊を伴う時は、特別指示されなくても暗黙の了解で手配するホテルだ。

　教授のために予約したラグジュアリーツインルームは、広さ的には三十平米ほどで、立派でシックな印象の部屋だった。ベッドは二台ともセミダブルで、ベッドの間隔も十分取られている。テレビもライティングデスクも、窓際のテーブルとカウチソファも、置かれている家具自体は、どこのホテルともそれほど大差はない。ただ、ひとつひとつの家具やリネンがとても高級で上等なものだった。

　素敵な部屋をグルッと見渡し、私はほおっと息をついた。

　いつもはスーペリアダブルの部屋を手配するのだけど、今回はダブルルームが取れずツインになってしまった。それが私にとっては災いとなった。

　いや……よかった、と言うべきなんだろう、本当なら。

　だって、ほとんど馴染みのないカラオケボックスやらファミレスやらでひと晩ひとりで過ごすのは、私だって本当は心細かった。こんなにゴージャスなベッドで、上質なリネンにくるまって眠れるなら、その方がもちろんありがたい。

　祐が自分で、『手なんか出さない』と言うのを聞いたし、そういう意味では安心していい。これも、木山先生が嘘の恋人宣言をしてくれたおかげだ。

　だけど……考えてみれば、祐と同じ部屋で平気でいられるはずがない。私は早くも後悔し始めていた。

　今、祐が壁の向こうのバスルームでシャワーを浴びている。

　どんなに高級な部屋でも、室内のバスルームからの音を遮断できる防音性があるわけもなく、ベッドの上で身を縮ませている私には、その水音がばっちり耳に届くのだ。

　明らかに、失敗した。

　今晩私は居候の身だし、窓際のスペースまで広く祐に使ってもらうつもりで、壁側のベッドを選ばせてもらったのだけど、こんな時に、ゲームで培った妄想力が存分に働いてしまう。耳に届くシャワーの音に誘導されて、祐がシャワーを浴びる姿を脳裏で描いてしまったのだ。

　私は頭を抱えて葛かっ藤とうしながら、ハッと思いついてバッグをひっくり返した。

　とりあえず、救いを求めてスマホを取り出す。

　もうこの際、ゲームの世界にどっぷり浸かってしまうしかない。私は翔君に『雫』と呼んでもらうだけで、ものの五分で三次元からトリップできる。

　ほとんど縋る思いで、アプリを起ち上げた。

　だけど、どんなに翔君の立ち絵とセリフを追っても、耳は壁の向こうから聞こえる水音ばかりを捉えてしまう。

　そっちに気を取られてしまっていつものように集中できず、翔君のスチルが祐にしか見えない。翔君のセリフも、祐に言われているような気がしてしまう。

　祐が絶対に言うわけのない優しげな言葉に、無駄にドキドキさせられるだけだった。

「だ、ダメだ。いつもみたいに夢中になれない……！」

　この際テレビを大音量で点けてしまおうか。

　いやいや、それじゃ、周りの部屋の迷惑になるかもしれない。

　でもこのままでは聴覚を紛らわせる方法がなく、私の耳は壁の向こうの物音ばかりをとらえてしまう。

　――と、葛藤を繰り返していたせいで、私はシャワーの音がやんでいたことに気がつかなかった。

　いきなりバスルームのドアが開く音がして、胸がドキンと跳ね上がった。慌ててその方向にクルッと背を向け、両手でスマホを握りしめる。

　背中で、祐が部屋に戻ってきた気配を感じる。

　私はベッドの上でしっかりと正座をして、背筋を伸ばし、肩にも力を込めてガチガチに固まった。

「ふうっ」と、心地よさげな息をする声が聞こえる。

「なんだ、テレビくらい点ければいいのに。やけに静かだと思ったら」

　室内履きのスリッパがペタペタと鳴る音。今や私は、祐にまつわるすべての気配を遮断しようと必死だった。

　パチッと静電気みたいな音がして、テレビが点いたのがわかる。チャンネルを合わせているのか、音声がブツブツと切れて変わっていく。

　そして、ようやくまともに音が繋がり、ほんの少しの間の後、「おい」と短く呼びかけられる。途端に私は、息をするのも忘れて身体を硬直させた。

「雫。お前も風呂入ってくれば？　……って……」

　そんな声を背中で聞いていたと思ったら、予期せずして頭上から影が降りてきた。

　ハッとして振り仰ぐと、バスローブ姿の祐が胸の前で腕組みして、私の手元をジッと見つめていた。

　見慣れない姿に、意図せず胸がドキッと跳ね上がる。

「なっ、なんて格好で……！」

　カアッと頬が火照るのを感じながら、私は思いっ切り顔を背けた。

「は、早くちゃんとパジャマを着て……！」

「寝間着なんか持ってきてねえよ。このまま寝る。っていうか、お前……」

　祐はシレッとそう言って、語尾を尻すぼみにする。恐る恐る目を上げてみると、祐は私のスマホをジッと見つめていた。私は慌てて膝の上に押しつける。

「なんで未だに二次元にいるんだ？」

　本気で怪訝そうな口調。

　私には祐がなにを言いたいのかわからず、不審な気持ちで首を傾げた。

「何度も言ってるし、何度もバカにしてくれてるじゃないですか」

「だってお前、もう木山先生と……」

　祐は中途半端に言葉を切った。

「え？」

　反射的に聞き返しても、彼は口元を手で押さえ、逡巡するように黙り込んでしまう。

　言葉の続きを待つ私の前で、祐は肩を落として息を吐いた。

「……いい。さっさと風呂、行け」

「あ。……はい」

　祐が背を向けるのを確認して、私もスマホを操作するのをやめた。背中に彼の気配を感じながら、シャワーを浴びる準備をする。

　バタバタとバスルームに向かい、警戒しながら一度室内を振り返った。

　さっきと同じバスローブ姿のまま、祐は窓際のカウチに座り、組んだ足の上でタブレット端末を操作していた。

　なんとなくホッと息をつき、私はバスルームのドアを開けた。

　まだ白い靄が立ち込めている。入った途端、私の身体は熱気に包まれた。

　ついほんの少し前まで祐が使っていたと思うと、ただのバスルームがやけに艶なまめかしく見える……。

　そんなことを考えて、鼓動が跳ね上がるのを感じた。

　私は必死に心を無にして服を脱ぎ、シャワーコックを捻った。










切なすぎる二度目の拒絶




　ＧＷに入る前の一週間は、特に忙しかった。

　休暇中の教授の仕事を調整したり、自分の仕事も前倒しで進めておく必要があり、二週間分の仕事を詰め込んでこなした一週間――。

　私はさすがに疲れていて、シャワーの温度をいつもよりちょっと熱めにした。

　本当は、バスタブにお湯を張って湯船に浸かりたいところ。でも、この壁の向こうにバスローブ姿の祐がいるかと思うと、服を身につけていない時間が長引くのは心許ない。

　結局、身体の汚れを流すだけでシャワーを済ませる。バスローブを纏って、ようやくホッとひと息ついた。

　そして今度は逆に、ゆっくり丁寧に髪を乾かす。この姿で祐がいる部屋に戻るのに躊躇して、少しでも長くバスルームに留まりたかったからだ。

　といっても、ここはホテルの一室。バスタブとトイレ、洗面台は同じ空間にある。

　長々と立てこもるわけには、もちろんいかず……。

「お～い。雫。まだ風呂か？」

　案の定、ドアの外からそんな声をかけられた。ドライヤーのゴーッという風音の隙間で、トントンとドアをノックする音も聞こえてくる。

　反射的にギクッとして、私はドライヤーのスイッチを切った。風音がやんだのが外にも伝わったのか、祐が再び声をかけてくる。

「悪い。用足したいんだけど」

「す、すみません！　すぐに出ます」

　慌てて返事をしながら、ドライヤーを棚に戻す。脱いだ服はバスタオルにくるんで隠し、胸の前で抱え込んだ。大きな鏡に映るバスローブ姿の自分を視界に入れないようにして、そっとドアを開ける。

「お待たせしました……」

　ボソボソとか細い声でそれだけ言って、隠れるように肩も首も縮めて、祐の横を擦り抜けた。彼がチラリと振り返ったのがわかったけど、足を止める余裕はない。

　祐がバスルームに入っていく気配を感じながら、私は大急ぎで服をクローゼットのハンガーに吊るし、彼が出てくる前に自分のベッドに潜り込んだ。

「……あ？」

　バスルームから出てきた祐が、私に訊ねかけてくる。

「なんだ。雫、まさかもう寝るのか？」

　私は頭まですっぽり布団を被り、「はい」と返事をした。

　時刻はまだ夜十時。普段は私だって、まだまだ寝るには早い。この時間からゲームを始めて、日付が変わっても翔君との恋愛に没頭してしまっていることも多々ある。

　でも、今日はこのまま寝てしまいたい。とにかく、次に目が覚めた時、朝が来ていてくれたらいい。

「ふ、普段から私はそれほど宵よいっ張りではないので。今週は疲れたし、今日は今日で仕事帰りに新幹線で移動で、本当にへとへとなんです。先に休ませてもらいま……」

　身体を丸めて小さくなりながら、先に休む理由を説明した。けれど、布団の向こうの祐にはモゴモゴとしか聞こえなかったようだ。

「あ？　悪い。全然聞こえん」

　祐の声はやけにはっきりと明瞭に聞こえる。しかもすぐ近くから降ってくることに気付き、ハッとした瞬間……。

「えっ……！　な、なにをするんですかっ!!」

　まるで寝坊した子供を母親が起こすように、勢いよく布団を剥ぎ取られた。

　途端に天井から降ってくるライトが眩しい。一瞬目を眩ませてから、私は祐を見上げた。

　祐は先ほどと同じバスローブ姿で、腕組みをしてベッドサイドで仁王立ちしている。ジーッと音が出るような視線を注がれて、私はガバッと身を起こした。

「いきなり布団を剥ぐなんて、なんて乱暴な……！」

　バスローブの袷を気にして、胸元をギュッと握りしめると、私は壁際ギリギリまで逃げた。祐と十分な距離を取ってから、目に力を込めて祐を睨み上げようとして、

「っ……」

　勢いを、削がれてしまった。

「ゆ、祐……？」

　いつもみたいに意地悪な目をして、からかうように口角を上げる表情ばかりを予想していた。なのに、祐は怖いくらい真剣な目で、私を見下ろしている。きゅっと引き結んだ唇はわずかにへの字に曲がっていて、見慣れない、深い緊張感が漂っていた。

「ど、どうし……」

　問いかけた声は、喉にひっかかって最後まで出てくれない。

　よくわからない胸騒ぎのようなものを感じて、私は胸元を握る手に力を込めた。

　祐が漂わせる緊張感は、どこか悲壮めいて感じる。どうして祐がそんな顔で私を見つめているのか。意味がわからなくて、鼓動が嫌なリズムを踏んで狂っていく。

　こんな祐は、見慣れない。でも、初めて見たわけじゃない。

　そう、私は、こういう思い詰めた表情を浮かべる祐を、確かに一度見たことがある。

　あれは……婚約して二カ月経ったあの夜。まさに今と同じようなシチュエーションで祐を全力で拒んだ時も、彼の瞳は切なげに揺れた。

「ゆた……」

「雫。本当のこと、言ってくれないか」

　不安に押し潰されそうになり、無意識に呼びかけた私を、祐は静かにそう遮った。

「えっ？」

　反射的に聞き返した私の目の前で、祐がベッドに片膝をのせる。

　その膝の下でベッドがギシッと音を立てて軋むのを聞き、胸の鼓動がドクッと嫌な音を立てて跳ね上がった。

「なっ……ちょっと、なんでベッドに……！」

　祐は片膝をのせただけでなく、ベッドに手をついて私の方に身を乗り出してくる。私は壁の隅っこに逃げて膝を抱え込み、必死に肩に力を込めた。

「悪い冗談、やめてください。さ、さっきはなにもしないって言ったじゃないですかっ……」

　私の頭の中で、けたたましい警鐘がグワングワンと打ち鳴っている。心臓はドッドッと強く短い拍動を繰り返していた。

　いつもみたいにからかっているだけだとしても、こんな状況でタチが悪い。なにもかも似すぎていて、あのラブホテルの時の記憶が蘇ってきてしまう。

　自分の耳にも、必死に放った上擦った声が、震えて聞こえた。

「そのつもりだったけど。……本当は違うんだろ？」

　焦りまくる私とは真逆に、祐はやけに落ち着き払った返事をした。

　彼の声が静かすぎて、その言葉がかえって鮮明な音になり、私の耳に届く。

「え……？」

　反射的にギクッと身を竦ませる。戸惑いを隠せずに聞き返し、私は恐る恐る祐に目を向けた。

　彼は表情を厳しく歪め、鋭い瞳で私を射貫いている。身体の重心を変えたのか、彼の手の下でベッドが軋んだ。

「お前が好きなのは、木山先生じゃない」

「っ、なに……」

「リアルで恋する相手がいるのに、どうしてお前、未だにゲームにハマってるんだ？」

「……！」

　抑揚のない淡々とした口調で言われたせいで、一瞬動揺して言葉に詰まってしまった。

　祐は私の反応をジッと見据えて、膝を進めてくる。

「そ、それはっ……」

　ベッドに両手と両膝をつき、四つん這いの格好になった祐のバスローブの袷が緩む。彼の引きしまった厚い胸板が覗いて、私は慌てて顔を背けた。

「いいじゃないですか。木山先生と付き合ってても、ゲームをやるくらい……」

「お前と木山先生は付き合ってない。俺を牽制するために、先生がついた嘘だ」

　必死に取り繕った言い訳を呆気なく遮られ、私はごくりと唾を飲んだ。

「上司を巻き込んで嘘つかせて……そこまでするほど、お前、俺のこと嫌いなのか」

　祐が短く浅い息を吐きながら口にした言葉には、皮肉だけじゃない苛立ちが滲み出ている。その言い方が胸に引っかかり、私は無言のままそっと目線だけを祐に移した。

　彼は私の前で、がっくりとうなだれている。

「この期に及んでごまかそうなんて思うなよ。どんなに嫌がろうと、俺が一番お前をよく知る男だってことに、変わりはない。……ずっと見てたんだから、わかるんだよ」

「ずっと、って」

　私は無意識に祐の言葉尻を拾って、自分の口で繰り返していた。

　もしかしたら、失言だったのかもしれない。祐はハッとしたように唇を結び、握った拳を口元に当てた。

「祐」

「違わないだろ。ずっと……俺はお前が生まれた頃から一緒だったんだ。ずっと、ずっと……」

　言葉の続きを促すように呼びかけた私の声をかき消し、祐はちょっと早口でそうまくし立てた。それを聞いて、私は口を噤む。

　それでも、私の胸に刻まれた小さな疑問の答えにはなっていない。私は黙って、目の前で顔を背ける祐に上目遣いの視線を向けた。

　私が探っているのが伝わったのか、祐は両手を離し、「はあっ」と声に出して息をついた。そして、ベッドの上にペタンと座り、顔を隠すように大きな手を額に当てる。

　まるで探り合いのような沈黙が続いた後、祐の方が先に焦れたように顔を伏せ、口を開いた。

「もういい。お前が認めなくても……木山先生には宣言済ませたしな」

「……え？　宣言？」

　ボソッと呟いた祐に、私は思わず聞き返していた。それに応えるように、彼が顔を伏せたまま、口元を皮肉な笑みで歪めるのが視界に映った。

「彼女、奪います、って」

「っ……ど、どういう……」

「今夜、俺のものにしますって」

「……!!」

　静かにゆっくり区切るような声が、私の胸を真正面から射貫いた。心臓がドクンと音を立てた後、まるで早鐘のように加速していく。

　祐が座り込んだまま、再び片手をベッドについた。そこでマットレスが沈み、彼が私の方に身を乗り出してくる。

　祐の手が私の頬に触れた瞬間、私は反射的に全身を強張らせた。

「嫌ってたのは、祐の方じゃないですか！」

　壁際ギリギリまで追い込まれ、なんとか声を振り絞った。

　それを聞いた祐が、「え？」と聞き返しながらピタリと動きを止める。

　彼が私の声に反応してくれたことにホッとして、首も肩も小さく竦めて、私は自分の身を守るように抱きしめた。

「なのにどうして、私との婚約を承諾したりしたんですか」

　ずっと胸に抱え込んでいた最大の疑問を口にしたが最後、いろんな感情が堰を切って私の中で溢れ返る。

「婚約なんかしたせいで、私は二度、あなたにどん底に突き落とされました。あなたがどんなに私をバカにしたって、ゲームのヒーローがくれる絶対的な安心感のある恋しかできない。そんな私にしたのは、祐なのに!!」

　怒気を交えて畳みかける私の前で、祐は膝立ちになって絶句していた。

「『好きになれ』なんて……私があなたを好きになったら、また私をバカにして笑うんでしょ？　もう懲り懲りです。リアルの恋なんか、したくない！　祐のことなんか、二度と好きになったりしない!!」

　心の奥底から絞り出すような声で吐き捨て、私は目の前で呆然としている祐の胸を思い切って突き飛ばした。バランスを崩してベッドに尻餅をつき、我に返った様子の祐の横を擦り抜け、大急ぎでベッドから降りる。バタバタとクローゼットの前に駆け進み、勢いよく戸を開け、中から自分の服を取り出す。

「っ、雫っ……！」

　私の行動に気付いた祐が、声を張り上げて名を呼びながら、ベッドから飛び降りた。

「待て、ここから出ていくつもりか!?」

　服をギュッと抱え込む私の肩を、祐が後ろから強く掴む。

「さ、最初の予定通り、ひと晩過ごせるところを探します」

　祐の手を振り払おうとして、両肩を勢いよく捩る。けれど、彼は離すまいというように手に力を込め、反対側の手で私の肘を引いた。

「よせ。お前ひとりじゃ危険だから……」

「でも、ここにいるより絶対安全です！」

　ほとんど半狂乱になって祐を遮ると、私の肩から彼の手がどけられた。それに気付いて反射的に振り仰ぐと、祐は私から顔を背けていた。

「……俺が出ていくから、お前はここにいろ」

「っ、え……？」

　感情を抑え込んだ抑揚のない声で言われて、私は怯んで聞き返した。

　肘からも祐の手が離れていき、戸惑いながら彼を振り返ると、今度は祐が私に背を向け、無言で自分の荷物の方に大股で歩いていく。

「あの、祐……」

　限界まで高ぶった感情が、ゆっくりと落ち着きを取り戻していく。

　私は困惑を隠せずに祐の背に呼びかけた。

　そんな私の視界の真ん中で、彼はためらうことなく豪快にバスローブを脱ぎ捨てる。

「っ……!!」

　なんの前触れもなく晒された、裸の背中にドキッとして、私は慌ててクルッと身体の向きを変えた。心臓がすごい勢いで打ち始め、私は胸元で抱えた服に顔を埋めた。

「俺とひと晩同じ部屋は嫌なんだろ？　だったら俺が出ていく。それでいいだろ」

　背後から、素っ気ない声と一緒に、衣擦れの音が聞こえる。宣言通り、部屋を出るために着替えているんだろう。

　やがて床を踏む足音が耳に届き、私はハッとして顔を上げた。

「ゆ、祐」

　やっとの思いで呼びかけた時、スーツの上着を肩からかけるようにして持った彼が、私の横を素通りした。

「あ……」

　無言でドアに向かっていく祐を、私はそれ以上呼び止められない。足からガクンと力が抜けて、その場に座り込んだ時、ドアの向こうに祐が姿を消した。

　ゆっくり閉まっていくドアを、私は呆然と見つめるだけだった。




　しばらくして我に返り、私は祐のスマホに何度も電話をかけた。メッセージも送った。さっき言いすぎてしまったことへの謝罪と、祐の所在を伺うために。

【戻ってきてください】とも書いたけれど、祐は結局ひと晩帰ってこなかった。

　ベッドの上で膝を抱えて座り、祐からの返事を待ってボーッとスマホを見つめたまま、私は一睡もせずに朝を迎えた。

　眠らずに過ごしたせいで、目が霞む。思考回路は麻痺してしまったのか、まったく機能しない。

　意識に靄が立ち込めているような気分で、私はのろのろと身支度を始めた。

　自分の荷物と一緒に、部屋に残されていた祐の荷物を持ち、朝九時前にチェックアウトした。

　ぼんやりとロビーに向かうと、ソファに深く身を沈める祐を見つけた。

　私はほとんど反射的に足を止めた。

　長い足を組み上げ、胸の前で腕組みをした格好で、祐はしっかりと目を閉じている。

　昨夜部屋から出ていった時、肩からかけていた上着に、今はしっかりと袖を通している。ノーネクタイでシャツのボタンも上からふたつ開いていて、それが妙に気だるげで雰囲気がある。

　そんな祐に、周りにいる女性グループが、チラチラと視線を送っていた。それにつられて、私までその姿に見入ってしまった。

　うたた寝しているだけなのに、祐は相変わらず人目を引く。

　私は無意識に荷物を持ち直し、腕時計で時間を確認した。あんな言い合いをしてしまったのに、祐がちゃんと時間通りに来てくれたことに、ホッとした。

　まず、謝らなければ。昨夜、しつこいくらいメールは送ったけれど、返信は一度もなかった。だから今、ちゃんと自分の口で、『ごめんなさい』と言わなければ――。

　私は一度大きく深呼吸をした。そして、意を決して祐の方に歩を進める。一歩進むごとに緊張が高まり、胸がドキドキと騒ぎ始める。

　足音に気付いたのか、祐は私が足を止めると同時に、ゆっくりと目を開けた。

　私の胸がひと際大きな音を立てる。おかげで、謝るタイミングを完全に逸してしまった。

「おはよう」

　結局、祐から先に声をかけられてしまった。

「……お、はよう、ございます」

　ゴクッと唾を飲み、自分に発破をかけてから、なんとか挨拶を返した。

　彼の視線に晒されているせいで、ますます緊張感が強まり、嫌でも顔が強張ってしまう。

「あ、あの……」

　カラカラに渇いた喉に声が張りつくのを感じながら、一度のみ込んでしまった謝罪の言葉を口にしようとした。

　なのに、祐はスッと私から目を逸らし、組み上げていた足を床に下ろすと、その場にすくっと立ち上がってしまう。

「あ、祐っ……」

「荷物、サンキュ」

　私の呼びかけを遮り、私の手の荷物をサッと掠めるように奪い取った。

　短い謝辞の言葉は、私の想像以上に硬く素っ気ない。

　そのまま、床にカツカツと踵を打ちつけ、私の横を擦り抜けていく。

「ゆ、祐」

　私は身を竦ませてしまう。

　それでも、なんとか彼を振り返った。けれど、広い背中には普段とは違う疲労が滲んでいるような気がして、彼も昨夜一睡もしていないんじゃないかと心配になった。

「祐。昨夜……どこに行ってたんですか」

　彼の背を追いかけながら、私は思い切ってそう訊ねた。

　祐は振り返りもしないまま、

「ネカフェ」

　なんとも短い言葉だけを返してくる。

「え？」

「インターネットカフェ」

「そこって……横になって休めるところですか？」

　そう問いかけると、彼は肩を竦めてハッと短い息を吐いた。

「お前が泊まろうと思ってたとこだろ」

　それだけを答えて、祐はそのまま黙り込んでしまった。

　ずっと振り返ってくれない祐に、胸がズキッと痛む。

「祐。私、昨夜……」

　祐との間に漂う空気が息苦しくて、私は急いた気分で謝罪を切り出そうとした。

　なのに。

「さっさと仕事、終わらせよう。話は後だ」

　抑揚のない祐の声に、あっさりと遮られてしまう。

　彼は私に目をくれることなく、さっさとロビーを横切って行ってしまった。

「ま、待って……」

　大きな歩幅で、どんどん離れていく祐の後を、慌てて追いかける。

　彼は正面玄関を出て、まっすぐタクシー乗り場に向かっていった。小走りで追いついた私を、後部座席のドアを押さえて、先に乗るようにエスコートしてくれる。

　シートに腰を下ろしてそっと上目遣いで見つめたけど、祐は私からは微妙に視線を外している。私の後から自分も乗り込むと、わずかに運転席に身を乗り出した。

　祐から行き先を告げられ、運転手さんがタクシーを発進させる。

「……祐……」

　声をかけるタイミングを探して、私が横顔を窺っていたことに、気付いていたと思うのに。祐はさっさと目を閉じてしまった。

　ホテルのロビーにいた時のように、シートに深く身を沈めて、腕組みをして。




　視察先の中京医科大学は、ホテルからタクシーで二十分ほどの距離にあった。

　乗車中、祐は私との会話を拒むように、ずっと目を閉じたまま。

　ホテルのロビーでうたた寝していたし、やっぱり祐も、私と同じく昨夜眠れていないんだろう。いや、そもそもちゃんと横になったんだろうか――。

　ＧＷ初日の今日、窓の外は明るい日光が降り注いでいる。絶好の行楽日和だ。

　こうしてシートに身を任せ、車の微かな振動に揺られるうちに、私も眠気に襲われてしまった。

　ダメだ。今は仕事中。居眠りなんかしちゃダメ……。

　必死に睡魔と闘ったものの、隣から聞こえる祐の穏やかな寝息に引き込まれ、まぶたの重みに抗えず、舟を漕ぎ出していた。

　そして、いつの間にか完全に意識を手放していたようだ。

「雫、着いたぞ」と頭上から聞こえた声にハッとして、私は勢いよく目を開けた。

　視界が傾いている。一度パチッと瞬きをして、周りのものじゃなく、私の身体が傾いているのを認識して、慌てて身体を起こす。

　反射的に顔を上げると、先に眠っていた祐の方は、すでにしっかりと目を開けていた。いつ荷物から取り出したのか、ネクタイを首にかけている。

「すっ……すみませんっ!!」

　目を開けた瞬間の状況から鑑かんがみても、睡魔に負けた私が彼の肩に頭を預け、寄りかかって寝ていたのはごまかしようがない。

「私ったら……本当に、ごめんなさい！」

「別に」

　祐は先ほどと同じようにシートに深く背を預け、腕組みをした姿勢で、私にチラリと横目を流した。

　探るような視線を受けて恥ずかしくてたまらなくなり、私はとっさに身を竦ませた。けれどすぐに我に返って、窓の外に目を遣る。

「あっ……運転手さん、すみません。正門の前で停めてください」

　フロントガラスの向こうに、目的地である大学の校舎が目視できる。

　私はわずかに運転席に身を乗り出して、手でバッグを探りながら声をかけた。

　運転手さんが静かにブレーキを踏み、大学正門の前でハザードランプを点して車を停めてくれた。先に祐が歩道に降り立ち、私は料金の精算をする。

　領収書を受け取ってタクシーから降りると、背後でドアが閉まった。

　走り去っていくタクシーを無意識に振り返ってから、私は肩を落として息をした。

「……昨夜、眠れなかったのか？」

　そのタイミングで、祐がネクタイを結びながら訊ねかけてくる。まるで彼に応えるかのように、私の肩はビクッと震えてしまった。

　私の反応をしっかり確認して、祐は素っ気なく踵を返した。

「ったく……なんのために、俺が……」

　ボヤくような独り言を呟き、肩を落とすと、彼は黙ってさっさと正門に入っていってしまう。

「あ、ちょっと……」

　慌ててその背を追おうとして、私はピタッと足を止めた。胸がドクッと音を立てるのを感じて、反射的に手を当てた。

　あんな状態で置いていかれて、眠れるわけがないじゃない――。

　心の中で祐に言い返して、私はギュッと唇を噛んだ。

「……ズルいよ」

　まだ頭の中はグチャグチャだけど、私は仕事でここに来ているんだ。祐が言うように、まずは視察を無事に終わらせなければならない。

　祐の方は、その言葉通り、すっかり仕事モードへの切り替えはできている様子。

　仕方がない。とにかく仕事が終わるのを待とう。

　祐も、『話は後だ』って言ったもの。後でゆっくり話す時間はある。

　自分にそう言い聞かせて、私は祐の後を追って、足を踏み出した。彼に倣って、仕事に集中しようとして気を引きしめる。

　だけど、昨夜の祐の表情も声も言葉も、私の頭から抜け切ってはくれなかった。




　中京医科大学の学長と心臓血管外科医局の教授とは、去年園田教授の出張に同行した時、初めてお会いした。その後も、彼らが東都大学を訪問したり、地方でのシンポジウムでご一緒したりと親しん睦ぼくがある。

　今日の視察では、最初に学長室に通され、私はそのタイミングで祐を紹介した。

　園田教授の代理で伺うことは、あらかじめ連絡してある。学長も教授も、祐が宝生総合病院の御曹司だということは知っていて、にこやかに歓迎してくれた。

　こういう場での祐には、なにも心配する必要はない。相変わらず社交的で、話術も巧み。加えて同じ専門医学の話題となれば、もうお手のものだ。目上の学長や教授相手でも、祐は臆することなく堂々としていて、私の目にも頼もしく映った。

　三十分ほどの雑談の後、大学病院内の視察に赴いた。

　今回の視察の目的は、中京医科大学が新たに導入した新型体外循環装置。国内でもいち早く取り入れていて、ここの教授は医学会で医師教育プログラムの講師も担当している、スペシャリストだ。

　教授が祐に説明しながら、オペ室を中心に院内を案内してくれる。

　私はただの付き添いだから、話の邪魔になってはいけない。ふたりの二歩後ろを、静かに歩きながら、ぼんやりと祐の背中を見つめた。

　医局の秘書とはいえ、私には心臓外科の知識はない。ふたりの会話は私の耳にも聞こえるけれど、ちんぷんかんぷんだ。飛び交う専門用語が、徐々に遠くなっていく。

　やがて、私の歩みは無意識のうちに遅れ出し、前を歩くふたりとの間隔が少しずつ開いていった。

　建物の外は、初夏の陽気だ。今日の最高気温は、どのくらいまで上がるんだろう。

　視察中だというのに、そんなことを気にしてしまったのは、屋内とはいえムッとした重い空気にまとわりつかれたからだ。

　暑い。なんか、気持ちが悪い……。

　動きが緩かん慢まんになったのが先か、それとも頭がボーッとしたのが先か――。

　下のフロアに移動するために階段を下りていた時、踊り場の窓から射し込む強い日光を浴びて、身体に嫌な汗が滲むのを感じた。

　眩しさに目が眩み、額に手を当てると、一瞬視界がグラッと揺れた。

「っ……」

　この一週間の疲れが残った身体に、昨夜の寝不足。のぼせたような感覚に陥る。

　視界の焦点を合わせるために、一度瞬きをしようとした。

　その途端――目の前が真っ暗になったせいで、前後左右の感覚が狂った。身体が大きく揺さぶられ、足元が覚束ない。

　とっさに手すりを探して手を彷徨わせた。けれど、私の手は虚しく空を切っただけ。

「あっ……」

　身体のバランスが保てず、私は固く目を閉じた。

「雫っ……!?」

　朦もう朧ろうとした意識が完全に寸断される前に、どこか強張った険しい祐の声に包まれたような気がした。










等身大の恋のスタート




　深く濃い霧に覆われた意識の中で、誰かの話し声が聞こえてきた。その声が少しずつ明瞭になり、私の意識にかかった霧も晴れていく。

「ご迷惑おかけしました。ありがとうございました」

　その言葉に導かれるように、私はふっと目を開けた。

　無機質なタイル張りの天井が、ボーッと目に映る。窓に薄いカーテンがかかっていて、照明が点いていない室内はほんのちょっと薄暗い。それでも、部屋の様子がわからないわけではないから、きっと窓の外の陽が高い時間なのだろう。

　首を捻って、辺りを見回してみた。

　私が横になっているのは、狭いベッドだ。窓とは反対側、左のベッドサイドは、天井のレールから下がったカーテンが引かれている。

　私の左腕は布団の上に出ていて、前腕の内側に、白い絆ばん創そう膏こうで細いチューブが装着されている。ルートを追って目を上げると、点滴棒に薬液パックがぶら下がっていた。

　どうやらここは病院の一室のようだ、と合点する。

　なんで私が？と首を捻った途端――。

「っ……!!」

　一気に記憶が呼び戻された。

　慌てて布団を跳ねのけるのと同時に、左側のカーテンがシャッと音を立てて開く。そこから顔を覗かせたのは、スーツ姿の祐だった。

　中途半端に上体を起こした私を見て、彼はわずかに眉をひそめた。

「寝てろ」

　ひと言短くそう言うと、後ろ手でカーテンを閉めてベッドサイドに立つ。

「そういうわけには！　まだ視察中……」

　そう言い返してベッドから降りようとすると、祐に肩を押さえられた。反射的にビクッと身を震わせる私の頭上で、彼が溜め息をつく。

「視察なら終わった。だいぶ日が高くなったからわからないだろうが、もう夕方だ」

「……えっ!?」

　祐の言葉にギョッとして、私は思わず左手首の腕時計に視線を落とした。

　確かに、時計の短針は四の数字を指している。

「う、嘘っ……！」

　今日の視察は正午過ぎには終わる予定だった。

　私たちの休日勤務は半日で、この時間なら、もう東京に戻っているはずだったのに。

「ごめんなさい！　すぐに帰りの新幹線の手配を……！」

　祐の手を払って、バッグを探そうとした。

「いいから、横になってろ。どっちにしてもその点滴終わるまで、帰れないから」

　祐は有無を言わさずに、再び私の肩を強く押した。結局、私はベッドに寝かしつけられてしまう。

　彼は私から手を離すと、一度カーテンの向こう側に姿を消した。室内の電気を点けてから、再びこっちに戻ってくる。そして、ベッドサイドにパイプ椅子を置いて、そこにドカッと座った。

「そ、それなら、祐だけでも先に……」

　申し訳ない気持ちでいっぱいで、口元まで布団を引っ張り上げて、ボソボソと呟く。

　窺うように目線を上に向けると、祐は唇をへの字に曲げて私を見遣った。

「別に急いで帰る用もない。お前、寝不足で貧血起こしたんだぞ」

「えっ」

「昔からお前、気候がよくなってくると、全校朝礼でぶっ倒れてたよな。もともとそういう体質なんだから、この時期の出張とか、自分で意識して気をつけろよ。寝不足なんて、もっての外だろ」

　畳みかけるように淡々と咎められ、私は言い返すこともできずに「う」と呻くだけだった。布団をさらに目元まで引っ張り上げ、祐から完全に顔を隠すと、「ったく」と小さな舌打ちが聞こえた。

　いつもならムッとするのに、なにも言えずに口を噤んだままでいたのは、私が貧血症だと、祐が覚えていてくれたことに、素直に驚いたせいだ。

「……すみません」

　だから、布団の中に隠れたままモゴモゴと謝ると、少しの間の後、

「でも、俺のせいだろ」

　と、探るような声が聞こえた。

　ドキッと心臓が跳ね、私はそっと布団から目元を出して祐を窺った。

　胸の前で腕組みをした祐が、チラリと視線を向けてくる。

「違うか？」

　私はゴクッと唾を飲んだ。

　聞きたいことはたくさんあった。

　言いたいことだって。

　今日仕事が片付いたら、祐とちゃんと話をしたい。昨夜、ずっとそう思っていた。

　今、やっとそのチャンスが来たんだ。ためらって怯んでる場合じゃない。

「はい。……祐のせいです」

　目を逸らし、掠れる声でそう言った。緊張して、胸がドキドキと加速し始める。

「祐のことばかり考えて、全然眠れませんでした」

「俺もだよ」

　思い切って口にした私に、祐が静かに返した。

「え？」

「昨夜お前が言ったこと。どんなに思い返しても記憶になくて、さっぱりわからなかったからな」

　足の上に肘をつき、顔の前で両手を組み合わせ、その向こうからジッと私を見据えてくる。

　それを聞いて、私は身体を起こそうとした。祐が腰を浮かせて腕を貸してくれる。

「あり、がとうございま……」

「雫。俺がお前を嫌ってたって、どういうことだ？」

　起こしてくれたことへのお礼を遮った質問に、私はビクッと身を震わせた。

　祐は私の反応を観察するかのように見つめたまま。

「そんなこと、いつ言った？　二度もどん底に突き落とされたって、なんのことだ？」

　淡々と、感情を押し殺した口調で畳みかけてくる。

「……どうして婚約を承諾したかって？　そんなの、俺の方が聞きたかった」

　それを聞いて、私はごくりと唾を飲んだ。そして、思い切って顔を上げ、力を込めた瞳を祐に向ける。

「覚えてないんですか」

　彼に返した声は、まるで非難するような調子になってしまった。

　それには祐も、訝しげに眉を寄せる。

「祐、私のこと絶対にないって言ったじゃないですか。れ、恋愛も、結婚も」

「……はあ？」

　上擦った声でまくし立てる私に、祐はますます怪訝そうに表情を歪める。

「私みたいなブスとなんて、虫酸が走るって」

　私の方は勢いづいて、ほとんど吐き捨てるようにそう言った。

　足の上で無意識に布団を握っていた手に、血の気が失せるほど力がこもり、カタカタと小刻みに震え出す。

「そんなこと言ったくせに、私との婚約受け入れたっていうから。お互い大人になったし、中学生の時とは違うし、もしかしたら祐となら私も恋できるかもって。なのに……！」

「っ、おい、ちょっと待て」

　声を絞り出して口走る私を、祐が遮って止めた。

「中学生の時って。一度目はそこか？」

「そう……ですけど」

　どこか困惑した様子で訊ねてくる祐に警戒しながら、私はたどたどしく返事をした。

　それを聞いて、祐が脱力したようにがっくりと肩を落とした。そして、お腹の底から深い深い息を吐く。

「どれだけ思い返しても掠らないはずだ……。まさか、そんなガキの頃とは」

「ガ、ガキって……。ひどい!!　私にとっては胸が抉られるくらいひどいこと言ったくせに！」

　呆れ果てた様子の祐が口にした言葉に憤慨して、私は思わず腰を浮かせながら言い返した。けれど、祐は混乱を深めているのか、手を額に当て、もう片方の手をヒラヒラさせて私を制する。

「絶対ない、ブス、虫酸が走る……だっけ？　なんだそれ、いつ……」

　どこかヤケッぱちになって早口で数え上げながら、祐はガシガシと頭をかいた。

「二年生の時です！　祐がバスケ部の同級生と、私のことをそう言ってました」

　ムッとしながらも、私は祐の記憶を先導するつもりで返事をする。

「……思い出した。あれか」

　その出来事をやっと思い出した祐は、さっきよりもっと深い溜め息をついた。

　それを聞いて、私の方は『ほら見ろ』とばかりに胸を張る。

「あ、あんなひどいこと言うくらい嫌がってたくせに、婚約なんて、どうして……！」

「悪かった。だからちょっと待て。ちゃんと説明する」

　祐は頭の中を整理するように、額を押さえていた手で乱暴に前髪をかき上げた。生え際から握りしめると気持ちが固まったのか、どこか熱のこもった鋭い瞳を私にまっすぐ向けてくる。

　射貫かれるような感覚に、私の胸がドキッと音を立てて跳ね上がった。

　そして。

「説明の前に、大前提を先に言っておく。……あのな、雫。俺は昔っからずっと、お前のこと好きだった」

　ぶれない視線で私を見つめたまま、祐が静かにそう言った。

「……は」

「好きだった。ずっと。いつの間にか疎遠になって、大学はバラバラで……会うこともなくなったけど、お前との縁談話持ちかけられた時は、単純に嬉しかったから承諾した。それで、理由としては十分だろ」

　流れるような口調で言われ、私は一瞬なんのことだか理解できなかった。

　何度も瞬きを繰り返し……。

「……ええっ!?」

　ツーテンポくらい遅れて、素っ頓狂な声をあげてしまった。

　私の驚きように、祐がムッと唇を引き結ぶ。

　それでも私は、なんて言っていいのかわからず、口をパクパクと動かすだけ。

　祐は私の反応は無視して、スッと横に視線を逸らした。

「言いたいことは山ほどあるが、まず俺の気持ちがそこにあるって信じてくれ。頭から否定されちゃ、俺だってムカつく」

　祐はどこか不機嫌そうに早口で言い置いてから、静かにその先を続けた。

「中学の時のことは、バスケ部の仲間が俺とお前で変な妄想するのを、止めようとしただけだ。でも、お前と噂されるのが迷惑って、そういう意味じゃない」

　祐はそう言いながら、大きな手で顔を覆い隠した。それには私もやっと我に返り、小さくこくりと喉を鳴らす。

「……じゃあ、どういう……」

　掠れる声で疑問を挟んだ私を咎めるように、祐が上目遣いの視線を向けてきた。

「中学っていったら、思春期ど真ん中じゃないか。健康な男子なら、エロ本やらＡＶやら隠し持ってるのが普通の年頃。あの時は、アイツに貸してたＡＶ返してもらったタイミングで。……まさにそういうのを、俺と雫で妄想しようとしたの」

「そういうの、って」

「だから、そういう……エッチなこと」

　祐はほんの少し躊躇した後、私にそう言い放った。

「……ええっ!?」

　またしてもワンテンポ遅れて、頬が熱を帯びてカッと熱くなった。

「なっ……なっ!?」

　なにか言いたいのに、私の口は無意味な単音を繰り返すだけ。

　祐も大きく肩を動かして溜め息をついた。

「ほらな。そういう反応だろ？」

　それには、必死に何度も首を縦に振って同意を示す。

　中学の頃のただのクラスメイトに、祐と私でそんなことを想像されていたなんて。大人になった今聞いても、とても平静ではいられない。

「嫌……絶対……」

　あまりに衝撃的で、一瞬クラッとめまいに襲われた。

「だろ？　俺も、アイツに雫を想像されたくなくて、とにかくお前から意識を逸らそうとしただけ」

「え？　私を？」

　祐の返事に、私は困惑しながら首を傾げた。それに対して、祐は忌々しげにチッと小さな舌打ちをする。

「え？じゃねえ。これだけ言ってもわからないのか？　あの時、お前、アイツの頭の中で素っ裸にされて、ＡＶ女優並みのエッロいことガンガン妄想されてたんだぞ」

「……っ!?」

「アイツ、仲間内でも特にハードなの好きだったから、きっと相当……」

「ちょっ……やめてください!!」

　祐の説明は、いくら私にでもわかりやすすぎた。その言葉に導かれ、祐の仲間があの時どんな妄想をしたか、まったく経験のない私にまで想像できてしまう。

「中学生だっていうのに、なんて破は廉れん恥ちなことを……」

　思わず頭を抱える私に、祐は大きな息を吐いた。

「お前は堅物だから理解できないかもしれないが、思春期の男なら、まあ当然だ」

「祐が……そんな物持ってて、しかも貸してたなんて……」

「頼むから、そこからは離れてくれ。……とにかく、俺はアイツの妄想をかき消したかった。だから、思いつく限りひどいこと言って、お前とは〝ない〟ってこと、主張しなきゃならなかった。……なのに」

　祐はそこでなにか思い出したように言葉を切って、ふっと顔を上げた。

「点滴、終わるな」

　そう言って、ガタンと音を立てて椅子から立ち上がる。

　祐は慣れた手つきで点滴を止め、ベッドサイドの床頭台から膿のう盆ぼんを手に取る。

　私はまだ呆然としたまま、祐の仕草を目で追った。そして、さっきまでの祐と同じく……いやそれ以上に混乱して、空いている方の手で頭を抱え込んだ。

「私……なにも知らずに十年以上も……」

　空気に消え入りそうな小さな声で呟くと、頭上から祐の溜め息が聞こえた。

「あの時の失恋ですっかり臆病になって。現実の恋愛に夢も希望も持てなくなって、人を好きになることさえできなくなったのに……それが、ただの誤解……？」

　自分の呟きに、混乱が強まっていく。

「二次元のゲームなら、もうあんな風に傷つくことはないからって……」

　腕に力を込めて、私は膝に額を預けて顔を伏せた。

　バカみたい。あまりに自分が情けなくて、呆れて、なんだか笑えてくる。

「はは」と自嘲めいた乾いた笑い声を漏らす私の横で、祐は床頭台に置いてあった箱からディスポのグローブを取り出し、両手に嵌めていた。

「信じられない……最低……」

　私が半泣きになって声を尻すぼみにすると、彼は黙って私の左腕から点滴の針を抜いてくれた。処置を終えて、私を見下ろしてくる。

　私は祐の視線を拒むように、膝を両腕で抱え込んだ。

　祐が、私の頭をポンと叩く。

「……そろそろ俺の方からも質問させてくれ」

　その声に導かれて涙目で見上げると、祐は軽く背を屈め、私の顔を覗き込んできた。

　いきなりの至近距離にドキッとする私に、彼は質問を切り出す。

「昨夜お前、俺のこと、二度と好きにならないって言ったよな。中学の時に失恋、って……俺のこと好きだったのか？」

　探るような上目遣いの視線から、思わず目を背けそうになる。けれど、祐が私の顎を掴んでそれを制した。

　顔の向きを強引に固定されて、私は無意識にゴクッと唾を飲んだ。一瞬視線を揺らして、逃げ場のないまま、おずおずと祐を見つめ返す。

　彼は瞳を揺らすことなく、私の答えを真剣な表情で待っていた。

　私は一度だけ小さく頷いた。

「俺と婚約したのも……俺に気持ちがあったから？」

　どこか怖々と畳みかける祐に、私はさっきよりも強く首を縦に振って応える。

　私の反応を最後まで確認して、祐は脱力して苦笑を漏らした。

「はは……。なんだよ、まったく」

　困ったような、呆れたような。なんとも複雑な感情がこもった笑い声をあげて、祐は私の目の前でがっくりとこうべを垂れた。

「俺、お前とよそよそしくなってるのわかってたのに、なまじ幼なじみってことで照れくささばかりが強くて……学生の頃は、なにもできなかった」

「祐……」

「好きだって言えない自分がもどかしいのに、人の気も知らずにどんどん離れていくお前を想い続けるのもきつくて……こんな苦しい初恋いつまでも引きずってられねえって、お前のこと忘れたつもりでいた。だから……婚約しても、雫の方は俺のことどう思ってるのかって、そんなこと気にして、探ってばかりで……」

　祐が口早に心情を吐と露ろするのを聞いていて、私も胸をきゅんと疼かせていた。

「俺、昔からそうだ。お前が絡むと、どうしてこんなにってくらい、不器用になる。……カッコ悪い」

　祐が私から顔を背け、どこか悔しげに声を絞った。美奈ちゃんにも言われたその言葉が私の耳をくすぐり、私は思わず彼の手を取っていた。

「え？」

　私の行動に戸惑ったように、祐がそっと顔を上げた。目線を私に向けてくれたおかげで、宙で視線が交じり合う。

「婚約してから……あの時のバスケ部の同級生と同窓会で会いました。あの夜……彼から祐の言葉を聞いたんです」

　思い切って告げた声は、ちょっと強張っていて、自分の耳にも硬く聞こえた。

「え？」

「売れ残り必至の幼なじみを、ボランティアでもらってやるって。祐が同意したって聞いて……私、すごくショックで」

「あ……」

「でも、それも……照れくさくて言ったことって、思っていいですか……？」

　私に向けられた祐の瞳が、わずかに揺らぐのを見た。それが、自分を〝不器用〟と認めた祐の答えだと確信して、私はそっと顔を俯かせる。なんだか胸に込み上げてくるものがあり、私は肩を震わせた。

「ふっ……」

　必死にこらえようとしたのに、抑え切れない嗚お咽えつが口から漏れてしまう。

　それに気付いた祐が、「雫」と私を呼んだ。

「もう……私、バカみたい」

　泣き声に気付かれてしまったから、もう隠すことなく声を震わせた。ギュッと膝を抱え込み、そこに額を預けて身体を丸める。

「もう、祐の言葉で傷つきたくないから……絶対に現実で恋なんかできないって、諦めてた。なのに……」

「中学の時も、婚約した頃も……まさか両想いだったなんて、な」

　私の泣き言を遮った祐の声が、頭上から降ってくる。

　彼が静かに言うから、なんだかとても切なくて、私はその先の声を詰まらせた。

「……なあ、雫」

　祐の声が、すぐ近くから聞こえた。

　そっと顔を上げると、彼はベッドサイドに腰かけ、身を捩るように私を見つめていた。

「今は……俺のこと好きになれないか？」

　どこか緊張を孕はらんだ声で、祐が私の心を探ってくる。

　訊ねられた私は、ドキンと鼓動を跳ね上げた。

「っ、え？」

「三度目の正直っていうか。今度こそ、リベンジしたい」

　祐の目の下が、わずかに赤く染まっている。

　言いにくそうに告げる姿は、いつもの不遜な祐とは全然違う。とても不器用だから、本気で言ってくれているのが伝わってくる。

「リベンジって……」

「雫、俺のこと、もう一度好きになってくれ」

　戸惑いながら祐の言葉を反芻すると、彼ははっきりと力のこもった声で続けてそう言った。思わずごくっと喉を鳴らす私の顔を、グッと覗き込んでくる。

「俺、学生の時は、ずっと雫のこと忘れようとしてた。でも、他の誰と付き合っても、いつもお前が心の片隅にいて……結局ちっとも忘れられなかった」

「祐」

「お前が好きだ。今度は絶対に傷つけたりしない。俺が持つすべての力で、大事にするから。だから、もう一度俺にチャンスをくれないか」

　祐はそう言い募りながら、膝を抱えていた私の手を取った。そして、その手を自分の口元に持っていく。

　指先に祐の唇が触れる感触に、私の身体はビクンと震えた。

「ゆ、ゆた……」

「……俺、お前以外の女と、結婚なんか考えられない。だからお前から破談にされても諦めなかった」

「え？」

「一人前の医者になったら取り戻しに行くって、俺は決めてたから」

　祐は熱っぽく言いながら、私の指に軽いキスを落とす。くすぐったい感触が、私の背筋にゾクゾクする痺れをもたらす。

　全身が心臓になったみたいに、あらゆるところで血管がドクドクと脈動していた。

「あの……私」

　速い鼓動に呼吸がままならず、息苦しさすら感じたまま、私は必死に応えようとした。けれど、声が上手く出てくれない。

「お前が東都の心臓外科医局の秘書として働いてるって聞いた時、神が俺の味方をしてるとまで思った。本当に、嬉しかったんだ。けど、いきなり頑なな態度取られて、本気で困惑して……意地悪ばっかりしてごめん」

　祐は私の指先に目を伏せ、ふっと吐息を吹きかけてから顔を上げた。まっすぐ見つめられて、私は思わず自分の胸元をギュッと掴んだ。

「……好きだ、雫」

　祐はちょっと掠れた声でそう言って、私の後頭部に手を回した。そのまま強く引き寄せられ、私は抵抗する間もなく、呆気なく唇を奪われてしまった。

　触れてすぐ啄むように動く祐の唇に、私は身を強張らせるだけで抗えない。

　上手く呼吸ができず、無意識に祐の胸に両手を置いた。それに気付いた彼が、わずかに唇を離す。

「……嫌か？　キス」

　目の前で、私を上目遣いに探る。

　私の心臓は口から飛び出そうなほど激しく打ち鳴っていて、私は彼になにも返事ができない。彼の胸に置いた手にも力は入らず、押し返すこともできない。

「黙ってるなら、嫌がられてないって、都合よく解釈するぞ、俺は」

　祐はどこか急いたように不敵に言いのけ、今度は少し強引に噛みつくようなキスを仕掛けてくる。

「……ん、っ……」

　こんなところで。祐を止めなきゃ、と、思考回路はちゃんと働いている。なのに、心は祐の想いに強く激しく揺さぶられていた。

　祐の言葉に傷つき、ずっと心に刻みつけられていた傷。十年以上も経った今、彼が打ち明けてくれた恋心が、私をときめかせる。

　今、祐が私を好きだと言って、求めてくれるのなら、私ももう一度、最初から祐と向き合いたい。

　祐は、私以外の人とは考えられないと言ってくれた。そしてそれは、私も同じ。

　私は今まで、祐以外の人を好きになったことなどないのだから。

　私は、祐に恋を全部教えてほしい。

　私も祐に恋がしたい――。




　ＧＷ明け、出勤一日目。

　いつも月曜日に行われる心臓外科医局の全体朝礼が終わると、美奈ちゃんがコソコソッと私に近付いてきた。

「雫さ～ん。……宝生先生との出張、どうでした？」

　まだ周りにいる医局員たちを憚って声を潜めながらも、美奈ちゃんは目をキラキラさせて私を覗き込んでくる。

　その探るような視線に、私の胸はドキッと跳ね上がる。美奈ちゃんにチラッと横目を向けて、一度大きな息をついた。

「美奈ちゃん……。もしかしてって思ってたんですけど。わざと、ですか？」

　私より少し背の低い彼女を見下ろしながら、あれからずっと胸の奥底に抱いていた疑問を、率直にぶつけてみる。

　美奈ちゃんはギクッとしたように肩を揺らし、いきなりシャキッと背筋を伸ばした。

「わ、わざとって。なんですか？」

　その反応が、十分な答えだ。私は肩を竦めて溜め息をついた。

　私がお願いした新幹線のチケットが取れなかった方か、ホテルの手配までできなかった方か。どっちかはわからないけれど、美奈ちゃんがこうやって探ってくるなら、意図的だったとしか思えない。

　出張先での夜……。私が祐と同じ部屋に泊まる羽目になったのは、もとを辿れば美奈ちゃんが仕組んだことだった。

「あの～……。もしかして、上手くいかなかったですか？」

　私が見破っていることに弁解するつもりはないのか、美奈ちゃんは遠慮なく聞いてくる。

　そんな彼女に、私は無意識に苦笑を漏らした。

「上手くって……」

　美奈ちゃんの反応は予想していたから、私はそれに返す答えをちゃんと考えていた。だからうろたえることなく、口にしかけたその時。

「あ～。それ、僕も聞きたいな」

　突然、木山先生の声が聞こえて、私はハッとして言葉をのんだ。

「き、木山せんせ……!?」

「僕、宝生先生から電話もらったんだ。『本郷さんと付き合ってるって、嘘ですよね。でも、もし本当だとしても、今夜彼女を奪います』って宣言されて、驚いたのなんのって……」

「えっ……!!　そ、それ……」

　あの夜、祐が『宣言した』と言ってたのは、嘘じゃなかったの……!?

　ギョッとして目を剥く私を、

「ひゃああ～っ！　すごい、ドラマみたい！　宝生先生、カッコいい！」

　美奈ちゃんが、絶叫するような声を放って遮った。

　彼女の声に反応して、まだ医局に残っていた数人のドクターが、チラリとこっちに目を向けるのが感じられる。

「ちょっ……美奈ちゃん、声が大きいです！　みんなに聞こえちゃ……」

「俺の噂……ですかね。『カッコいい！』は嬉しいけど、叫ばれるのはちょっと恥ずかしいんですけど」

　慌てて美奈ちゃんを止めようとした私を、後ろから近付いてきた声があっさりと遮った。クスクス笑う声に、いち早く美奈ちゃんが振り返る。

「おお～宝生先生！」

「本郷さん、出張お疲れ様」

　祐は、追及したくて仕方がない様子の美奈ちゃんを軽くかわして、私にニコッと微笑みかけながら労いの言葉をかけてくれた。

「あ、はい。……ありがとうございます」

　美奈ちゃんだけじゃなく、木山先生までニヤニヤして、私と祐を見ているのがわかるから、頭から湯気が出そうなほど顔が熱くなる。

　結局、目を逸らし俯いてしまう私の隣で、木山先生が祐に声をかけた。

「僕もツッコみたいところは多々あるんだけど。……宣言してきたことは潔い男だと評価してやる。でも……本郷さんが嫌がるようなことはしてないだろうね？」

　真面目な上司の顔をして、木山先生は結構際どいことを祐に真正面からぶつける。

「木山先生っ！」

　顔から火を噴きそうになりながら、ふたりの間に割って入ろうとすると、祐が私の前に腕を伸ばして制した。

「してませんよ。実際には、俺、ホテルに泊まらなかったし」

「えっ？」

　シレッと返事をした祐に短い声で聞き返したのは、美奈ちゃんだった。

「そうなんですか!?　人がせっかく……」

　残念そうにこぼしたそのひと言で、彼女が〝仕組んだ〟ことは明白になる。

　私はそれを聞き逃さずに、彼女にじっとりとした目を向けて睨んだ。美奈ちゃんも慌てたように両手を口で覆って、わざとらしく明後日の方向に目を彷徨わせる。

「だから、おふたりが俺と本郷さんに期待したことも、まったくありませんでした。ね？　本郷さん」

　もっともらしく言いのけ、最後は私に同意を促す祐に、私も大きく首を縦に振って応えてみせる。

　木山先生と美奈ちゃんがわかりやすく失望するのを見て、私がホッと胸を撫で下ろした途端。

「……まあ、俺が本郷さんのこと好きだって気持ちは、ガンガンぶつけましたけどね」

　祐が口角を上げて、なんとも意味深に付け加えた。

「えっ!?」

　一瞬の間の後、美奈ちゃんが目をキラキラさせて聞き返す隣で、木山先生は『ほ』と口を丸く開けている。

　そして私は、油断した隙をついて意地悪に暴露した祐に、大きく息をのんでいた。

「ゆ、祐っ!?」

　思わず名前で呼んでしまった声が、大きくひっくり返る。

　祐は私の視線を受けて、おもしろそうにふっと目を細めた。あまりのことに呆然として、パクパクと口を開くだけの私に、なんとも魅惑的に微笑みかけた。

　そして。

「病棟に行かなきゃいけないので、これで」

　なんともスマートに白衣の裾を翻し、他のドクターたちの後を追って医局から出ていってしまった。そして、医局に残ったのは、私たち三人だけ。

「あ。う……」

　全身を真っ赤に染め上げた私に注がれるのは、遠慮のない興味津々な、ふたりの視線――。

「二次元脱却！　雫さん、おめでとうございま～す!!」

　美奈ちゃんが盛大に声を張り上げながら、クラッカーを打つ真似をした。口でも「パンパ～ン」と音を表現する彼女の隣で、木山先生も愉快げに肩を揺らしている。

「これはこれは……で、お式はいつ頃になるのかな？」

　口元に手を遣り、くっくっと声を漏らして笑いながら訊ねられて、私はギョッとして目を丸く見開いた。

「そ、そんなの！　まだまだ当分先……いえ、全然未定です!!」

　慌てて顔の前で手を振りながら答えると、木山先生はきょとんと瞬きをした。

「未定って。……だって、婚約し直すんじゃないのか？」

　当たり前のようにしげしげとした口調で問われ、勢いよく首を横に振って否定してみせる。それには、美奈ちゃんまで困惑した表情を浮かべた。

「あの……恋を、教えてもらうんです」

　ふたりの視線をくすぐったく感じながら、私は照れくさい気持ちでモゴモゴと報告した。「え」と絶句するふたりの前で、私は亀のように首を縮める。

「私は初恋止まりで大人になってしまったので、まず祐に恋をするところから……」

「えええっ!?」

　なんだかとても悲壮な様子で叫んで、美奈ちゃんが私を遮った。

　木山先生は、ポカンと口を開けてから、天井を仰ぐ。

「宝生先生、気の毒に……一度は婚約していた女性とそこからなんて、僕なら耐えられない」

　木山先生に同意するかのように、美奈ちゃんもうんうんと頷いた。

「雫さんの二次元癖は聞きましたけど……。そこから始める必要はないと思います」

「え？」

「だって、ゲームだろうがなんだろうが、雫さんはちゃんと恋する心を持って、今まで歩んできたんだから」

　自信満々に胸を張る美奈ちゃんに戸惑って、私は思わず口ごもった。

「雫さんが宝生先生の気持ちを知った上で前向きになったなら、もうそれは恋してるってことです。だから私も、お式はすぐかなあ～って期待してます。だって、元婚約者なんだから！」

「っ、み、美奈ちゃん!?」

　ギョッとして声をひっくり返らせる私にクルッと背を向け、美奈ちゃんは自分のデスクに弾むような足取りで歩いていってしまった。

「頭の中では、『結婚式、なに着ていこうかな～』って考えてるね、あれ」

　美奈ちゃんのテンションには苦笑しながらも、木山先生はニヤニヤして呟く。

　その言葉にも慌てて振り仰ぐと、彼は私を見下ろし、目尻を下げた。

「とりあえず、両想いになったことは間違いなさそうだね。おめでとう、本郷さん」

　ストレートな祝辞を述べられ、私の頬が再び火照り始める。

「い、いえ、あの……ありがとうございます。でも、その……」

　ふたりに散々煽られたせいで、私自身、これからどんな風に祐と向き合えばいいのか、よくわからなくなってしまった。

　祐に恋をするところから始めると思っていたけど、『もう恋してる』なんて言われると、スタートラインがどこか、曖昧になった気がする。

　私は途方に暮れて、目線を自分の靴の爪先に落とした。私の心中を察したのか、木山先生が「やれやれ」と呟いてクスッと笑い、私の肩をポンと叩く。

「美奈ちゃんの言い方じゃ、ちょっと一足飛びだけどね。僕も彼女に同意する。本郷さん、君は初恋止まりなんかじゃないよ」

「え？」

「君も宝生先生も、立派な大人なんだから。ここから始めるのは、大人の恋。淡く綺麗なだけじゃない、汚くもあり醜くもある。君と宝生先生が育むのは、大人になった今だからこそできる恋……等身大の恋だ」

　そう言われて、私の胸がドキッと跳ねた。

　私の反応を見透かしたように、木山先生は目を細めてひょいっと肩を竦めた。

「どうしようもなく好きになって、心に身体が抗えなくなる……。僕も男だからわかるけど、宝生先生が君との恋で求めるのは、そういう感情だよ」

「っ……」

　木山先生の言う大人の恋は、なんだかとても怖いような気がして、私は返事もできずに怯んでしまった。だけど、それはほんの一瞬の感覚。すぐにドキドキと胸が強く打ち始めて、私は無意識に胸元を握りしめた。

「宝生先生に恋をするところがスタートってことは、もしかしたら君は、初恋をやり直すつもりでいるのかもしれない。でもそれは、今までの経験や成長を無にするだけだと思うよ。……本郷さん、頑張って」

　木山先生は最後にそう言って、私に軽く手を振った。そして、デスクに向かっていく。

　私も、木山先生と美奈ちゃんの席のちょうど中間にある自分のデスクに向かい、脱力しながら椅子に座った。熱を帯びて熱い頬に手を当てて冷まし、弾んだ鼓動を抑えようと、大きく深呼吸をする。

　パソコンのロックを解除しながら、美奈ちゃんと木山先生に言われたことを考えた。

「等身大の恋……」

　無意識の独り言を漏らした。

　ＧＷ中、出張から戻って、初めて祐とデートした時のことを思い出す。

　祐が『デートしよう』と誘ってくれて嬉しかったものの、まったく不慣れな私は、すぐに動揺してしまった。

　美奈ちゃんは、二次元の経験しかない私でも、恋する心はちゃんと持ってるなんて言ってくれたけれど、ゲームと現実は当然ながら全然違う。

　だって、祐と過ごす時間には、ハッピーエンドに導いてくれる選択肢がないのだ。

　ハッピーエンドまでレールが敷かれたゲームをプレイする感覚ではいられない。

　祐の問いかけにどう答えるか、彼の行動に対して私がどう反応するか。選択肢は無数にある上、それは自分で生み出さなきゃいけない。

　初めてのデートは、頭の中で必死に〝答え〟を探して、普通の会話すら間が空き、なんともぎこちないまま終わってしまった。

　デートの帰り、家の前まで送ってくれた祐が、私の額を軽く小突いて、こう言った。

『俺のペースでガンガンいっても、雫が怯むだけなのはこれでもかってくらいわかってる。いくらでも待つから、急がなくていい。お前のペースで俺を好きになって。緊張でガチガチにさせたいわけじゃないんだ』

　やっぱり硬くなってたの、バレバレだったなあ、と自己嫌悪でいっぱいになった。

　今週末、二回目のデートの約束をしているけど、次は絶対に失敗したくない。

　木山先生が言ってくれた、私の今までの経験と成長。それを次にどう生かすか、私は必死に頭を働かせた。




　二回目のデートは、祐が午前中に仕事を済ませてからの約束だったので、駅で待ち合わせをすることになった。

　近年、大型商業施設が相次いでオープンして、注目度の高い銀ぎん座ざの街は、家族連れやカップルで大賑わい。周りを見ると、私の他にも人待ちらしい女性がたくさんいた。

　約束の時間よりちょっと早く着いてしまった私は、祐が来るのをドキドキソワソワして待ちながら、そんな女性たちを観察した。

　現れた男性の行動や声かけも、それに対する女性の反応も、多種多様だ。その中のひとりが「もう、遅い～」と頬を膨らませるのを見て、私の頭の中でなにかが閃ひらめいた。

　まさにゲームでも経験した待ち合わせシチュエーション。今こそ、私の〝経験と成長〟を生かせるといっていいのでは!?

　そこに思い至ったら、緊張が少し和らいだ。

　スマホをバッグから取り出し、恋愛ゲームのアプリを起ち上げながら、約束に遅れてきた翔君に〝雫〟がなんと声をかけたか。そのセリフを思い出し、過去のストーリーを確認しようとした時――。

「悪い。ちょっと遅れた。……って」

　スマホを持つ手元にふっと影が落ち、慌てて顔を上げる。いつの間に来たのか、ブルーのシャツにジャケット姿の祐が、私の目の前に立っていた。

「あ」

　まさに今、この状況でどんな反応をするかをストーリーの中に探していたのに。祐の登場は不意打ちで、私はとっさに反応を返せなかった。

　祐の方はわずかに眉を寄せて、私の手からスッとスマホを抜き取る。

　そして。

「……どうやら、待たせても退屈な思いはさせてなかったか」

「えっ、あっ……！」

　親指と人差し指で摘まむようにして持ったスマホを、祐が目の高さに持ち上げる。

　それを見て、私はハッと我に返った。

「す、すみません！　ゲームをしようとしていたのではなく、ちょっと、その……」

　私は焦って言い訳しながら、祐の手からスマホを取り返した。耳まで真っ赤になって、急いでバッグにスマホをしまう。

「ちょっと、なに？」

　祐はスラックスのベルトホールに指をひっかけ、顎を引いて見下ろしている。

　言葉尻を拾って促され、私はグッと口ごもった。

「いえ、なんでもないんです」

　大きく首を横に振り、笑ってごまかした。

　結局、ゲームで〝雫〟が返したセリフも、〝私〟ならなんと答えようとしたかも、まったくこの場に当てはまらず、参考にすることもできなかった。

　祐はそんな私に首を傾げていたけど、「まあいいや」とボソッと呟き、いつもより無造作なセットの髪を、クシャッとかき上げた。

「ところでお前、昼食べたか？」

　短く訊ねられて、勢いよく首を振る。それを見て、祐が何度か頷いた。

「俺もだ。先になにか食べよう」

　そう言って、なんともスマートに私の手を取った。

「っ、あ……」

　そのまま指を組み合わせて手を繋がれ、それが俗にいう〝恋人繋ぎ〟だと思い当たった私は、思わず小さな声をあげてしまった。一瞬にして周りの人が気になり、私は目を彷徨わせてしまう。

　先に一歩踏み出していた祐が、「ん？」と肩越しに振り返る。

「なんだよ？」

「いえ、あの……手」

　訝しげに問いかける祐から目を逸らし、繋がった手に視線を落としながら、私は消え入りそうな小さな声で返事をした。

　祐は気にならないんだろうか。周りを行き交う女性がみんな、「カッコいい～」と、彼を振り返っていくのに。ついでに私に向けられる視線が〝不釣り合い〟と言ってるみたいで、イチャイチャ手を繋ぐのもいたたまれない。

　祐は、私の声と仕草に首を傾げて、繋いだ手を顔の高さに持ち上げた。

「あっ」

「嫌なのか？」

「い、いえっ！」

　口をへの字に曲げて聞かれて、私は慌ててそれを否定した。

「でも……少し恥ずかしいです」

　頬を紅潮させて付け加えると、祐はきょとんとした様子で瞬きをした。そして、繋いだ手にきゅっと力を込め、私を引っ張って歩き出す。

「あ、祐」

　一瞬足をもつれさせてから、私も慌てて祐の隣を歩き出した。そっと顔を上げて、彼の横顔を窺う。

「恥ずかしくても、慣れろ」

　途端に、なんとも不遜な命令が下される。

「え、えっ？」

「待つとは言ったけど、手を繋ぐくらいは、幼稚園の時にもしてただろ。このくらいは緊張するなよ。……こっちは本当はもっといろいろしたいんだから」

　思わず聞き返した私に、祐は少しふてくされた様子でボソッと呟いた。

「本当は、って。いろいろ……？」

　反射的に祐の言葉を反芻すると、彼が小さな溜め息をついた。

「悪い。心の声だ。聞かなかったことにして」

　祐が顔を背けて続けるのを聞いて、私も口を噤んだ。

　この間、『恋を教えてもらう』と話した時の美奈ちゃんの驚きようと、木山先生が『気の毒に』と言っていたことを思い出したからだ。

「大人の恋。等身大の恋……」

　胸に引っかかっているその言葉を、私は声に出して呟いてしまう。それを聞き留めたのか、祐が私を見下ろすのがわかった。

「だから、急がせねえって。これでも忍耐力には自信がある」

「え？」

「俺がどれほどお前を待ったか、それは以前ちゃんと身をもって示してるだろ」

「……！」

　祐が、どこか皮肉っぽく眉尻を上げて私に答える。それを聞いて、私はカッと頬を火照らせてしまう。

　私の反応を視界の端っこで確認したのか、

「バ～カ。早く俺を好きになれ」

　祐はちょっと意地悪に口角を上げた。

　そのままふいっと顔を背け、まっすぐ前を向いてしまう祐に、私はそれ以上なにも言えない。

　手を繋ぐにしたって、恋人繋ぎは初めてだ。祐の言葉がどれもひしひしと身に沁みて、ほどく気にはなれないけど、このくらいのことでも私はドキドキしてしまう。

　彼の手の温もりと感触は、リアルの私しか知り得ないものだ。こういう胸の高鳴りは、ゲームでは経験したことがない。

　祐の手に触れ、指を絡めて繋ぐ時、心臓がどんな音を立てて跳ね上がるか。身体がどれほど熱を帯びて熱くなるか。自分のことなのに、初めて知った。こんなに速い鼓動、どうしたら治まるのかわからない。

「う、うう……」

　私は祐の手を握り返すことができず、全身に力を込めて小さくなった。

　気持ちはいっぱいいっぱいで、妙な呻き声を漏らしたのは、もちろん無意識。

　ゲームで積み重ねた経験くらいじゃ、なんの役にも立たない現実に戸惑ってしまい、祐の隣を歩くのが精一杯。

　だから、デート中、彼がどんな表情で私を見ていたかも、知ることができなかった。

　その夜。

　私はお風呂で湯船に浸かり、湯気が立ち込める天井をぼんやりと見上げた。

　今日のデートを思い浮かべると、ジタバタしたいほどのくすぐったさに駆られる。

　なのに、最後に家の前で見送った時の祐の背中が、脳裏に焼きついて離れてくれない。

「っ……」

　額の真ん中が疼くのを感じて、私は湯船に口元まで沈んだ。とっさに額に手を当て、ブクブクと泡を出して溜め息をつく。

　今日一日、ずっと祐と手を繋いで街を歩いた。おかげで私は最後までドキドキしっ放しで、デート中、まっすぐ目を合わせることもできなかった。

　祐が相変わらずの巧みな話術でいろんな話題を振ってくれるのに、私はいちいち『なんて答えよう？』とか、『こんなこと言って変に思われないかな』と考えてしまい……。自分でも思う。多分私たち、最初のデートよりずっとぎこちなかった。

　祐はなにも言わなかったけれど、きっと私が思う以上に歯がゆい思いでいたのだろう。

『今日はありがとう。楽しかった』

　目を伏せ気味にそう言って、家の門に手をかけた時。

『雫』

　祐が私の肩を掴んだ。

　後ろにグッと引かれるがまま振り返った私に、彼は顎を傾け、顔を寄せてきた。

　祐がなにをしようとしているかは、私にもわかった。一瞬鼓動を跳ね上がらせたものの拒むつもりはなく、私はギュッと目を閉じた。

　なのに、待ち構えた感触は、唇には落ちてこない。

　怪訝な気持ちで目を開けた時、祐の唇が私の額の真ん中に触れた。『え』と大きく目を見開く私から、祐の唇はすぐに離れていった。

　戸惑って上目遣いの視線を向けると、彼は私の頭をポンと叩いた。そして、ちょっと寂しげに瞳を揺らし、首を傾けた。

『まだ、唇にキスできる恋人同士にはなれてないもんな、俺たち』

　その言葉が、なぜだかズンと、私の胸に重く圧しかかった。

　なにをどう答えていいか、自分でもわからない。

　ゲームの中でも、そんなセリフを言われたことはなかった。

　私は瞬きも忘れて祐を見つめた。ただ無意識に、祐の唇が触れた場所に手を当てた。

『またな』と手を振った祐の背中が遠退き、見えなくなっても、私は門の前に佇んだまま、戸惑い混乱していた。

　どうして。唇へのキスなら、祐から何度もされたのに。ためらうなんて、『今さら』と思ってしまった。

　恋人になる前はあんなに強引だった祐が、宣言通り、私のペースに合わせてくれる。祐が唇にキスをしなかったのは、私がまだ全然彼に追いつけていないせいだ。

　だけど……。

「っ」

　額だけじゃなく、身体の奥底が疼く感覚に襲われ、私は思わず身を竦め、自分を強く抱きしめた。

　バシャッと大きく音を立てて湯が揺れる。浮力で身体が揺れるのをやり過ごし、私は大きく首を横に振った。

「ゆ、たか」

　唇が、無意識に彼の名を紡ぐ。

『こっちは本当はもっといろいろしたいんだから』

『バ～カ。早く俺を好きになれ』――。

　デート中の祐の言葉を思い出す。

　居ても立ってもいられない気分で、ザバッと湯音を立てて勢いよく立ち上がった。お風呂を出て、急いで部屋着を身につけると、私は部屋に駆け込んだ。

　しっかりと水分を拭い切れていない髪から、ポタポタと水滴が落ちてくる。タオルを首にかけたままスマホを手に取り、深呼吸してから祐に電話をかけた。

　彼もまっすぐ家に帰り、寛いでいる時間だったのかもしれない。二回のコールで、《もしもし》とちょっと低い声が耳に届いた。

「ゆ、祐、私」

　電話に出てくれたことにホッとして、急いた気分でそれだけ言った。途端に鼻の奥の方がツンとして、私は続く言葉をのんでしまう。

《ああ。どうした？》

　落ち着いた静かな声で問いかけられ、私は一度ズッと鼻を啜った。

「ごめ……ごめんなさい」

　なんとか呼吸を整えて、喉に声をつっかからせながらそれだけ言った。

　電話の向こうから、祐が《ん？》と短く聞き返してくる。

「ごめんなさい。私が不慣れだから……祐、つまらないでしょう……？」

　謝罪を繰り返すうちに、涙が込み上げてくる。あまりに自分が不甲斐なくて、なんとも言えない苦い思いが胸いっぱいに広がった。

　返事を待って言葉に詰まる私の耳に、祐の溜め息が聞こえた。それが無言の肯定のように聞こえて、ズキッと胸を痛めた私に、彼が《雫》と呼びかけてくる。

《つまらないなんて思ってない》

「っ、で、でも」

《思ってない。……けど、俺の前で雫が雫でいてくれなきゃ、俺はどう踏み込めばいいのかわからない。だから迷ってる。それだけだ》

「えっ……？」

　淡々と言った祐に、私は思わず身を乗り出していた。それには、再び小さな吐息が返ってくる。

《恋愛ゲームって、俺にはよくわからんが、相手によって選択肢も違うんだろ？》

　わずかな沈黙の後、祐が静かに口を開いた。

　彼がなにを言おうとしているのか掴めず、私は返事に窮して言葉に詰まってしまう。

《そうやって、ゲームのヒーローを攻略するのと同じように、俺の前で態度も言葉も考えて選択されちゃあ……俺はいつまで経っても雫を手に入れられない》

「……！」

《……俺は、お前がいいんだよ》

　絞り出すような声に息をのんで絶句した私に、祐が《雫》と呼びかける。

《次はちゃんと〝本郷雫〟でいてくれ。俺と一緒に街を歩いてるだけ。デートとか、意識しなくていい。……医局にいる時の、いつものお前でいいから》

　最後にひと言、《お休み》と言って、祐の方から電話を切った。同じ挨拶を口にすることもできず、通話を終えたスマホを耳から離して、私は呆然と天井を仰いだ。

　私が問いかけた『つまらないでしょう？』という質問を、祐は否定してくれたけど、これまで二回のデートで、私に不満を抱いていたのは、嫌でも感じ取れた。

　いつもなら、それでさらに落ち込みそうなものなのに、私の胸は切なくきゅんと疼き、トクントクンと静かに高鳴っていく。

　だって祐が不満に思っていたのは、彼に気に入られようとして、必死に背伸びしていた私だから。

「祐……」

　名前を呟くだけで、胸がきゅうっと締めつけられて苦しくなる。

　二次元で積み重ねてきた恋は、こんな感覚を私に教えてはくれなかった。私が今までゲームのヒーローたちに教えてもらったドキドキは、現実の恋ではなんの経験値にもならない。

　だって、ゲームの中で恋をしていた私は、本当の私じゃない。

　お相手のヒーローに気に入られるよう、選択肢を考えるだけで進む〝私〟の恋は、リアルの私をなにも成長させてはくれない。それは、私自身の恋じゃないんだから。

　祐はちゃんと気付いていた。祐と恋をしようと踏み出したのに、私が私でいられなかったことを。

　等身大の恋――。

　その言葉に込められているのは、二十八歳になった私が初恋をやり直してはいけないとか、大人だから年齢相応の恋をとか、そういう意味だけではない。

　私が、私らしく。祐を好きだと思って立ち向かう恋。

　祐が求めてくれるのは、今の私、本郷雫なんだ。










用意周到で一途な熱愛




　医局でパソコンを操作すれば、祐の仕事の予定はすぐに確認できる。

　残業になりそうな日も、早く帰宅できそうな日も、予想することは容易い。

　またしても失敗に終わった二回目のデートの翌週。あれから一週間を過ごして、再び金曜日を迎えた。

　祐は都内の別の大学病院で行われた医師会の研修に出席していて、医局で顔を合わせることはなかった。研修は丸一日の予定で、その後は直帰となっている。

　私は残業せずに仕事を終え、その足で彼の家を訪ねた。

　閑静な住宅街の中でも、ひと際立派で、重厚な門構えの広い邸宅。

　門の外のインターホンを押した時、私の腕時計は、まだ午後七時を指したところだった。

　玄関のドアを開けて私を招き入れてくれたのは、十年前から宝生家で働いている、通いの家政婦の島しま田ださんだ。婚約中、何度か会ったことがある。

　婚約を解消してからは一度も訪れていなかったけれど、島田さんは「お久しぶりです、雫さん」と挨拶をしてくれた。

　私が祐を訪ねるのは二年ぶりだ。もちろん、私たちが婚約を破棄したことは知っているはず。今頃なんの用だろう？と不思議に思っているのが、表情からわかる。

「祐に借りていた本を返しに来たんです」

　そう言って、私は先週のデートの時彼に借りた本をバッグからそっと覗かせた。

　島田さんは特に詮せん索さくすることもなく、「どうぞ」と中に通してくれた。

「祐さん、一時間ほど前にお帰りになってます。お食事はこれからですが、雫さん、ご一緒にとられますか？」

　島田さんは私を気遣ってくれたけど、それには首を横に振った。

　考えてみれば、祐がご両親に私とのことを話しているかわからない。いや、また始めようと決めたのは二週間前のことだし、まだなにも話していないと思うのが正しいのかもしれない。同じ医局で働いていることは知ってるかもしれないけど……。

　もし顔を合わせたら、なんて言えばいいんだろう？と不安になり、島田さんにご両親の所在をそっと確認してみた。

「旦那様と奥様は、海外出張に出られてます。あ、私も祐さんの食事をお出ししたら、お暇させていただきますけど」

　その返事を聞いて、なんとなく胸を撫で下ろした。

　島田さんが用意してくれたスリッパに履き替え、広く長い廊下に足を踏み出すと、奥からピアノの音色が聞こえてきた。

　思わず足を止める私を、一歩先を行く島田さんが振り返る。

「お帰りになってシャワーを浴びた後、食事の時間まで弾くと言って、今、テラスにいらっしゃいます」

　そう言って、島田さんはその言葉通り、廊下をまっすぐ突き進んでいく。

「あ」

　私も慌ててその後を追った。

　一階のリビングダイニングの奥に、庭に面したテラスがあるのは知っている。そこに、立派なグランドピアノが置かれている。まだ幼い頃、私と祐が連弾して遊んだ場所だ。

　歩を進めるごとに、ピアノの音色がより大きく鮮明になる。

　廊下の中ほどまで来るとなんの曲か、よくわかった。

「悲愴……」

　ベートーベンの有名なピアノ曲だ。ピアノに興味がない人でも、絶対どこかで聞いたことがあるであろう、穏やかで優しい、どこか哀愁を帯びた旋せん律りつ。

　この先のテラスで、今まさに祐が演奏している。

　祐の見た目と性格からはとても想像できない選曲なのに、本当はとても彼らしい。

　私の顔は、無意識に綻んだ。途端に、胸がきゅんと疼いて、締めつけられるような感覚を覚えた。反射的に胸を手で押さえる。

　その手から伝わるのか。それとも、身体の内側から直接感じ取っているのか。

　私は、鼓動が速くなっていることを自覚した。

　テラスのドアの前に立った島田さんが、コツコツと二回ノックをした。

「坊っちゃま、雫さんがお見えですよ」

　ノックと同時に、少し大きな声で中に呼びかける。

　声が届いたのか、柔らかく滑らかなメロディが、ピタリとやんだ。そして物音がしたかと思うと中からドアが開けられ、祐が目を丸くして立っていた。

「雫？」

　約束はしていない。

　私の突然の訪問に、この反応は、もちろん予想していた。

「ご、ごめんなさい。急に」

　彼の顔を見たら緊張感が強まってきて、私は少しつっかえながら謝った。

　小さく頭を下げる私に戸惑いを見せながらも、祐は島田さんにお礼を言った。

「坊ちゃま、お食事、いかがされますか？　雫さんはいいとのことですが」

　島田さんが、私と祐の様子をちょっと探るようにそう訊ねかけた。

　問われた祐はチラリと私を見遣り、島田さんに小さく頷いてみせる。

「キッチンに置いておいてください。片付けが終わったら、帰ってくれていいです」

「かしこまりました。では、失礼させていただきます」

　島田さんが深く頭を下げて廊下を戻っていくのを見送って、祐はテラスのドアを大きく開けた。

「どうぞ。入って」

　そう言いながら私の背を押し、中に促す。

「なに。今日一日、俺に会えなくて寂しかったのか？」

　私が中に進むのを確認して、祐がからかうようにそう言った。そっと振り返ると、彼はしっかりとドアを押し閉めている。

　私はグランドピアノに歩を進め、祐に背を向けた格好で、一度だけコクンと頷いてみせた。

「はい……。寂しかったです」

　私の返事は、祐にとっては相当意外だったのかもしれない。

　私が言い切った後、彼は黙っているだけ。結局私の方が焦れて振り返った。

「祐」

「ああ、悪い」

　呼びかけてやっと、祐は我に返った。パチパチと瞬きをしてから、はは、と苦笑する。

「雫らしくないセリフだな。またゲームで予習してきたのか？」

　祐はからかい交じりにそう言って、私の前に進んできた。

　シャワーを浴びた後のせいか、彼は白いシャツをはだけたままで、ルーズなシルエットのパンツという、かなりラフなスタイルだ。

「でも、俺が欲しいのは、そういうんじゃないって……」

「祐とデートした後から、もうゲームは起動させてもいません」

　テラスに入る前よりも、鼓動が加速しているのを感じる。

　私は俯き加減で小さな声で返事をした。

「祐が、いつもの私がいいって言ってくれたから。だから……」

　最後まで言えずに言葉尻を濁した私を、祐は背を屈めて探るように覗き込んでくる。思わず背を仰け反らせて逃げようとする私をジッと見据えて、彼はすぐに背筋を伸ばした。

「……確かに。ここで逃げるのが、お前だよな」

　ボソッとした声で呟きながら私の横を通り過ぎ、ピアノの蓋をパタンと閉める。

「で？　今日はどうした？」

　用件を促されて、私はバッグの中から本を取り出し、祐の前に差し出した。

　彼は本に視線を落とし、きょとんとして首を傾げる。

「わざわざこれだけのために？　医局で返してくれてよかったのに」

　私の手から受け取りながら、ますます訝しそうに目を細める。

　探るような視線を感じて、私は無意識にゴクッと喉を鳴らした。

「これは……口実というか」

「また、それもお前らしくないけど。俺を訪ねる口実用意してまで、本当はなんだ？」

　そう言われて、私はそっと視線を逃がした。蓋が閉じられたピアノが、私の目に映る。

「……ピアノ、今でも弾くんですね」

　私の視線の先を追って、祐が「ああ」と呟いた。

「もともと嫌いじゃないからな。オペに入る前の日とか、精神統一するのにも、なかなか役立ってくれる」

　そう言いながら、祐は再び重い蓋を開いた。長い指を弾ませて鍵盤を叩く。ポロンポロンと柔らかい単音が奏でられ、私も彼の指をジッと見つめた。

「祐は昔から、顔に似合わず優しい曲が好きだったから。精神統一にはぴったりです」

「おい。顔に似合わずって、なんだ。それを言ったら、お前だってそうじゃないか」

　祐はムッとしたように眉を寄せ、私が返した本をピアノの上に置くと、ギッと椅子を軋ませて座った。

「地味で大人しい顔してるくせに、やたら明るい弾むような曲ばかり」

　祐は右手だけでメロディを弾き始めた。それを聞いて、私もつい微笑んでしまう。

「英雄ポロネーズ」

「好きだろ？」

「はい。……好きです」

　祐の言葉を自分で繰り返した私の胸が、トクンと小さな音を立てた。思わず胸元をギュッと握りしめると、祐は鍵盤の上で手を止める。

「……祐？」

　続きを弾こうとしない祐に、私はそっと呼びかける。彼は一度自分の右手に視線を注ぐように顔を伏せ、「いや」と小さく首を横に振った。

「だったら、特別に一曲弾いてやるよ」

　そう言って、左手も鍵盤の上にのせる。

　私は、ピアノを弾く祐のすぐ隣に佇んだ。鍵盤の上を滑らかに走る祐の長い指を、ただただ懐かしい思いで見つめる。

　彼が私のために奏でてくれる、明るく弾んだ曲が、再び私の胸を締めつける。

「やっぱり……違う」

　鍵盤に視線を落としたまま、私は無意識にそう呟いていた。

　小さな独り言は、緩急ついた軽やかなピアノの音にかき消され、祐の耳には届かない。

　私は身体の脇に垂らした手をギュッと握りしめた。

「私……祐のピアノ、とても好きです」

　一瞬前よりも意識して呟いたその声は、今度は祐にも聞こえたようだ。

　彼は鍵盤の上で両方の手を止め、私を見上げて「え？」と聞き返してくる。

「私……祐が好きです」

　しっかりと見つめ返されているのを感じながら、私はゆっくりと彼に伝えた。

　祐は喉を仰け反らせて、ごくりと唾を飲んだ。

「私……祐に失恋してからずっと、恋をする以前に、人を好きになるのが怖いと思ってました。婚約解消した後は……もう一生誰も好きになれないって思ってた」

　ぎこちなく視線を祐から外し、私は少しだけ目を伏せた。

「でも、違う。祐のピアノが好き。祐が好き。こうしてちゃんと向き合ってみれば、私ははっきりそう思える。現実の恋なんかできないって思ってたのは、間違ってたんでしょうか」

　ちょっと情けない笑みを浮かべて、祐に答えを求めるでもなく、独り言のように呟く。

　祐は黙って私を仰ぎ見ていたけれど、鍵盤から指を離し、椅子を軋ませて立ち上がった。そして。

「雫」

　私に両腕を伸ばし、静かに優しく抱き寄せた。

　祐の肩に額がぶつかった瞬間、胸がトクンと淡い音を立てて跳ねるのを感じた。

　けれど、それはとても穏やかに心地よい速度で加速していき、私は彼の肩に頭を預けて、そっと目を閉じた。

「やっぱり、そういう男心がまるでわかってないのが、雫だよな」

「っ……!?」

　とっても心が和んでいたのに、祐は私の耳元でとんでもなく意地悪なことを言ってのけた。その言われようにさすがに傷つき、ムッとして顔を上げたのに。

「え……」

　すぐ近くから私を見下ろす祐がすごく優しく目を細めていたから、言い返そうとした言葉を見失ってしまった。

　顎を上げて彼を見つめたまま、私はごくんと喉を鳴らしてしまう。

「男を……俺を喜ばせようとして口にするセリフを選ぶなら、そこは『私が現実で恋する相手は祐だけ』ってとこかな。……私が間違ってた、それに気付いていれば、今までもちゃんと恋できたのに……なあんてセリフは求めてない」

「っ」

　祐の言葉が、私の心を激しく根底から揺さぶった。

　作りものじゃない、生身の祐が私に向けた本心からの独占欲が滲み出ていて、これまで感じたことのない狂おしいほどに熱い鼓動が打ち鳴る。

『祐』と呼びかけようとした声は、喉に張りついて口にできなかった。ただ、音を立てて高鳴る鼓動が苦しくて、私は小さく胸を喘がせた。

　祐は私の後頭部に手を回し、力を込めてかき抱いた。

「雫。俺の気持ちは変わらない。これからもずっと、お前だけだ」

　耳元で、どこか切なく震える声で告げられて、私の胸はドクッと音を立ててリズムを狂わせた。

「お前がさっき言ってくれた『好き』よりも、俺の方はもっともっと……暴力的なくらい強い想い、抱えてる。……それは今までも、隠さず晒してた」

「……！」

　耳の鼓膜を直接震わせるように囁きかけられて、私の身体がビクンと震えた。それが祐にも伝わったのか、彼が小さな苦笑を漏らすのがわかる。

「怖がらせる、だけだったけどな」

「今は、怖くない。……嬉しい、です」

　なにが正しいかとかは考えずに、思うままを口にした。ちゃんと祐の耳に届いたのか、彼の腕がピクリと震える感覚が伝わってくる。

「……祐」

　私は祐に、そっと両手を回した。彼の背中で、シャツをギュッと握りしめる。

「私に、大人になった今、祐とだからできる、本当の恋を教えてください」

　彼の胸に直接届くように、私は俯いて呟いた。腕の中で、祐が小さく身を強張らせたのがわかる。

　きっと、私の次の言葉を待っている。そう感じて、そっと顔を上げた。

「私、先週、額のキスじゃ物足りなかった。美奈ちゃんにも言われたけど、私はとっくに祐に恋をしています。だから、祐と同じくらい……暴力的なくらい強い気持ちになるように、全部……」

「っ……涼しい顔して、煽るなよっ……」

　祐が耐え切れないというように声をあげて、私を遮った。私の身体に回した腕に力を込めて、ぎゅうっと抱き竦める。

「……教えてやる。俺がどんなにお前が好きか、刻みつけてやる。……逃げるなよ」

　切なく震える低い声に、私の心臓がドクッと音を立てた。




　祐の部屋に入るのは久しぶりだ。

　祐が腕で支えてくれるドアと彼の隙間を潜るようにして、室内に足を踏み入れた私は、ドア口でピタリと足を止めた。

　部屋に置かれている家具は、配置も含めて、私の記憶とほとんどなにも変わっていない。カーテンやベッドカバーこそ新しいものになっていても、色合いや雰囲気にそう大きな変化はない。

　こんなところでも懐かしさを覚え、なにか温かいものが胸を過るのを感じた。

　けれど、そんな感覚はすぐに追いやられてしまう。

　私の背後で静かにドアを閉めた祐が、後ろから抱き竦めてきたからだ。

「っ……」

「雫、懐かしがってる場合じゃないだろ」

　彼はどこか拗ねた調子で、私の耳元でそう囁く。胸が大きく弾んだ音を立てるのを自覚した途端、祐がいきなり私を横抱きにして抱え上げた。

「ひゃっ……！」

　足が床から離れ、心許ない。私はとっさに祐の首に両腕を回してしがみついた。

　彼がククッと声を漏らして笑うのが、聞こえる。

「ゆ、祐っ！　重いですから、下ろしてください！」

　焦って首を捻り、肩越しに床を見下ろしながら声をあげると、「重かねえよ」と返された。

「お姫様抱っこ。サービスしてやってるんだけど？　ゲームの中で体験して、萌えてたんじゃないのか？」

「それはっ……！　リアルでされると照れくさいです！　じ、自分で歩けますからっ」

「あ～、うるさい」

　抱き上げられたままジタバタする私に構わず、祐はスタスタと歩を進める。この部屋の中でひと際存在感を放っている、立派なセミダブルのベッドに向かっていく。

　下ろしてとは言ったものの、ちょっと乱暴にベッドの上に横たえられ、私は思わずギュッと目を閉じた。

　背中でスプリングが軋み、身体が軽く弾む感覚。それが治まってから再び目を開くと、ベッドサイドに立った祐が、シャツを脱ぎながら、私を見下ろしていた。

「これから先は、俺だけが……お前の心臓、ドキドキさせたいんだよ」

　祐は焦燥感さえ感じさせる瞳を揺らし、シャツをパサッと床に落とす。

「あ……」

　隠すことなく露わにされた、祐の引きしまった胸。無駄な贅肉などどこにも見当たらない、すっきりと筋肉質なお腹が私の目に映り込み、鼓動が一気に加速する。

　あまりの恥ずかしさに思わず顔を背ける。

　ベッドがギシッと軋む音を聞いた。片膝をついてベッドに乗り上げた祐が、私の顎を掴んだ。グイッと再び正面に向けられ、まるで噛みつくようにキスをされる。

「んっ……！」

　今までになく荒々しいキスに、一瞬私の身は竦む。それでも唇はすぐに離され、両腕をベッドについて私を囲い込んでいる祐を見上げた。

　天井から降り注ぐ明かりは祐の身体で遮られ、私には彼の影が落ちている。

「悪い。優しくしてやりたいんだけど……自分で思った以上に、余裕ない」

　私の視線を受け、祐が短くそう言った。

　サラッとした前髪が目元を隠し、彼の目に私が映っているかはわからない。

「ゆ、祐、あの……」

「今思うと、前にこうした時、お前が俺を拒んでくれてよかったって思う」

　ちょっと低い声でそう言うと、彼は顔を伏せてブルッと背を震わせた。

　私はただ、言葉の続きを待って、祐をジッと見つめる。

「いつも心の片隅に、雫がいた。それほど強く想いを残した女だったんだ。雫の気持ちが俺にないってわかってたのに、ひとつに繋がりたくなんかない。……俺だけが先走ってる状態じゃ、お前じゃなくたっていいみたいだ」

　祐はそう言って、ハッと短く浅い息を吐いた。

「あの時、お前に触れずに我慢した俺を、褒めてやりたいって思うよ。今、雫がやっと、俺のものになる。心も身体も……。半端じゃないくらい待ちわびた分、この嬉しさ、言葉で言い尽くせない」

「っ……」

　強く求められているのがひしひしと伝わってきて、胸がきゅんと締めつけられた。

　綺麗でキラキラした部分だけじゃない、もっと激しい大人の恋を、彼が身をもって示してくれた気がして、私の鼓動は限界を超えて高鳴る。

「雫……」

　祐が目線を上げて、私の瞳をまっすぐ見つめた。目の下をほんのり赤く染めた祐からは、強烈な男の色香が匂い立ち、私はゾクッと背筋を震わせる。

　ちょっと性急に唇を塞がれ、私は一瞬息を止めた。

　それに気付いた祐が、唇の先で吐息交じりの苦笑を漏らす。

「バカ。ちゃんと呼吸しろ」

　余裕がないなんて嘘みたいに、彼は強気にそう言い放つ。

「だ、だってっ……う、んっ……」

　無茶言わないで！と反論しかけた声は、もっと深く甘いキスにのみ込まれ、かき消された。

「ふ、んっ……あ、ふあっ……」

　口内にねじ込まれた彼の舌が、私を追い求めてくる。なんとか必死にキスに応えようとした私の口からは、自分でも信じられないくらい淫らな喘ぎ声がこぼれるだけ。

　激しく絡み合うキスに全身の神経が持っていかれる中、新たに胸に落とされた感触に、私はビクッと背をしならせた。

　祐は唇を貪むさぼりながら、大きく手を動かして私の左の胸を撫で回している。ただでさえ蕩とろけてしまいそうなキスが、別の場所に与えられた刺激で、より官能さを増す。

　鼻にかかった一オクターブ高い声を抑えたいのに、津波のように押し寄せる甘い痺れに抗えない。頭の中に、白い靄が立ち込めていく。

　熱に浮かされたみたいにボーッとする意識の中で、祐が私の服を脱がしているのがわかった。恥ずかしいのに、彼の手を止められない。

　生理的に浮かんだ涙で滲む視界の中で、祐がふっと口元に笑みを浮かべたのが、かろうじてわかった。

「……綺麗だ、雫」

　思わず、といった感じで呟く声に、心を鷲掴みにされた。ジンジンする痺れが、背筋を突き抜け脳天まで駆け抜けたような気がした。

　その時。

「あ、ああ……」

　私の体温とは違う熱に、身体が包み込まれた。異質と感じない滑らかな肌が、私に重なる。初めて知る祐の重みを受け止め、私の身体がゾクッと震えた。

「雫……好きだ」

　密着した胸から、彼の少し速い鼓動さえ伝わってくる気がした。

「ゆ、たか、私も。私も、好き……」

　祐が掠れた声で囁いてくれた想いに同じ言葉を返したくて、私は彼の背中に両腕を回した。強く抱き合っていたら、感じる温もりがどちらのものかわからないくらい、肌の境界線が曖昧になっていった。

　今まで経験したことのない甘い感触。全身から湧き起こる止めどない淫らな痺れに、私は抗い切れない。

　こんな私を、祐がどんな目で見つめているのか。自分でも知らない私を、どんな風に思っているのか。恥ずかしくて怖くて、でも知りたい。

　なのに私には、彼の反応を確かめる余裕は、これっぽっちもなく……。

　身を貫くような痛みが走り、私は引きつった声をあげて、一瞬身体を硬直させた。

　全身に力を込めて呼吸すら止める私を宥めるように、祐が何度もキスをしてくれる。

「雫。雫。……愛してる」

　祐の方も息を乱しちょっと苦しげなのに、耳元でそう囁いてくれる。

　心ごと抱きしめてくれる言葉に身を震わせ、もう祐以外のなにも感じられなくなった。




　その夜――。

　家に連絡をするという当たり前のことをすっかり忘れて、私はそのまま眠ってしまった。

　朝を迎え、目の前に祐の寝顔を見つけた。一瞬ドキッと胸を弾ませたものの、すぐに昨夜の出来事が脳裏に蘇り、ジタバタしたい気分に駆られる。

　照れくさくてくすぐったくて、でも嬉しい……。

　なんとも甘酸っぱい感覚に身を委ねたのは、ほんの数刻のこと。すぐにハッと我に返って、無断外泊をしたことに気付いた私は「ああああっ!!」と悲鳴をあげた。

　その声に驚いたように、祐が飛び起きた。その時、初めて覚醒した彼は、私を見てちょっと気恥ずかしそうにはにかみ、「おはよう」と言ってくれた、けれど……。

　私の方は、生まれて初めての無断外泊で頭の中は真っ白。顔面も蒼白。照れながら朝の挨拶を交わす余裕はまったくなかった。

　うちの父は、ひとり娘の私には基本的に甘いけど、だからこそ、連絡もせずに朝帰りなんて、烈火の如く怒ってるに違いない。

　急いで祐の家を飛び出した時、私は生まれて初めて親にぶたれる覚悟を決めていた。

　ところが……。

　予想だにしない事態が、そこで私を待っていた。




　週が明けて月曜日。二日経ってもまだ事態がのみ込めない私の隣で、白衣を羽織った祐が堂々と胸を張って、

「私事で恐縮ですが」

　と、朝礼で集まったほぼ全員の心臓外科医局員の前で、そう口上を述べた。

「本郷雫さんと婚約いたしましたことを、ここで報告させていただきます」

「……えええっ!?」

　一拍分の間を置いて、主に女性ドクターたちが、医局の窓がビリビリと震えるほどの絶叫を放った。男性ドクターたちも驚きを隠せず、みんな大きく目を見開いている。

　週始めの朝から騒然とする医局の中で平然としているのは、言った本人と、出勤してすぐに私たちの報告を聞いた園田教授くらいなものだ。他の医局員よりいくらか事情を知っているとはいえ、木山先生と美奈ちゃんも、突然の婚約報告に、ポカンと口を開けている。

　でも――。

　当事者のはずの私も、それとほとんど変わらない呆けた状態。

　だってまだ、全然理解が追いついていないのだ。




「雫には話したけど、コイツ、再婚約から二日経ってもこの調子で、俺も困ってるんです」

　その日のお昼休憩の時間。私は、祐と木山先生、そして美奈ちゃんの四人で、混雑のピークを超えて空いている大学学食でテーブルを囲んだ。

　吹き抜けになっているアトリウム。太陽に近い上のフロアの窓から、五月晴れの爽やかでちょっと鋭い日光が射し込み、人工の照明が必要ないほど明るく暖かい。

「いや、宝生先生。そりゃあ驚くでしょう。本郷さんの反応は、普通に考えてまともなものかと」

　木山先生が定食のトレーから味噌汁のお椀を手に取り、底に沈んだ味噌をかき回しながら苦笑した。

「そうですよ！　だって、私たちがおふたりのことを聞いたのは二週間前のことで。その時は雫さん、二十八歳の女の正気とは思えないほど初々しいことを言ってて！」

　美奈ちゃんも、チキングラタンをフォークにすくい、フーフーと息を吹きかける途中で口を挟んだ。

　けれど祐は動じることなく、ふふっと不敵に微笑む。

「はたから見ればスピード再婚約かもしれませんが、二年前、婚約解消に応じた時に、俺は雫の両親に条件を挙げてました。その約束があったから、全然急でもないんですよ」

　そう言いながら、祐は自分の前のラーメンの器に目を伏せる。レンゲでスープを啜ってから、向かい側の木山先生と美奈ちゃんに、上目遣いの視線を向けた。

「正式な結婚まではまだ時間があるので、一旦婚約を白紙に戻すのは同意する。でも、挙式までに雫の気持ちを変えることができたら、その時は速やかに結婚の準備を再開させていただきます……とね」

　その言葉に、私はピクリと反応した。手に箸を握りしめたまま、隣で胸を張る祐の横顔を見つめる。

　そう――。

　土曜日の朝、祐は私を追いかけてきてくれた。

『俺からも話がしたいから』と言って、力強く私の手を引いてくれた彼を、私は本当に頼もしいと思い、好きな人に惚れ直すという初めての経験に胸をときめかせた。

　ところが、祐が私の両親の前でしたのは無断外泊の謝罪でも恋人宣言でもなく、そんなものをすっ飛ばした結婚宣言だったのだ。

『今度こそ、雫を俺の妻にいただきます』

　朝帰りした私と並んで、私の両親に向ける言葉としては、常識外れとしか思えない。

　私はギョッとして息をのんだ。それなのに、父の反応はさらに斜め上を行き、私にはまったく理解不能なものだった。

『そうか。祐君、おめでとう。頑固な娘で、申し訳なかったね』――。

「え～っと……つまり、端折って言うと、婚約破棄してなかったってことですか？」

　美奈ちゃんが、パクッとフォークをくわえてから、眉間に皺を刻んで首を傾げた。

　それには、先に話を理解した様子の木山先生が首を横に振る。

「いや、実際週刊誌でもニュースになったし、それに……宝生先生には、別の縁談も持ちかけられたりしたんだろう？」

　木山先生が祐に向けた質問で、私もハッと我に返った。

「そ、そうです！　祐、確かどこかの病院のお嬢様と、婚約の話がありました！」

　思考回路がようやく働き始め、木山先生の言葉を拾って、祐に問いただす。

　祐も私にチラリと目を向けた。

「そういえば、お前にも見られたっけ」

「お相手のご両親から直々に、うちの娘とって言われてました」

「持ち込まれる縁談の数は多くて鬱陶しかったけど、断ってたって言わなかったっけ？」

　祐は表情も変えずにシレッと言って、箸で摘まんだ麺をズズッと啜り上げた。もぐもぐと口を動かし、男らしい喉仏を上下させて飲み込んだ後。

「どれも、断り文句は一緒だよ。研修医を終えて、無事、医師になった暁あかつきには、結婚式を挙げたい女がいるって」

　祐は少し身体を傾けて耳打ちして、きょとんと瞬きを繰り返す私にニヤリと笑う。

　思わず真正面から目線を合わせてしまい、私は慌てて顔を俯かせた。

　実際に婚約を解消して自由の身になったつもりでいた私としては、裏で祐と両親の間で交わされていたその密約には、大いに手を挙げて言いたいこともある。どこまでも強引で、私の気持ちなどまったく無視で……。でも、今となってはきゅんとしてしまうから困る。

　実際、以前婚約した時、祐は『挙式も入籍も一人前の医者になってから』という条件をつけていたことを、今さら思い出した。祐は当初の予定通り、結婚する予定だったこの年まで〝延期〟するつもりで、婚約解消に頷いていたのだ。

　そして、晴れて私が祐に好きと告げた今、私たちの結婚式は、この秋に挙きょ行こうされることが、この二日間で正式に決定してしまった。

「ほお～っ……。つまり宝生先生、それだけ雫さんのことを愛してたってことですよね……。すごい、ロマンチック……」

　美奈ちゃんはフォークを両手で握りしめ、ほわ～んとした顔で天井を見上げる。

　それを聞いて、レンゲでスープを飲んでいた祐が、ブホッと噴き出した。

　ギョッとして顔を上げる祐に、木山先生が畳みかける。

「婚約破棄されても、二年越しで取り返した、ってことか。情熱的だねえ。……あ。それじゃあ、君が東都大学の心臓外科医局を志願したのって、もしかして本郷さんがいることを知ってたからとか？」

「えっ!?」

　木山先生の考えたことは、私はまったく予想外で、思わず素っ頓狂な声をあげてしまった。先にむせ返っていた祐はゴホゴホと咳き込んでいて、反論しようにも涙目を向けるだけ。

「はあ……それじゃあ、随分と焦っただろうねえ……僕が本郷さんと付き合うことになったって言った時」

「っ……」

　なんだかしみじみと言った木山先生に、祐がヒュッと音を立てて息をのむ。

「本郷さんの焦らし勝ちってことだ」

　ニッコリと笑顔を向けられて、今度は私が大きく目を剥いた。

「じ、焦らし、って。そんな、私は……！」

「いやいや、宝生先生の立場で考えれば、身悶えするほどの焦らしだったと思うよ？」

　声をあげて反論した私に、木山先生は速攻でツッコんでくる。美奈ちゃんがそれに勢いよく同意して、「ね～っ？」なんて仲良くふたりで顔を見合わせる。

「そ、そんな、本当に、私……」

　あまりの言われように目を白黒させて、ワタワタする私の隣で、ようやく祐のむせは治まったようだ。

「何年もかけて雫さん取り戻したんだから、きっと宝生先生、この先は雫さんにデレッデレですね～！」

　美奈ちゃんが冷やかすのを横目に、祐は私のブラウスの袖をツンと摘まみ、目線を学食の出入口に向ける。そして、小さく口だけを動かしてみせる。

『退散』

「えっ？」と私が聞き返す前に、彼はガタンと音を立てて椅子から立ち上がっていた。つられて腰を浮かせた私の肘をグイッと掴み上げる。

「悪い。これ以上吊し上げられたら、羞恥で死ねる」

　祐は私にそう耳打ちして、自分の分のトレーを手にした。

「ええっ……？　ゆ、祐、あのっ……」

「すみません、ちょっと俺たち、ここで！」

　向かい側のふたりにペコッと頭を下げて、先にズンズン歩き始める祐を振り返り、私も慌ててトレーを両手で持ち上げた。

「す、すみません、また後でっ……！」

　先に席を立つことをふたりに謝って、椅子をテーブルに押し戻した。

「行ってらっしゃ～い！」

　まだまだ冷やかすような、それでいて温かくて明るいふたりの声に送り出され、私は急いで祐の後を追った。




　燦さん々さんと降り注ぐ太陽光の下、私たちは大学校舎から外に出て、大きく肩で息をした。

　ふうっと声に出してから青い空を仰ぐ祐の隣で、私はその横顔を見つめる。

「あ～……参った。あのふたり、マジ、容赦ないよな……」

　そうボヤきながら、医学部棟に足を向ける祐の白衣を、私はちょんと摘まんで引き止めた。

「なに？」

　短く返され、私は「なにじゃないです」と即座に言い返す。

「さっき木山先生が言ったこと、私、非常に気になります」

　そう畳みかけると、彼は眉を寄せて首を傾けた。

「どれのこと？」

「祐が東都大学の心臓外科医局を志願したのって、私がいることを知ってたからって」

　私は追及の手を緩めずに質問を重ねる。

　祐は何度か瞬きをしてから、肩を揺らしてくっと笑った。

「言っとくけど、心臓外科を専門に決めたのは、そのせいじゃないぞ」

「当たり前です！　私がいたからなんて、そんな不純な動機で決められても……！」

「もともと俺は東都大学で研修を受けてたんだ。心臓外科に決めた後は、もちろん入局先として第一候補だった。そこにお前がいるって知っただけ」

　祐が拗ねた様子でそう説明する。

　それを聞いて、私は一瞬ホッと息をついた。

　ところが。

「……知ったからには、他の選択肢なんか考えなかったけどな」

「……ええっ!?」

　祐が続けたその言葉には、力いっぱい目を見開いた。

「な、なにを言ってるんですか！　選べる余地があるなら、たくさんの選択肢を考えるのが祐のためなのに！」

　間違ったことを言ってるつもりはない。

　正直、とても嬉しい。私と再会するために、祐が東都大学医学部の心臓外科医局を選んだのだと言われれば、もちろん。

　でも、ある意味、人生を決めるに等しい大きな分岐点になったはずなのに。

「俺はたくさんの選択肢なんかいらない。自分で出した答えなら、その後どんな展開になっても、それに突き進むのが、俺にとっての正解だ」

　祐は当たり前のようにサラッと言いのけ、足を止めた。

　彼の言葉にドキッと胸を高鳴らせ、立ち尽くす私を、肩越しに振り返る。

「お前を手に入れることができるなら、迷いなんかなかったよ。結果的に、俺は最高のエンディングを迎えたんだから、間違ってない。それでいいだろ」

　どこまでも強気に不敵に、彼は再びまっすぐ前を向いた。

「戻るぞ、雫」

　素っ気なく先に歩き出してしまうけれど……。

「っ……祐っ！」

　私は声を張って彼を呼び、その背に駆け寄った。そして、ほとんど体当たりする勢いで、祐の背中に抱きついた。

　虚を衝かれた祐が一瞬前のめりになり、「うっ」と小さく呻く。

「おい、お前なあ……」

　頭上から降ってくる祐の声は無視して、私は腕に力を込める。

「ゆ、祐。私も、これからは迷わずに自分の心の通りに突き進みます」

　彼の背中に顔を埋めて、直接心に訴えかけた。

　祐は黙っているけれど、私を肩越しに見下ろしているのがわかる。

　そっと顔を上げて、彼の瞳を見つめ返した。

「だから……覚悟してくださいね」

　そう言って、ニッコリ笑いかける。

　祐はきょとんとした目で、何度か瞬きをしたけれど。

「……バ～カ。覚悟するのは、そっちの方だ」

　彼は意地悪に口角を上げて、お腹に回した私の手をそっとほどいた。

「手に入れて、ハッピーエンドじゃないぞ。今はどう考えても俺の方が想いは大きい気がするから、これからはもっと容赦しない」

　そう言いながら私の肩に腕を回し、強く抱き寄せた。

「デレッデレになるのは、お前の方なんだよ」

　私の顔を覗き込み、笑いながら挑んでくる。

　私たちは一瞬、睨み合うように真正面から見つめ合って……。

　祐が、綺麗な顎を傾ける。

　ほとんど同時に、私は踵を上げた。

　そうして、どちらからともなく、キスをした。
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糖度二百パーセントのリアルロマンス




「お茶淹れてきます」と、雫が部屋から出ていったのは、つい数分前のこと。

　俺は手持ち無沙汰になり、雫のベッドに腰を下ろして、天井を仰ぎ見た。

　彼女の部屋に招かれるのはいつ以来だろう。最後の記憶とそれほど大きく変わったところはないが、ちょっと落ち着かない気分になるのは、雫の匂いに包まれているからか、それとも俺たちの関係が甘いものに変化したせいか……。

　軽く身体を前に屈め、デニムの尻ポケットからスマホを取り出す。

　気を紛らわせようとして、ふと思い出した。

　雫は長年に渡って恋愛ゲームで二次元の男に恋をしていた。雫が夢中になっていたのは、随分と歯の浮くセリフを繰り出す優男だったと記憶している。

　雫のプレイ画面を初めて見た時から、俺はずっとモヤモヤしていた。

　恋愛ゲーム……タイプの異なる男性の中から、相手をチョイスできるらしい。イラスト効果もあるんだろうが、基本的にイケメンはデフォルトのようだ。

　強引、クール、知的、王子、年下ワンコ、気まぐれ猫系……などなど。男としては憤慨したくなるカテゴリ分けだが、それが女に人気があるタイプらしい。

　その中で雫が夢中になっていたのは、俺とは似ても似つかないタイプだった気がする。もう少しくらい俺と似たキャラもいそうなもんだが……雫は、そういう男を選ばなかったのか？

「あ、これか」

　なんとなく見覚えのあるアプリを見つけて、ダウンロードしてみた。

　このゲームに、どういうタイプの男が揃っているのか。早速、キャラ紹介なるものに目を通す。

　そして……ズーンと落ち込んだ、その時。

「お待たせしました。今日はちょっと暑いから、アールグレイのアイスティーにしてみたんですけど……って、あれ？」

　雫が部屋に戻ってきた。

「祐？　どうしたんですか？」

　雫はグラスふたつとお茶うけの菓子の皿をのせたトレーを机の上に置き、きょとんとした顔で俺の前に立った。俺のスマホをひょいと覗き込み、「あ！」と声をあげる。

「ど、どうして祐が女性向けの恋愛ゲームを……」

「はああ……」

　戸惑った声に反応して、腹の底から深い息を吐く。

「なあ、雫。この中で、どうしてこの男だったんだ？」

「え？」

　俺は一度グッと唾を飲み、顔を上げた。

「俺とは全然タイプが違う……このゲーム、もう少し俺寄りのキャラもいるじゃないか」

　雫の目の前にスマホを突きつけると、彼女はわずかに背を引いて逃げた。

「えっと、そりゃあ……。二次元ですし、とにかく優しい王子様がよくて」

「俺には、『本当は祐みたいな男は全然タイプじゃない』って言ってるようにしか聞こえない」

「っ……えっ!?」

　雫が素っ頓狂な声をあげて絶句した。

　俺がじろりと睨むと、彼女は胸の前で意味もなく両手の指を組み合わせる。

　なんと言って取り繕おうか考えている様子が、俺には追い打ちにしかならない。

「畜生……今さら二次元の翔君に嫉妬する俺はバカか」

　俺は足の上に肘をつき、両手でガシガシと髪をかきむしった。

「そんな。落ち込まないでください！」

　雫が慌てた様子で俺の隣に腰を下ろす。

　ふたり分の体重を受け、ベッドがギシッと軋んだ音を立てた。

「祐は偉そうで王子様なんかじゃないけど、そういうキャラがいいっていう人もいます」

「……お前、さりげなく落とすなよ」

　がっくりとこうべを垂れ、深い溜め息をつく。

　雫は隣でどうしたもんかと考えていたようだが、なにか思いついたのか、「あ！」と声をあげて手を打った。

「祐の場合、話し方が原因です」

　やけに強気な声を聞いて、俺はピタリと手を止めた。

「翔君は、とても物腰が柔らかいんです。気まぐれなので、たまに意地悪になるけど、それもとても優しい言い方で」

「じゃなきゃ、『今日の雫はかわいいね』なあんて、言えないだろうな」

　半分嫌味のつもりで、以前読んだことのあるセリフを抑揚なく口にすると、雫は「それです！」と突如テンションを上げた。

「翔君のセリフを感情込めて言ったら、祐も全然偉そうじゃないと思います」

「はあ？」

　雫が俺の手を取り、顔を覗き込んできた。その目がいつになくキラキラしていて、俺には嫌な予感しかしない。

「私、翔君のセリフで、いくつかベストセリフがあるんです。それを、ぜひ……」

　雫はどこか急いた様子で、ポケットからスマホを取り出す。

「お、おい。ちょっと待て、雫！」

　俺は慌ててその手を掴み、言葉を挟んだ。

「お前、まさかそのセリフ、俺に言わせようって魂胆じゃないだろうな!?」

　雫の両手首を掴み、彼女のスマホに恐る恐る視線を流す。

　雫はきょとんとした顔で瞬きを繰り返した。

「え。嫌ですか？」

「嫌だ。絶対」

「でも、祐が言ってくれたら、絶対に惚れ直せます」

「っ……」

　邪気のない、満面の笑みで言われてしまったら……惚れた男の負けに決まってる。

　がっくりと肩を落とし、無言で葛藤する俺の隣で、雫は慣れた手つきでアプリを操作している。どうやら、俺に言わせるセリフをピックアップしている様子だ。

「どれにしようかな。普段祐が絶対に言わなそうなのがいいな。これと、これと……」

「っおい、雫！　お前、こんな恥ずかしいセリフ、いくつ俺に言わせるつもりだ!?」

　俺はギョッとして雫の手を掴んで止めた。

「恥ずかしいって。私にガンガン意地悪してた時は、わりと近いセリフを言ってたんですよ？　翔君と違って乱暴でしたけど」

「俺が言ってもお前は萌えなかったんだろ!?　それから、人権侵害になるようなのは断固拒否する」

「えー……。劇でもやる感覚でいいじゃないですか……」

　彼女は不服そうに頬を膨らませた。

　俺は額に手を遣り、眉間の皺を深めた。

　セリフを読むだけ。それで雫も喜ぶのかもしれないが、無理に言わされて言っても、俺らしい言葉にはならないはず。

　だというのに。

「あ、祐！　これは？」

　俺の気も知らずに、雫がスマホを目の前に差し出してくる。それをチラリと見遣り、俺はガシガシと頭をかいた。

「却下」

「ええ～……。それじゃあ、これ」

　雫は眉をハの字に下げ、困った顔ですぐに次を提案してくる。

　どれもこれも、背筋に寒気が走るくらい甘々で、俺のテンションは底辺まで下がっていく。仕舞いには、雫も眉をしかめて不満そうに呟いた。

「祐、全然言う気ないでしょう」

「そんなことはない。でも、十分わかった。俺は逆立ちしてもお前の好みのタイプではないってこと」

　大人げなくふてくされているのを自覚しながら、俺は雫のベッドに背を倒した。「はあっ」と声に出して溜め息をつき、両手の指を組んで目を覆い隠す。

「拗ねないでください。そんなことないですから！」

　雫が焦って言うのも、慰められているようで虚しい。

「あ～……なんか、俺ばっかりお前のこと好きみたいで、悔しい」

「え？」

「雫が俺を想う、何十倍も何百倍も。……俺がどんなにお前のこと好きか、見せてやりたい。二次元じゃ俺と違うタイプを選ぶくらいだ、お前と俺じゃ、思う以上に差がありそう……うぐっ!?」

　自分でも情けないと思うボヤキの途中で、ベッドに転がった俺に、雫が勢いよく抱きついてくる。突然の重みと衝撃と言える圧迫感に、俺は一瞬呼吸ができなくなった。

「っ、雫！　俺を殺す気かっ……」

「す、すごい、祐……。まさにそれです！　やだもう。きゅんとしちゃいました……」

「え？」

　ベッドに肘をついてわずかに上体を起こし、顎を引いて胸元の雫を見下ろした。

　雫はきゅうっと俺の胸にしがみついてから、俺の目の前にスマホを突き出してくる。

　そこには雫の二次元の王子様、翔君のイラストとセリフが映し出されていた。それを目で追い、俺はギョッとして目を丸くした。

『僕は、きっと、雫が思ってる以上に君のこと好きだよ。僕の心の中を見せてあげられたら、君でいっぱいすぎて、驚かせてしまうかもしれないね』

「……まさに、それ？って」

　俺のボヤキと、意味合い的には同じような気がする。けど……。

「この男、羞恥心ってものがないのか」

「言い方が違うだけで、ニュアンスは一緒です！　でも、祐が言ってくれた方が、怖いくらいドキドキします……」

　雫は頬を真っ赤に染めて目を伏せ、俺の視線から逃げた。ノリノリで言わせようとしたくせに、今さら恥じらって照れる様子に、俺の鼓動まで跳ね上がる。

「……バカ。お前が照れるなよ」

「す、すみませ……」

「あ～……くそっ」

　俺の耳が赤くなっているのは、驚くくらい熱いからよくわかる。

　俺は雫の身体に腕を回し、ギュッと抱きしめた。そのまま、ベッドの上でゴロンと回転する。

「ひゃっ」

　雫の小さな悲鳴が、俺の下から聞こえてくる。彼女の横に肘をつき、わずかに上体を起こして見下ろした。

「……抱きたくなった」

「……えっ!?」

「かわいいことして煽ってくる雫が悪い」

「煽っ……!?　ま、まだ昼間ですよっ!?」

　雫は俺の胸に両手をついて、ほんのわずかな抵抗を見せる。

「悪い。昼も夜も俺には関係ない」

　俺は雫の手首を掴み、その抵抗の芽を奪うと、ちょっと強引に唇を重ねた。

「んっ」と雫が漏らす声が、さらに俺をたきつける。

「ゆ、たかっ！　ちょ、待っ……」

　唇を舌でこじ開け、逃げる雫を絡め取る。

「ふ、うう……」

　小さな声がか細く消え入るのと同時に、俺の胸についた手からも力が抜けていった。

　ハッと短い息を吐いて唇を離すと、雫が俺を軽く睨んでいた。

「ゆ、祐。強引すぎ」

　トロンと潤んだ涙目で言われても、俺を咎める力にもならない。

　俺は雫を見下ろしたまま、口角を上げて笑った。

「悪いけど、俺は二次元の優しい王子様じゃないんでね。でも雫、結構強引にされるの好きだろ」

　そう言い捨てて、雫に体重を預けた。

「そ、そんなわけな……！」

　彼女の反論を聞きながら、白く細い首筋に唇を這わせる。

　早くも全身痙けい攣れんさせた雫が、抵抗をやめて俺の腕に手をかけた。そして。

「……強引なのも、祐だから好きなだけです」

　恥ずかしそうな囁き声が、俺の耳の鼓膜を直接くすぐる。

　途端に、俺の背筋を甘い刺激が駆け抜けた。

「はーっ……」

　一気に昂ぶる気持ちを抑えようと、俺は腹の底から太く長い息を吐いた。

　ぶるっと身体を震わせる俺に、雫が「祐？」と訊ねかけてくる。

「……悪い。もう限界」

「えっ、あ……」

　性急に雫のブラウスのボタンを外すと、白い胸元が俺の目の前で暴かれていく。

　雫が恥ずかしそうに身を捩るのも構わず、俺は彼女に溺れた。


ＥＮＤ












あとがき




『エリート外科医の一途な求愛』に続く医局内シリーズ……と、私が勝手に命名した三部作。『Berry's Cafe』では、ラストの第三弾として発表した作品です。第一弾の後、二年近い年月が経過した、東都大学医学部心臓外科医局が舞台となっています。

　本作は書きたい物を描き切れていなかった作品でした。一からの大改造に臨んだ結果、改稿作業は血の涙が出るほど？苦しみました。出来上がった作品では、主人公ふたりとも、サイト版とは性格が変わってしまったような……？　特にヒーローの祐はサイトでは相当鼻につく俺様なのですが、書籍では強引だけど一途に変貌。タイトルも『俺様』が合わなくなり、『イジワル』に変更してもらいました。

　私の自作への満足度は、私の場合ひとえに『ヒーローが好きか』どうかに左右されるので、作業を進めるうちに、この作品も好きになっていきました。

　ちなみに、サイトに置いてある第二弾は医局事務員の美奈ちゃんのお話です。今作でも、美奈ちゃんの彼を少し描いていたのですが、書籍ではこちらが二作目になってしまったので、登場シーンをカットしました。ご興味あれば、『Berry's Cafe』の方を読んでいただけると嬉しいです。

　さて。本作のヒロイン・雫は現実の恋愛からドロップアウトして、二次元の恋愛にハマる女性ですが、私は恋愛ゲームをプレイしたことがありませんでした。それなのにどうしてこんな設定にしたかと言うと、ここ最近私の作品のカバーイラストを描いてくださるイラストレーターさんが、ゲーム業界で大活躍されている方が多かったのが影響しています。

　前回、敷城こなつ先生が担当してくださった際、当時はベリーズ文庫でまだ描かれていなかったので、イラスト見たさに敷城さんが携わったゲームを探しました。飽きっぽい私は、ゲーム自体は続かなかったのですが、これが、今まで考えたことのない新しいヒロインを創造するきっかけになりました。そうして生まれた雫を、今作でもとっても可愛らしく描いていただき、嬉しいです！　第一弾の各務先生に続いて、祐が聴診器を持っているのを見て、私の中では『聴診器シリーズ』という別名がつきました。

　最後に、この作品の出版にご尽力いただいた皆様に感謝いたします。

　本書をお手に取ってくださった皆様、ありがとうございました。


水みず守もり恵え蓮れん


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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